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はじめに

本書は、著者の北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院における「観光と図書館の融

合の可能性についての考察」（ 2009 年度観光創造専攻修士論文）をベースにしつつ、その後の

論考などを追加してまとめたものである。

本書は大きく「第Ⅰ部」と「第Ⅱ部」で構成されており、各部の概要は以下のとおりである。

●第Ⅰ部

－本論 ： 観光と図書館の融合について

修士論文の本論に加筆などを行った。

－付属資料１ ： 参考事例リスト

観光と図書館の融合を考える際に、参考となる事例をまとめた。

－付属資料２ ： 「観光と図書館に関するアンケート」調査結果

「観光と図書館」というテーマで、北海道内を中心に、全国約 200 館の公共図書館に対してア

ンケートを実施した。その結果やコメントなどをまとめた。

－付属資料３ ： 「観光に関連した活動に意欲的な図書館への追加アンケート」調査結果

特に観光への取り組みが顕著な図書館に対して、追加アンケートを実施した。その結果やコメ

ントなどをまとめた。

●第Ⅱ部

－実践のためのチェックリスト

第Ⅰ部の本論を読まれた方が、その内容を実践活動に役立てる際に参考となるように、検討す

べき項目などをまとめたチェックリストを用意した。本論の「第３章 融合の可能性についての具

体的考察」などをふまえ、「図書館が観光を意識した活動を行っていく際に、どういう点に留意す

べきか、あるいはどういう可能性が存在するか」などを箇条書きにしてまとめた。リストの作成にあ

たっては、本論で述べていない項目なども、思いつく範囲で適宜追加した。

さらに、融合の理想的なイメージや地域の状況との関係などについても簡単な考察を行った。

－「図書館ガイドブック」的な文献のリスト

特徴を持った図書館を知ることは、観光との融合という観点からみて重要であるし、知的好奇心

を刺激されるという点でも興味深い。しかし実際にはなかなか情報の得にくい分野でもある。そこ
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で、「図書館ガイドブック」的な内容、あるいは「図書館訪問記」的な内容をもつ文献などをリストア

ップした。

－図書館の「新たな役割」と「観光創造」との関連性について

筆者が大学院生として所属していた北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院の「観光

創造専攻」は、全国の観光系大学や大学院と比しても、独自の教育理念を持っている。本研究が

示す図書館の新たな役割と、この北大観光創造の教育理念との関連性について、エッセイ風に

まとめた。

以上のように、第Ⅰ部は論文と付属資料でまとめられており、第Ⅱ部はチェックリストや文献リス

ト、エッセイなど多彩な内容となっている。

「 educate （教育する）」の語は、「 e-ducate （外に－出す）」が語源であるといわれる。つまり、「教

育」とは「人の持つ可能性や能力を外に引き出す」行為であるといえる。一方、観光もまた、「地域

の魅力を外に引き出す」（あるいは「訪問者によって引き出される」）ことが重要なポイントであり、こ

のアナロジーでみれば、「教育」と「観光」は根源的に共通した要素を持っているとみなすことがで

きる。

こんにち生涯学習への関心が高まるにつれて、様々な学習施設や学習機会への関心も高ま

り、観光においても「教育」や「学習」がひとつのキーワードになっている。従ってそうした傾向に対

応するためには、社会教育施設の有効的な活用が改めて検討される必要がある。

社会教育施設の中で、博物館、美術館、動物園、植物園、水族館、科学館、文学館、歴史館、

郷土資料館など（以下“博物館系”と呼ぶことにする）は、一般的な意味での社会教育的効果とは

別に、多くの場合に集客効果も期待され、周知活動が盛んに行われたり、年間集客数が話題に

なったりしている。またさらには、その施設自体への集客のみならず、地域の観光振興や経済活

性化にはたす役割についても、注目が集まるようになってきている。ひとことでいえば、観光者も

地域も、これらの施設を「観光資源」としてとらえることに違和感がなくなってきているといえる。

しかし図書館はどうであろうか。詳しくは本論で述べるが、図書館の所蔵している資料、提供し

ているサービス、独自の空間（施設）、そして地域社会における「場」としての役割など、様々な点

で図書館は観光と結びつきうる点があるにも関わらず、観光資源として図書館が着目されること

は、これまであまりなかった。もちろん、図書館によっては観光者に対応をしたり、活動理念に地
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域外への意識を含めている場合もあるが、同じ社会教育施設でありながら、観光と図書館の距離

感は、博物館系施設と観光のそれに比して明らかに遠いのである。

本書は、主に図書館の側に軸足を置いて、図書館が持っている能力や可能性を「観光との融

合」という観点から分析し、「観光において、図書館をいかに活用するか」や「図書館が、観光を意

識した活動を行うのに、どういう点に留意すべきか」などを、考察したり参考事例を挙げたりしてま

とめたものである。

従って、本書を読まれた方に「確かに、観光と図書館の融合には様々な可能性があるようだ」と

首肯していただくことができれば、まずは当初の狙いが達成できたといえる。そして願わくば、図

書館や観光の関係者、行政担当者、地域住民などが、実践の場で本書を活用されることも期待し

ている。

様々な要因により観光も図書館も大きく変化しつつある状況において、本書が少しでも役に立

つことができれば、著者としてこれに勝る喜びはない。

2010 年７月１日

松本秀人
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本論 ： 観光と図書館の融合について

第１章 はじめに

1 研究の目的

本研究は、観光と図書館の融合について、様々な角度から、その可能性などの考察を行うこと

によって、こんにちの観光および図書館がそれぞれ持っている課題の解決に、観光と図書館の融

合がはたす役割を示すことを目的とした。そしてこれにより、観光や図書館の関係者をはじめ、地

域住民や行政機関などに、観光の創出、図書館運営のあり方、まちづくりの実践活動について、

新たな手がかりを提供する。

また、観光と図書館の融合を具体的に考察した結果をふまえて、図書館が、観光者と地域とを

結ぶコミュニケーションの媒介役として機能しうることを示し、これについて「観光者と地域とのコミ

ュニケーションモデル」を試案として提示した。

さらに、観光と図書館の融合によって、観光、図書館、地域それぞれに新たな価値がもたらさ

れることも示した。

2 研究の背景と分析の枠組み

戦後しばらくの間主流であった「団体旅行型観光」や「物見遊山型観光」は、日本人の価値観

の多様化や家族構成の変化などの要因によって行き詰まりをみせている。しかし、地域間格差の

拡大や一次産業の衰退など、地方にとって厳しい状況が続いているため、これまでによくみられ

た「地域外から観光だけを目的として資本を投入する」という手法では、効果的あるいは持続的な

観光振興が成り立たなくなってきている。

こうした状況のなかで、新たな観光のあり方が求められており、こんにちの観光の主な課題とし

て、①地域主導による観光振興、②観光の多様化・高度化への対応、の２点をあげることができ

る。これらの課題に対しては様々な試みがなされているが、「着地型観光」の発想など、地域が観

光サービスを主体的に創出しようという動きがみられることが特徴のひとつとしてあげられる。観光

は地域住民以外にサービスを提供する行為であるが、地域でサービスが消費されるという点にお

いて、地域自身の問題として考えられるようになってきたといえる。

このように、これまで国や地域外に解決を委ねてきた課題に対して、「地域によって、地域という
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場所で解決されるべきである」という意識の転換がみられることは観光だけに限らない。例えば、

教育や福祉など地域住民に直接サービスを提供する分野でも、改めてそれぞれの施設や制度な

どについて必要性や重要性が見直されており、こうした動きのひとつに地域の図書館をあげること

ができる。全国の自治体の約73％(2007年統計）には社会教育施設として「公共図書館」が設置さ

れており、生涯学習への関心の高まりや高齢化によるシルバー世代の増加などによって、図書館

の利用は登録者数でみても貸出冊数でみても増加傾向にある。そこで、本研究ではこの公共図

書館に着目した。なぜなら、公共図書館は地域によって運営され、地域の情報拠点であり、多様

な資料を所蔵しているなどにおいて、前述した観光の主要課題に対応しうる特徴を持っていると

考えられるからである。

しかし、こんにちの日本の公共図書館も、地方財政の逼迫化やインターネットの普及などの要

因によって大きな転換期を迎えており、①新たなサービスをどう展開するか、②地域にどのように

貢献するか、が主な課題となっている。そこで、「新たなサービス＝観光者へのサービス」、「地域

貢献＝地域情報の発信や観光振興を通して地域に貢献」という発想を導入してみると、図書館の

課題に対して、観光を意識した活動を図書館が行うことは対応策のひとつとして考えられるのであ

る。

このように、観光の側からも図書館の側からも互いに着目する理由があるように考えられること

から、「観光と図書館が融合することによって、双方にメリットがもたらされるのではないか」という仮

説を立てることができる。そこで本研究では、この仮説を出発点として、図書館の特性と観光との

関連性や、図書館の様々な要素が具体的にどのような効果を持つかなど、様々な観点から両者

の融合の可能性を考察した。一般的に「“観光”とは名所を見物したり温泉に入ったりすること」、

他方「“図書館”は本を読んだり借りたりする場所」というイメージが強いとみられるが、こんにちで

は、そのようなとらえ方では収まりきらない多様な観光現象、多彩な図書館の活動がみられるよう

になってきており、本研究でも幅広い視野に立って両者の融合を考察した。

一見すると、行為としての「観光」と、場所としての「図書館」の融合を考察することは無謀なよう

にも思える。しかし、本研究では、図書館をたんなる場所としてではなく、サービスを提供する主体

としてとらえている。図書館は書店のように本（モノ）を売っているのではなく、本を貸与したり読書

の場を与えたり資料を保存・整理するといったサービスを提供している。観光も地域の資源を直接

販売するのではなく、体験や鑑賞というサービスを提供しており、両者は「サービスの提供主体」と

して共通の特徴を持つのである。

そもそも観光において、様々な要素との融合はよくみられる現象であり、それによって新たな観
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光形態が出現したり、これまで観光資源と考えられていなかった事物が観光対象になったり、交

流や経済効果がもらされたりしている 。本研究における「融合」という表現は、わかりやすくいえ（1）

ば、観光と図書館が様々な点で連携し合うこと、直接的あるいは間接的に利活用すること、まちづ

くり を協働して推進すること、などを意味しているが、「融合」という表現にはたんなる連携や利（2）

活用以上の意味をも含んでいる。それは「融合によって新たな価値がもたらされる」という点であ

る。観光が様々な要素と融合した際、多くの場合において、これまでになかった利用価値や経験

価値が創出されている 。従って、観光と図書館についても、両者の連携にとどまらず、そこに新（3）

たな価値が生み出される可能性があるとすれば、それは「融合」と表現するのがふさわしいと考え

て、この表現を用いた。また「新たな価値」については第５章で詳しく述べる。このような問題意識

に立って（「連携」や「活用」ではなく）「融合」に着目することによって、本研究の独自性をいっそう

高めることができると考える。

なお、観光と図書館との融合は、観光における様々な要素との融合例のひとつに過ぎず、本研

究でこれを特別視する意図はなく、他の融合例との優劣を比較する意図もない。また、観光と図

書館が融合することによって双方の課題がすべて解決すると主張するものでもない。とはいえ、こ

れまで観光と図書館の融合が唱導されたことはなく、具体的にどのような可能性があるかについ

ても考察されてこなかった。従って、そのような空白を本研究が埋めることによって、新たな問題提

起を行うことには大きな意義があると考える。

3 研究の対象と方法

研究対象は日本における観光および日本の公共図書館とした。日本国内と海外とでは、観光

および図書館をとりまく環境それぞれに相違があり、場所を特定せずに論じることには無理がある

と考えられるからである。また図書館については、日本の図書館界において、a)公共図書館、b)学

校図書館、c)大学図書館、d)専門図書館、e)その他、に分類されるのが一般的であるが、それぞ

れが持つ機能や対象とする利用者などが異なるため、すべてを対象にすると、考察にあたって検

討すべき要素が非常に多岐に渡る。そこで本研究では、図書館法に基づいて設立された図書館

のうち地方公共団体が設置した図書館を対象とした 。(4)

研究方法は以下などによった。

①図書館、観光、およびそれに関連する領域の文献調査。（～2009年９月頃まで）

②参考事例の収集は、各図書館のホームページ（以下、「ＨＰ」と略す）のチェック、雑誌・新聞
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記事のチェック、図書館系メールマガジンのチェックなどによって行った。電話や訪問などで

事実関係の確認や追加取材なども行った。（期間は概ね2008年１月～2009年９月頃まで）

③実態調査および意見収集のため、図書館へアンケートを行った。（対象＝約200館、期間＝2

009年５～６月。詳細は付属資料２を参照。今後、本稿で「図書館アンケート」といった場合、

このアンケートのことを指す）

④図書館での実地研修（札幌市立中央図書館、2009年３月17～21日）および各図書館での実

態観察（札幌市、石狩市、恵庭市、北広島市などで図書館員や利用者の行動観察）。

4 論文の構成

第１章では研究の目的、研究の背景と分析の枠組み、および研究対象と研究方法を述べた。

第２章では日本における観光と図書館について、戦後の略史をまとめつつ現状と課題をそれ

ぞれ述べたうえで、両者が融合することによって課題が解決する可能性があることを仮説として提

示した。そして、具体的な考察を進める前に、図書館の特性からみた観光との関連性、観光と図

書館の社会対応にみられる類似性の２点について予備的な考察を行った。

第３章では、図書館の諸要素からみた観光との融合の可能性について、参考となる事例をあげ

て具体的な考察を行い、またそれらの整理と分類を試みた。

第４章では、第３章で行った具体的な考察の中にみられるコミュニケーションの部分に注目し、

「観光者と地域とのコミュニケーションモデル」を試案として示した。これにより観光と図書館の融

合において、観光者と地域とのコミュニケーションの媒介役として図書館がはたすと考えられる役

割を強調し、図書館が「よそ者」と交流し、地域外の声を聴く場として機能しうる可能性を述べた。

第５章では全体のまとめを述べるとともに、融合によってもたらされる新たな価値を説明した。ま

た、融合にあたって留意すべき点や今後の課題についてもふれた。

【補注】

(１) 例えば、日本エコツーリズム協会は「地域資源の健全な存続による地域経済への波及効果

が実現することをねらいとする、資源の保護＋観光業の成立＋地域振興の融合をめざす観光

の考え方である」とエコツーリズムを説明している。（日本エコツーリズム協会ＨＰより

http://www.ecotourism.gr.jp/what/ downloaded at 2009.12.15) 他にも、労働と観光の

融合による「ボランティアツーリズム」、農業と観光の融合による「アグリツーリズム」など様々な
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例がある。また「観光まちづくり」という発想も観光とまちづくりの融合であるといえる。

(2) 本研究では「まちづくり」を、西村（200９, p.10）のいう「地域社会を基盤とした地域環境の維

持・向上運動」としてとらえる。

(3) 例えば、アートと里山環境と観光の融合によるイベント「越後妻有アートトリエンナーレ2009」

（2009年7月26日-9月13日）では、「アートの表現空間としての里山」という新たな価値が創出

されていると考えられる。

(4) 図書館法に基づく図書館のうち地方公共団体が設置する図書館を、図書館法では「公立図

書館」と称しているが、ほぼこれと同意で「公共図書館」という表現が一般的によく使われてい

るので、本稿では「公共図書館」を「公立図書館」の意味で使用している。なお、参考事例の

紹介などで公共図書館以外について述べた場合もある。また、公共図書館を研究対象にした

ことに伴い、本研究で「地域」という用語は、その公共図書館を設置している自治体のことを基

本的に想定して使用している。すなわち市区町村立図書館では市区町村が、都道府県立図

書館では都道府県が「地域」となる。ただし、「地域文化」など自治体を単位にして区切ること

が難しい概念については、「当該自治体およびその周辺」というイメージで使用している場合

もある。
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第２章 観光および図書館の現状と課題

1 観光の現状と課題

1-1 日本の観光の変遷（１）

戦後の国民経済は、『経済白書 昭和31年度版』（1956年）で「もはや戦後ではない」とされた

頃から本格的な復興をみせ、東京オリンピック（1964年）によって高度経済成長は加速された。さ

らに、東海道新幹線の開通（1964年）や海外渡航自由化（1964年）などにより、この頃から、ようや

く国民全体が観光を楽しむことができるようになった。そして、万国博覧会（1970年）とそれに続く

「ディスカバー・ジャパン・キャンペーン」（1970～76年）、「アンノン族」の出現が観光の大衆化を

一気にもたらした。

その後、石油ショック（1973年）によって高度経済成長は終焉し、観光も一時低迷したが、自家

用車の普及や高速道路網の整備などによって次第に盛り返し、やがて東京ディズニーランドや長

崎オランダ村の営業開始（ともに1983年）の効果、および日本人の価値観の多様化や家族構成

の変化などの影響を受けて、これまでの団体旅行や慰安旅行中心から、友人や家族との旅行中

心へと観光形態が変わっていった。

その後、バブル期には、総合保養地域整備法（1987年）によってリゾートブームが起きたり、ふ

るさと創生事業（1988年）による地域おこしがみられた。しかし、バブル経済が崩壊すると、経済的

にも政治的にも「失われた10年」といわれた低迷をしばらくの間続け、海外旅行は伸びていった

が、国内旅行は「安・近・短」志向になっていった。また日本全体でみても、地域格差の拡大、少

子高齢化の進行、一次産業の衰退など、特に地方の疲弊が深刻化していった。生活の豊かさや

人間関係のあり方などが改めて問われるようになり、これに伴って「地域づくり」や「まちおこし」の

重要性が見直されるようになった。

この間、メディアやインターネットの発達などによる高度情報化の影響もあり、観光の多様化・高

度化傾向は強まり、新たな観光（いわゆる「ニューツーリズム」）に関心が高まってきた。ニューツー

リズムでは、これまでのようなたんなる物見遊山や周遊観光ではなく、地域に根ざした文化や、交

流・体験・学習といった要素が重視されるため、マスツーリズム（大量動員）を主な対象にしてきた

従来型の観光地や観光施設では対応が難しくなり、改善の遅れた観光地では厳しい状況を迎え

ることになった。そして現在もデフレ経済などの影響を受けて、国内観光は全体的に伸び悩んで

いる状態が続いている。

こうした状況のなかで、地方をいかに活性化させるかという課題と従来型観光の行き詰まり打破
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という二つの課題を解決する方法として、観光とまちづくりとの融合による「観光まちづくり」が注目

されるようになり、各地で様々な試みが行われている。

一方、2000年以降になって国の観光政策にも大きな変化がみられた。小泉政権時代に「観光

立国宣言」「ビジット・ジャパン・キャンペーン」などの政策が打ち出され、本格的な観光立国への

歩みが始まった。2006年には43年ぶりに観光基本法が全面改正されて「観光立国推進基本法」

が成立し、2007年にはこれに基づいた「観光立国推進基本計画」が策定された。2008年には観

光庁が国土交通省の外局として新設された。このようにして、ようやく観光による国づくりの方向性

が示されるようになった。

1-2 こんにちの観光の課題

こうした変遷のなかで、こんにちの日本における観光の重要課題として、以下の２点があげられ

る。

(1) 地域主導による観光振興

多くの文献において「これからは地域による観光振興が大切である」という主旨の指摘がなされ

ている 。これからの観光振興においては、地域も観光の当事者として参加し、さらに地域の主（2）

導による観光への取り組みが必要であるという認識が広まりつつある。地域外の資本によって観

光用の施設を新たに用意するのではなく、地域文化や地域の特性を活かした「観光まちづくり」が

求められるようになってきたのである 。（3）

一方、観光者の側も地域の歴史、人々の暮らしぶりや伝統文化への関心が高まり、地域ブラン

ドや地産地消型レストランが人気を集めるなど、様々な点で地域志向が強まっている。また、地域

住民との交流も重視されるようになってきている。

こうした背景から、「地域文化の継承や創造によって地域の魅力を高め、それにより観光者が

訪問してみたい土地となることを目指す」という発想による「観光まちづくり」が注目を集めている

が、それを実施するにあたっては、地域文化をどのように維持あるいは創造するか、地域情報をど

のように発信するかなどについての工夫と努力が必要になる。すなわち地域主導の観光振興に

おいては、地域文化の創造・蓄積・発信をどのように行うかが大きなポイントとなるのである 。（4）
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(2) 観光の多様化・高度化への対応

『レジャー白書 2007』では、「余暇需要の変化と“ニューツーリズム”」(pp.87-121)と題する特

別レポートを掲載し、近年急速に関心が高まっている観光の形態についてまとめているが、その

特徴として、①テーマ性、②地域性・地域への寄与、③参加・体験、④地元での交流、の４点をあ

げている。ここであげられた特徴のうち、②と④はすでに「(1)地域主導による観光振興」で述べた

ことと重なるが、残りの①と③は「観光の多様化・高度化」とまとめることができる。

観光者が観光にテーマ性を求めたり（①）、参加や体験を求めること（③）は、観光者がそれぞ

れの観光に求めるものが同じではなく、観光のあり方が個性的で多様化してきているということに

つながっている。このような趨勢にあっては、よく知られたものを確認するだけの観光は魅力を失

い、なんらかの付加価値がある、より豊かな観光体験が求められるようになる。そうした傾向を表す

キーワードとしては「テーマ」「参加」「体験」「交流」の他に、「学習」「本物志向」「自己実現」「感性

を豊かにする」なども同様の意味（付加価値）を持つといえる。こうした付加価値を観光に求める志

向をここでは「観光の高度化」と表現しておく 。（5）

こうした「観光の多様化・高度化」をもたらした背景のひとつとして、観光者が主体的で能動的

になったことがあげられる。観光者は観光に関する様々な情報を意欲的に探したり、自ら進んで

交流を図ろうとしたり、能動的に行動しようとする傾向が強まっている 。観光に対する目も厳しく（6）

なり、ステレオタイプなサービス、うわべだけの観光用施設は敬遠されるようになる。

このように観光が多様化・高度化し、観光者が主体的・能動的になると、受け入れる地域の側

も、「地域のどういう資源をどのように提供すれば、来訪者の満足度をより高めることができるか」と

いう点について、より深い研究と実践が求められる。そのためには、観光者が地域の何に魅力を

感じているかをよく把握し、それを地域文化の維持や創造に反映させるというフィードバックがポイ

ントになる。

ここで改めて強調しておきたいのは、これらの課題の背景には、観光そのものの変化があると

いう点である。地域による観光振興の動機も観光者の観光動機も変化してきている状況にあって

は、これまでのような固定観念で観光をとらえるのではなく、できるだけ柔軟な発想が必要になる。

観光資源と思われてこなかったものを見直したり、日常生活の中に観光と結びつく要素を再発見

したり、異質なものを融合させたり、という知恵が新たな観光に対応するために重要になるのであ

る 。（7）
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1-3 観光の課題を解決する候補としての公共図書館

前述した課題を解決するために、地域外の資本を利用したり、従来型の観光専用施設を新た

に設けるのでは矛盾である。そこで、地域に存在する機関や施設のなかで、この課題に対応しう

るものを探してみると、公共図書館がひとつの候補として浮かび上がってくる。なぜなら公共図書

館は以下の特徴を持っているからである。（これ以降、本稿でたんに「図書館」という場合は「公共

図書館」のことを指す）

①地域住民が日常的に利用している施設であり、かつ地域住民でなくとも誰もが無料で自由に

利用できる 。（8）

②図書館の設置は自治体の条例に基づき、基本的に自治体の財源によって運営されているた

め、地域によって活動のコントロールができる。また入場者数の多寡が経営に直結する施設

ではないので、持続性のある運営ができる。

③地域に関する資料を収集しており、前述した「地域文化の創造・蓄積・発信」に適している。

④幅広いジャンルの資料を備え、学習、娯楽、教養など様々な体験や付加価値を提供できる

多様性を持っている。

⑤書架以外に多目的スペースを持ち、イベントや交流の場としての利用も可能である。

⑥図書館は地域性を持つ 。（9）

こうした特徴から、「図書館は観光と関連があるかもしれない」という推察ができるが、これまで図

書館は観光との関連をほとんど意識されてこなかったし、観光学においても図書館学においても

両者の融合が研究テーマになったことはなかった。先行研究がないという事実をふまえたとき、

「はたして両者の融合は可能か」という問いに答えるには慎重さを要する。

そこで、図書館と観光との融合について詳しく考察する前に、まずは次節で図書館の変遷と課

題などをまとめることにする。

2 図書館の現状と課題

2-1 日本の図書館の変遷

戦後日本の公共図書館の略史は以下のとおりである 。（10）

①模索期（1945-60年）

1950年に図書館法が制定されたが、日本全体がまだ戦後の混乱から抜けきれなかったことな
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どから図書館の活動は本格化せず、しばらく低迷を続けた。この頃は都道府県立図書館が図書

館活動の中心であり、それは「地域の図書館」という存在からはほど遠かった。図書館の進むべき

方向性も活動の具体的なイメージも見いだせず、図書館界にとっては模索期であった。

②展開期（1960-70年）

1960年に高知市民図書館の調査報告書が刊行され、その活発な活動が注目を集めたことが

ひとつのきっかけとなり、1963年に日本図書館協会は中小公共図書館運営基準委員会を設置し

て、様々な調査や検討を行った結果、図書館振興策を『中小都市における公共図書館の運営』

（以下『中小レポート』）としてまとめた。この報告書では、「公共図書館の本質的な機能は資料提

供にある」という理念が示され、「中小公共図書館こそが図書館サービスの中核である」という位置

づけに基づき、館外奉仕を前面にした活動指針が提起された。この報告書は日本の図書館に大

きな方向転換をもたらした。1965年に日野市立図書館が移動図書館１台で業務を開始するなど、

60年代後半になって『中小レポート』の理念をふまえた取り組みが日本各地で具体化していった。

その後、日本図書館協会は公共図書館振興プロジェクトをおこし、その検討結果を1970年に

『市民の図書館』として発表した。このなかで、①市民の求める図書を自由に気軽に貸出すこと、

②徹底して児童にサービスすること、③全域へサービス網をはりめぐらすこと、の３つを重点目標

として示し、また図書館の設置者である自治体がはたす役割を強調した。

『中小レポート』と『市民の図書館』の発表は戦後の図書館界にとって極めて重要な出来事であ

り、これが図書館活動の新たな展開をもたらした。

③発展期（1970～80年）

『市民の図書館』で図書館が重点とすべき目標が具体的に示されたことによって、図書館活動

について（議論はあったものの）一定のコンセンサスが形成されるようになり、それに従って図書館

活動は飛躍的に伸びていった。さらにこの頃、公害問題や地域開発問題など様々な分野で市民

の参加意識が高まり、図書館においても、住民による図書館づくり運動や図書館を支える会など

の動きが活発になった。こうして、図書館自体の努力と、住民からの行政や図書館への働きかけと

が相まって、図書館活動は発展していった。

④転換期（1980年～）

70年代の終わり頃から人件費削減への意識が行政側に次第に高まるとともに、図書館の業務
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簡素化への模索が始まった。80年代から90年代にかけて国や自治体による行財政改革が進行

し、業務委託の導入や「公立社会教育施設整備費補助金」の廃止など、特に経営面で大きな変

革が図書館にもたらされた。また90年代後半から本格的な議論となった地方分権のあり方が2000

年に地方分権一括法として制度化され、地方行政の自律性が求められるようになった。さらに200

3年には地方自治法の改正により指定管理者制度の導入が可能となった。このような背景により、

こんにちでは図書館経営に様々な手法が試みられるようになり、その是非が大きな論点となって

いる。

この間、日本図書館協会図書館政策特別委員会は、1987年に『公立図書館の任務と目標（最

終報告）』を発表し、改めて市町村立図書館の発展を支えるものとして都道府県立図書館を位置

づけるとともに、都道府県の行政施策として市町村立図書館の充実に取り組むことの必要性を指

摘した。一方、文部科学省が図書館行政にはたす役割も政策官庁へと変わり、報告や基準の発

表が80年代後半から相次ぐようになった。同省による主なものに以下がある。

－『新しい時代（生涯学習・高度情報化の時代）に向けての公共図書館の在り方について：中

間報告』（1988） ＝近年における文科省の図書館行政の出発点とされる。

－『2005年の図書館像』 ＝電子図書館についての構想をまとめたもの。

－『公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準』 ＝これにより、ようやく国による基準（図

書館が目指すべき目標）が示された。

－『これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして』（2006） ＝具体的な事例を多

数紹介しつつ、新たな図書館のあり方を提言した。

こうした様々な報告等が出されているが、「これらの報告や基準に関する図書館界での討論、

評価や活用方法の検討は不十分である」(薬袋, 2005, p.144)と指摘があるように、これらをどのよ

うに現場で活かしていくかについては模索が続いている。

社会動向との関連でみると、80年代後半から生涯学習に対する意識が高まるようになり、生涯

学習機関としての役割が図書館に期待されるようになった。また、90年代後半からインターネット

が急速に普及したことにより、資料の電子化、情報検索の多様化、情報発信の変化なども図書館

に様々な影響を与えている。また、平成の大合併（1999～2006 年頃）により、1999年に約3,200あ

った市町村が、2007年春には約1,800まで減少した。これにより図書館の設置率が見かけ上は向

上したことにも留意しておきたい。

なお、図書館法は制定以来18回の改正が行われているが、特に1999年と2008年の改正が重
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要である 。(11)

このような流れのなかで、地方財政のさらなる逼迫化や少子高齢化、インターネットの普及など

様々な要因によって、日本の図書館は大きな転換期を迎えている。渡部（2006, p.12）は「今まさ

に全ての日本の公共図書館は衰退かそれとも新たな脱皮かという転換期に立たされていると言っ

ても過言ではない」と指摘している。また、柳（2009）はこうした転換を迎えている状況を、図書館

の社会的位置づけが変化し、図書館が情報消費の場から知的創造の場へ転換しつつあるため

であると分析している。

※以下に参考データとして、戦後日本の公共図書館史における特に重要な出来事（表1-1）をま

とめた。また、公共図書館の2007年集計（表1-2）、市区町村立図書館の推移（図1-1）、公共図

書館における個人貸出登録者数と個人貸出数の経年変化（図1-2）もそれぞれまとめた。

表 1-1 戦後日本の公共図書館史における特に重要な出来事

年（西暦） 事項

1950年 図書館法公布

1963年 『中小レポート』発表

1970年 『市民の図書館』発表

1987年 『公立図書館の任務と目標』発表

1988年 『新しい時代に向けての公共図書館の在り方について』発表

1999年 図書館法改正

2001年 『公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準』発表

2003年 指定管理者制度の導入

2006年 『これからの図書館像』発表

2008年 図書館法改正



- 15 -

表 1-2 公共図書館集計(2007年４月１日現在)

(『日本の図書館2007』をもとに作成)

図 1-1 市区町村立図書館の推移

(『図書館年鑑』各年版をもとに作成)

都道府県立 市区立 町村立 自治体全体
自治体数 47 805 1,022 1,874
設置自治体数 47 789 530 1,366
設置率 100% 98% 51.80% 72.80%
図書館数 62 2,414 613 3,089
蔵書冊数（千冊） 39,524 283,098 41,063 363,685
一館平均蔵書冊数（千冊） 637.5 117.3 67.0 117.7
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図 1-2 公共図書館における個人貸出登録者数と貸出数の経年変化

(『図書館年鑑2009』をもとに作成)
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2-2 こんにちの図書館の課題

前述したように、こんにちの図書館は大きな転換期を迎えており、様々な課題を持っている。そ

のなかで、特に重要なものとして以下の２点をあげることができる。

(1) 新たなサービスの展開

これまで、図書館では「貸出」がサービスの重点に位置づけられ、他のサービスの開拓にはあ

まり積極的でなかったが、予算の逼迫化や利用者像の変化などに対応するため、新たなサービス

の提供が試みられるようになった。なかでも「ビジネス支援」、「子育て支援」、「高齢者支援」など

をテーマに掲げ、対象者を具体的に想定して、その対象者が抱える課題に応えようとする「課題

解決型サービス」と呼ばれる試みには特に関心が高まっている 。（12)

新たなサービスが展開されるようになった背景としては、先に述べたような予算の問題などもあ

るが、図書館の意識において、活動範囲を広くとらえるようになったことも大きい。竹内ほか(2007,

p.67)は、「今は人口減少とデジタル化の時代であり、図書館が新しい顧客に支持されるのは決

して簡単なことではない。異なるニーズをもった複数の新規顧客層の開拓に取り組まなければ、

利用がじりじりと減っていくのは明らかなことだ」と危機感を示している。

また、課題解決型サービスが提案されるようになった背景について、「図書館が本来担ってい

たサービスの範囲と優先順位を見直そうというものである。そこで提案されているサービスは図書

館がサービスを与える側であると同時に、特定の地域コミュニティから資料や情報を受ける側でも

あるという相互性を持つことが特徴である」（国立国会図書館, 2007, pp.12-13)と説明し、地域社

会との関係を新たにとらえようとする意識があることが指摘されている。こうした状況に対して柳（20

09）は、知的サービスの創造こそ、公共図書館の新しい役割であると主張し、新たなサービスの出

現を基本的に歓迎している。今後も「貸出」が図書館の基本サービスであることに変わりはないと

しても、これまでのように「貸出冊数」という数値が偏重されてきた状況は変わろうとしているといえ

る。

このような図書館の新たなサービスは、図書館系の文献のみならず、一般の新聞や雑誌でも

「変わる図書館」などの見出しで紹介されて関心を集めているが、どのような利用者を対象にすべ

きか 、どこまでサービスの範囲を広げるか 、効果をどう測定するか等々、検討しなければな（13） （14）

らない課題も多い。
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(2) 地域貢献のあり方

もともと図書館は地域に密着した施設であり、様々な意味で地域に貢献をしてきたが、社会状

況の変化などによって、改めて地域に対してなにが貢献できるかが問われるようになってきた。例

えば、「地域における存在意義を確立せよ」(これからの図書館の在り方検討協力者会議, 2006)と

いう指摘や、「地域の課題解決に向けた取り組みに必要な資料や情報を提供し、住民が日常生

活を送る上での問題解決に必要な資料や情報を提供するなど、地域や住民の課題解決を支援

する機能の充実を図ることが求められる」(中央教育審議会, 2008, p.27)などの指摘がみられる。

また、まちづくりとの関連についても、渡部（2006, p.57）は「地域づくりにどう取り組むかが今後の

図書館の発展を左右するのである」と述べて、非常に重要な課題であることを指摘している。

このように、図書館が地域に対してどのようにして存在感を示すかが問われており、その意味

で、図書館の地域貢献への取り組みは始まったばかりであるともいえる。「(1)新たなサービスの展

開」で述べたような試みも、その問題意識につながっており、他にも地域住民、教育機関、企業、

行政との様々な連携などが模索されたりしているのである 。（15）

2-3 図書館の課題を解決する候補としての観光

「1-3 観光の課題を解決する候補としての公共図書館」では、観光の側から課題解決の候補と

して図書館に注目した。一方、図書館も前述したような課題（(1)新たなサービスの展開、(2)地域

貢献のあり方）などからみて、大きな変換期に直面していることは事実である。すなわち図書館

は、これまでの図書館のあり方や存在意義についてパラダイム変換が求められ、様々な要素との

新たな連携・協働・融合が必要になってきているといえる。

そこで、こうした状況に対応する発想として、図書館の側から観光に注目してみた場合、以下の

仮説を立てることができると思われる。

「(1)新たなサービスの展開」という課題については、これまで図書館において観光者へのサー

ビスはほとんど検討されてこなかったが、観光者を明示的に利用者としてとらえることにより新たな

サービスの展開が想定できる。それにより図書館の可能性を広げ、存在意義をより高められるの

ではないだろうか。

「(2)地域貢献のあり方」という課題については、「地域住民へのサービスによって地域貢献をは

たす」という図書館の基本原則は変わらないとしても、「地域外へ向けて地域情報を発信すること
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によって、地域への関心を高めたり、観光者を招く」という考え方や「観光者へのサービスを通じ

て、訪問したことの満足度を高めて地域の印象をアップさせたり、地域との交流をもたらす」という

考え方も地域貢献のあり方としてとらえる発想がありうるのではないだろうか。

このように考えてみるならば、図書館の課題を解決する候補として「観光」が想定され、図書館

と観光との融合の可能性が浮かび上がってくると考えられるのである。

3 両者の関連性に関する準備的考察

観光と図書館との融合を考えた場合、実際にどのようなことが可能であろうか。その可能性を具

体的に考察するに先立ち、まず、図書館の側に観光と融合しうる諸条件が内包されているか、そ

のポテンシャルを考察する必要がある。

そこで、具体的な考察を次章で行う前に、両者の関連性をより明確にとらえるため、①図書館

の特性が観光とどのような関連性があるか、②観光と図書館が対応を迫られている社会変化にど

のような類似性がみられるか、の２点について、準備的な考察を行うことにする。

3-1 図書館の特性からみた観光との関連性

(1) 社会的な記憶装置としての図書館（16）

図書館は様々な資料を収集し、保存し、提供する機能を持っている。しかもたんに保存するだ

けではなく、一定の分類基準（日本十進分類法など）によって整理された上で保存されている。こ

れに比して、例えば観光案内所には、観光に関する資料を整理して保存する機能はない。観光

案内所は最新の観光情報の入手に適しているが、過去にさかのぼって情報を得ることはできな

い。

このことは地域文化を観光との関連でみると重要である。なぜなら、観光者にとっても、地域住

民にとっても、図書館に蓄積された資料を参照することによって、時間軸で地域文化を見渡すこと

が可能になるからである。根本(2008)は、日本の知識情報管理の特徴として時間軸の軽視を指摘

し、欧米で図書館や文書館が重要視される背景にあるのは、歴史的社会的な自己省察の意識で

あると述べているが、この分析は、これからのまちづくりにおける図書館の活用について示唆に富

むものといえる。

また、「コミュニティの情報流通に関して、文化的価値が定まらない実験的な創作物、利用頻度
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は低くとも後世に残すべき情報、読み手の数は限られるものの特定分野の表現形態としてコミュ

ニティで共有すべき情報など、市場とは別の原理によって成立する文化的領域を維持するため

に、公共図書館が重要な役割を担っている」(吉田右子, 2008b, p.50)と指摘されるように、資本

主義的な作用によって地域文化が淘汰されるのを防ぐためにも、図書館の保存機能は重要であ

る。

こうした役割によって、図書館は地域のなかで独自の位置を占める。これを根本（2002, p.56）

は、「その図書館が過去から蓄積してきた歴史的な資料によって図書館の地域におけるシンボル

性を演出する基になるともいえる」と説明している。

(2) 地域文化の可視化装置としての図書館

島川（2002, p.100）は、観光開発の現状について「地域住民それぞれに蓄積された暗黙知が

まったく活用されていない」と指摘したうえで、住民の暗黙知が明確な形式知へと変換されなけれ

ば、知の創造には結びつかず、住民の暗黙知が形式知に変わるための対話や体験を共有する

場が必要だと指摘している。一方で、高山（2008, p.44）は、図書館は暗黙知を形式知に変換し、

保存し、提供するという努力を支える社会制度と見ることができると述べ、図書館が暗黙知を形式

知に変換する機能を持っていると説明する。高山の分析は知識全般について述べたものだが、

地域文化についても非記録情報（暗黙知）が記録情報（形式知）に変換されて図書館に保存され

ることで可視化がおこり、これにより地域文化への理解が容易になると考えられる。なぜなら地域

のものの考え方や生活様式、習慣、風俗や年中行事、等々といった様々な無形の文化を、観光

者が簡単に理解したり体感することは難しいが、そうした資料はそれへの大きな手がかりとなりうる

からである。もちろん観光者だけではなく、地域住民にとっても保存や継承の点で資料化は重要

である。

また、図書館が資料を購入する際には、住民からのリクエストや地域全体の情報ニーズや既存

の蔵書とのバランスなどが考慮されるが、そうした選書の積み重ねによって図書館の蔵書には様

々な意味で「地域性」が反映され、地域文化を背景とした独自性を持つ。いわば地域文化が蔵書

という「風景」となって観光者の眼前に現れるのである 。この意味で、図書館は各館ごとに異な（17）

る風景を持つ。「他では見られないものを見に行くこと」が観光動機のひとつであるとすれば、図

書館の書架もまた観光対象になりうるのである。
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(3) 情報の濾過装置としての図書館

柳（2009, p.252）は、「図書館には商品を公共の文化資源にしていくという濾過装置が働いて

いる」と述べ、「文化・知的情報資源を単なる消費財に終わらせない仕組み」(同, p.253)が図書館

の本質的機能であるという。図書館は、様々な資料を一定の基準に基づいて収集・選別し、後世

に残すことを使命としているが、これを「情報の濾過」ととらえることができる。さらに図書館にはス

ペースや予算の制約もあるので、その意味でも資料の選定には慎重にならざるをえない。インタ

ーネットのようにスペースの制約がなく、内容を吟味することもない世界とはまったく異なっており、

図書館が選書（濾過）をする際は、「制約の中で、いかに地域の情報要求に応えていくか」という

対応が必要になる。そこでは住民からのリクエストや蔵書バランスへの配慮などにおいて、常に

「地域」が意識されているのである。

また、図書館の資料は誰かが勝手に持ってきたものではなく、図書館によって「保存すべきで

ある」と判断されたものであり、保存された資料の内容が時間を経ることによって変わってしまうこと

もない。つまり図書館の資料は一定の信頼性と安定性を持っている。このことによって観光者は、

観光空間でよく議論になる文化変容やニセモノ性、俗化などとは無関係に、どの地域に行っても

安心して図書館の資料を利用することができる。

以上、図書館が持つ特性のうち、観光と関連があると思われるものについて考察した。各項目

を平易な言葉に置き換えてまとめると、「図書館は、一定の基準によって資料を選択し、長期に渡

って保存する機関である。これを利用することで地域住民も観光者も、地域文化を“資料”という目

に見える形でとらえることができる」となる。このことを『図書館による町村ルネサンスＬプラン２１』（2

001, p.24）では、端的に「図書館は地域の百科事典、タイムカプセル」と表現している。この考察

によって、観光と図書館を結ぶ接点のひとつが明確になってきたと思われる 。（18）

3-2 社会対応にみられる観光と図書館の類似性

観光と図書館はあまり接点がないように思われているが、実は社会の様々な動向への対応に

おいて、いくつか共通する部分を持っている。そうした類似性が両者にみられるという指摘はこれ

までほとんどされてこなかったが、ここで類似性が強いと思われるものを以下に４点指摘したい。
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(1) （訪日・在日）外国人への対応

2003年に「ビジット・ジャパン・キャンペーン」が開始され、2007年には「2010年までに年間の訪

日外国人旅行者数を1000万人にすること」が目標となった。これをうけて海外からの観光者をいか

に誘致するかが課題となっているが、たんに誘致するだけでは不十分であり、訪問した外国人観

光者に各国語によるパンフレットを用意したり、通訳ができるガイドを育成するなどの対応も当然

必要になる。訪日外国人への対応が不十分であれば、訪問した人が母国に帰って不満を周囲に

訴えたりして、「ビジット・ジャパン・キャンペーン」の目標達成にも影響しかねない。

一方、図書館でも、在日外国人のためのサービスは以前から大きなテーマのひとつとなってい

る。これは一般的に「多文化サービス」と呼ばれるもので、簡単にいえば地域の在日外国人に対

して母国語による資料を提供するサービスのことである。外国人居住者の比率が高い地域や、な

んらかの理由によりしばしば外国人が利用する図書館などで、日本語以外の新聞・雑誌、実用

書、絵本、あるいは日本語との対訳辞典、日本語学習書などが用意されている。また最近では、

館内表示も多言語化されつつある。

このように観光のためにせよ、労働その他の理由にせよ、国内の外国人に対していかに便宜を

図るかという点で、観光と図書館は共通したテーマを抱えている。

(2) 滞在志向への対応

観光において、近年注目されているキーワードのひとつに「滞在型観光」があり、国による「観

光立国推進基本計画」でも長期滞在型観光の推進が明記されている。滞在型観光が重視される

ようになった背景としては、長期滞在によって経済的な効果が期待できることなどもあるが、なによ

り地域の側が、その地域の魅力をより深く知ってもらうには滞在が必要だと考えるようになってきて

いること、そして観光者の側もこれまでのような慌ただしい周遊ではなく、時間にゆとりある観光を

望み、地域文化や地域との交流を重視する傾向がみられるようになったことがあげられる。

一方、図書館でも、1990年頃から「滞在型図書館」と称する図書館が増えてきた。厳密な定義

はないが、概ね、①ゆとりあるスペース、②快適性の重視、③付帯施設の充実、④本を貸し借りす

るだけではない多目的な利用、を志向する図書館のことである 。図書館を単なる「本の保管（19）

庫」としてとらえると、本を借りたら（あるいは借りた本を返したら）図書館に留まる理由はなくなって

しまうが、図書館を「本や読書がもたらす楽しさを体験する場」、「利用者同士の交流の場」としてと

らえることによって、図書館に滞在することの意義が新たに生まれる。そうしたコンセプトに基づく
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図書館づくりが各地で進められている。

このような両者の傾向を単純に重ね合わせるには少々無理があるが、観光と図書館の双方で

「滞在」がキーワードになっていることは確かであり、その背景には、社会一般におけるゆとり志

向、体験重視、交流志向などの変化が深く関連していると考えられる。

(3) 専門性重視への対応

これまでにも様々な観光においてガイドが活躍していたが、エコツーリズムや体験型観光の発

達に伴い、改めてガイドの重要性が見直されるようになってきた。羽田（2008, p.93）は着地型旅

行商品の開発にあたって、魅力を伝えるガイドの介在が大きな意味を持ち、ガイドの育成・確保が

不可欠の要件だと述べているが、ここでいう「ガイド」とは、これまでのような「旗を持って団体を引

率する」的なガイドではなく、地域文化や特定分野について深い知識を持ち、ストーリーを持たせ

たツアーを組み立てることができ、実際のツアーにおいて演出力を発揮できる専門家のことであ

る。

一方、図書館でも、「司書」という専門職のあり方や司書資格の要件などついて議論が高まって

きている。例えば『図書館雑誌』でも、「これからの図書館員制度１～３」（2007年11月号, 2008年3

月号, 2008年5月号）というように短期間に３回も特集が組まれており、それに対する社会の関心

の高さをうかがうことができる。この背景には、インターネットなど情報ツールの多様化や、課題解

決型サービスという高度な任務の登場という状況において、改めて「司書の専門性とは何か」とい

う根本的な点を再検討しようという動きがあるといえる。

つまり、こうした動向が両者でみられるのは、社会の様々なニーズが多様化・高度化してきたた

め、それに応える立場の者に、より専門性が求められるようになってきたためであると考えられる。

(4) 学習重視への対応

「生涯学習」という考え方は、1965年にユネスコで提唱され、その後、1970年代に日本でも教育

政策として導入され、1980年代以降に普及して定着したとされる 。さらに1990年にはいわゆる(20)

「生涯学習振興法」が制定され、これにより文科省のみならず経済産業省なども生涯学習の動向

に関わるようになった。また「生涯学習都市」を宣言する自治体も続々と登場してきている。

もともと観光は、五感によって未知のものを体験するという点では学習に通じる要素を持ってい

たが、戦後の日本における観光では、どちらかというと慰安や親睦、ストレス発散という要素に重
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点が置かれていた。しかし最近では「学習」が重要視されるようになり、産業観光や歴史観光、エ

コツーリズムなど学習の要素を取り入れた観光が台頭してきている。また個人旅行でも、地域の歴

史や文化を学ぼうという姿勢が高まりつつある 。（21）

一方、図書館においても、『新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について』（中央教育

審議会, 2008, p.42）で、国民が生涯に渡って自主的な学習を行ううえで、図書館のはたすべき

役割は極めて大きいと指摘されるなど、生涯学習社会における図書館の重要性が改めて高まっ

ている。公民館などの講演、民間のカルチャーセンター、NPO法人による啓蒙活動など学びの場

は多いが、そのなかで図書館は、資料を選ぶ際も読書をする際も、他の学習機会に比べて能動

的な態度が要求されるという特徴を持っており、「自分のペースで学びたい」というニーズには都

合のよい施設である。

このように「いくつになっても学びたい」、「機会をとらえて学習したい」という生涯学習志向が高

まると、日常生活においても観光においても図書館や博物館などの社会教育施設がはたす役割

が高まることが予想されるのである 。（22）

以上、観光と図書館とに共通してみられる動向を４点ほど指摘したが、このうち、「(1)（訪日・在

日）外国人への対応」、「(2)滞在志向への対応」では多様化が、「(2)滞在志向への対応」、「(3)専

門性重視への対応」、「(4)学習重視への対応」では高度化が、それぞれ両分野で表面化しつつ

あることと、その対応の必要性としてとらえることができる。

こうした対応は、観光や図書館に限らず日本の社会全般に求められている。しかしそれゆえ

に、上記(1)～(4)にみられる類似性は、ある意味では偶然であるが、かつ単なる偶然ではあり得な

い。観光も図書館も、こんにちの日本における様々な社会的変化と結びついて活動を行わざるを

得ないという意味で、対応すべきテーマが自ずと共通してくることになる。それゆえ両者が融合す

ることに何らかの障碍があるとは考えにくく、むしろ積極的な効果がもたらされる可能性があること

が示唆されるのである。

3-3 本節のまとめ

本節では、観光と図書館の関連性について、図書館の側から観光の領域へと広がりうる可能

性の考察と、両者の社会対応にみられる類似性の指摘を行った。これらにより、観光と図書館の

接点がやや明確になってきたのではないかと思われる。しかし、融合のイメージや可能性がまだク



- 25 -

リアになったわけではない。両者の融合についての具体的な考察は次章において行われる。

【補注】

(1) この部分をまとめるにあたっては、羽田耕治（2008）、安村克己（2006）、堀川紀年（2007）、油

川ほか（2009）などを参考にした。

(2) 例えば、「従来の観光開発は観光資本と観光資源、そして観光客が３大要素であり、その調

和が最大の目標であった。そこには地域社会という視点が欠けていたのである」（西村, 200

2, p.21）、「地域社会を中心に考えることによって住民・資源・来訪者の三者の調和への取

組みの方策がおのずとみえてくるのである。これこそ観光まちづくりの目指すところである」

（同, p.23）などの指摘がある。他にも米良（2008）など多くの文献で同様の指摘がみられる。

(3) 石森（2008）は、地域社会の主導による「内発的観光開発」が持続的な観光の創出のために

最も重要であると指摘している。

(4) 井口（2002）は、文化立国のひとつの延長線上に観光立国が想定されるべきであるとして、地

域文化の創造・蓄積・発信という視点は、まさに観光文化の創造・蓄積・発信という行為に通

じるものであり、「観光まちづくり」の理念でもあると述べている。

(5) こうした傾向を梅川（2009, p.102）は、「“旅行経験豊富な成熟した大人が増加し、個人の趣

味や嗜好によって旅行先を選び、ネットで情報収集しながら気に入った宿泊施設などを予約

し、本物の体験や地場の食を楽しむ”といった旅行タイプ」と表現している。

(6) 石森（2008）は、観光者が自らの意思で観光する「自律的観光」が増えつつあるとし、旅行会

社によって予めパッケージ化された旅行商品の有効性が薄れつつあると指摘している。

(7) 長谷（2003, pp.10-11）は、「観光振興は、当該地域の自然、生活、歴史、文化、産業などの

特有な資源を発見・活用することが重要となる。とくに、これからの時代では、今ある資源に

新しい付加価値を付与したり、資源を新視点からとらえなおしたり、また資源の使い方を変え

たりするなど、斬新な発想で地域資源を活用することが求められてくる」と述べている。

(8) 無料公開は図書館法第17条で定められている。

(9) 根本（2004, p.96）は、「図書館はコレクション、サービスの面で一つ一つがユニークなもので

あるが、ユニークさの源泉はその地域性にあるといってよい」と述べている。一見すると図書

館はどの館も同じように思えるが、図書館が地域性を持っているとすれば、こんにちの観光

が地域志向になってきていることに照らして重要なポイントである。
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(10) この部分をまとめるにあたっては、塩見（2006）、小川ほか（2006）、薬袋(2005)、日本図書館

協会町村図書館活動推進委員会（2001）などを参考にした。特に時代区分については、塩

見（2006）の区分に準拠した。

(11) 1999年の改正では主な項目として図書館長の司書要件が削除された。2008年の改正では

教育基本法の改定に合わせて、家庭教育との関連、電磁的資料の追加、司書資格要件の

見直し等々多くの変更があった。図書館法の改正については『図書館雑誌（2008年9月号）』

の「特集 図書館法改正をめぐって」や『図書館年鑑 2009』の解説などを参照。

(12) 詳しくは、大串夏身（2008）などを参照。

(13) 福永（2005, p.318）は、「図書館はこれまでにない新たなサービスを展開し、利用者が選べ

るサービスを提供することによって、これまでサービスが及んでいなかった未利用者を発掘

する必要がある」と述べ、未利用者の発見と新規顧客の開拓が重要であると指摘している。

(14) これからの図書館のあり方検討協力者会議（2006）では、あらゆる課題解決に対応しうる「ワ

ンストップ型サービス」の拠点としての役割を図書館に期待している。

(15) ちなみに、全国図書館大会平成21年度（2009年）の大会テーマは「図書館は力 人・本・情

報・まちづくり」であった。（開催期間：2009年10月30日、開催地：東京都)

(16) 『図書館情報学用語辞典』(日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編, 2007, pp.173-1

74)では、図書館のことを、「通時的に見るならば、記録資料の保存、累積によって世代間を

通しての文化の継承、発展に寄与する社会的記憶装置」と説明している。

(17) 例えば、大垣市立図書館には松尾芭蕉関連の本が充実している。地域事情を知らない場

合だと、「なぜ松尾芭蕉の本が集められているのだろう」と疑問に思うが、そこで、「大垣は松

尾芭蕉の『奥の細道』の終点地なのです」と背景を説明されると、俳諧にゆかりのある土地で

あることがわかり、大垣の歴史や文化の一端を書架を通して体感することができる。

(18) ここで述べたことは、他の教育的な文化施設、例えば博物館や郷土資料館にもほぼあては

まる特性であるが、一般的に博物館や郷土資料館が地域文化の保存と提供機能を持ってい

ることは容易に理解できるとしても、図書館は「本を保管したり貸出をする場所」としてのみと

らえられ、地域文化との関連性は認識されにくいと思われる。山崎・蛭田（2008, p.230）は、

地域情報に関わる機関として、図書館、博物館、美術館、文書館、行政情報センター、研究

機関、学校、出版社、新聞社、放送局などをあげたうえで、「なかでも図書館は、そのほかの

機関と比較して資料を継続的・網羅的に収集していることや収集した資料の提供対象の幅

広さなどから考えて、特に重要な機関として位置づけることができる」と述べているが、こうし
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た図書館の重要性を理解し、「観光と図書館の融合」という発想を展開していくためには、ま

ず、地域文化にとって図書館の特性がどういう意味を持つかが認識されることが必要である。

(19) 植松（1998, p.9）は、「90年代に入ってから、公共図書館の次の発展段階は“滞在型”図書

館であるといわれている。（中略）利用者は借り出す資料を見つけたらすぐに帰ってしまうの

ではなく、館内で読書をしたり、他の図書館サービスを楽しみ、長時間を館内で過ごすことが

できるのが滞在型図書館である」と説明している。

(20) 佐藤（2003), p.10

(21) 例えば、内田(2004)は、『観光文化論』において「第９章 観光文化と生涯学習」と一章を割

いて生涯学習時代の観光について論考している。そのなかで、「まさに観光旅行は見聞を広

め、自己を発見し、自己実現に向かう、誰でも楽しくできる生涯学習の一分野ということがで

きる」（p.210）と述べている。

(22) これに関連して、岡野（2004, p.39）は大英博物館やルーブル美術館など優れた社会教育

施設が世界中から多くの人々を集めていることを指摘したうえで、これらの施設は「観光施

設」ではないが「魅力ある施設・場所」であると指摘している。そして、須磨海浜水族園初代

館長吉田啓正氏の「優れた社会教育施設は、優れた観光施設たりうる」という発言を紹介し

ている。
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第３章 融合の可能性についての具体的考察

1 本章の説明

1-1 概要

本章において、観光と図書館の融合の可能性について具体的な考察を行う。考察にあたって

は図書館の側に軸足を置き、図書館の様々な要素や機能、図書館と地域社会との関わりなどか

ら、観光とどのように融合する可能性があるかについて、参考事例などを含めて考察する。その

際、考察をするだけでなく、融合のあり方や具体的な方法などに関する提案も適宜含める。

また、たんに項目を列挙するだけではわかりにくいので、分類方針を設定し、関連するとみられ

るものはまとめるなどにより、項目の分類と整理を試みる。これにより、項目の位置づけや項目どう

しの関連が把握しやすくなり、融合の目的や効果についてもイメージしやすくなると考えたからで

ある。

各項目の説明にあたって、基本的な記述構造は以下とした。

(1)説明 ：その項目に関する基本的な説明。必要に応じて用語や概念も説明した。

(2)参考事例 ：融合を検討するにあたって参考になると思われる事例。

(3)分析 ：融合の可能性や効果などについての分析および考察。

(4)備考 ：補記、特記、課題の指摘など。

※参照すべき項目がある場合は、「(→A-2-1)」などにより参照先を示す。

1-2 分類方針について

項目の分類にあたっては、以下を基本方針とする。

まず大分類として、図書館自体が持つ要素に着目し、「図書館の基本的な要素との関連」とい

う項目をたてた。これをさらに「資料」、「サービス」、「施設」に分類し、それぞれに属すると思われ

るものを仕分けする。

次の大分類として、図書館が地域住民のための社会教育施設であることから、図書館をとりまく

地域社会との関連に着目し、「地域社会との関連」という項目をたてた。これは、こんにちの観光も

地域との関係が重視されるようになってきていることに対応している。この項目をさらに「まちづくり

との関連」、まちづくり以外の「様々な連携」、より広く地域との関連でとらえた「交流の場としての

図書館」に分類する。
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次の大分類として、昨今のインターネットの発達においては、地域社会のみならず広くインター

ネットとの関連も重要になるので、これに着目して「インターネットの発達との関連」という項目をた

てた。これはこんにちの観光もインターネットの発達を考慮せずにいられない状況に対応してい

る。この項目をさらに、まず図書館が行っている資料のデジタル化について「デジタル・アーカイ

ブズによる情報提供」としてまとめ、次に「情報発信の多様化」についてまとめ、さらに「ネットコミュ

ニティの影響」としてまとめる。

最後に、これまでの分類におさめにくいものを「その他」として扱う。これには「図書館への視察・

見学」と「図書館とツアー」が含まれる。

なお、見出し番号については、参照時に本章の分類項目であることを判別しやすくするため、

大分類番号をそれぞれ、A、B、C、D、とし、中分類以下を枝番号で付与する。

項目一覧表は表3-1にまとめる。また大分類項目間の関係イメージを図3-1で示すこととする。

1-3 参考事例について

観光と図書館の融合を考察するうえで参考になると思われる事例を、『図書館年鑑』、新聞、雑

誌、ＨＰ、メールマガジン、ブログなどから筆者の判断により採集した。また、直接図書館へ取材し

たものや図書館アンケートの回答なども含んでいる。

ここで紹介した参考事例は、その当事者は特に「観光」あるいは「観光との融合」を意識してい

ないものがほとんどである。しかし、それゆえ「観光との融合」というこれまでになかった視点からそ

れらを再検討することによって、まったく別の効果や可能性が見えてくることに意義があると考え

る。

なお、事例中の図書館名は、自治体合併などで変更になっている場合に、参考文献などとの

整合性を保つため旧名のままとしたものもある。
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表 3-1 項目一覧表

図 3-1 大分類項目間の関係イメージ

Ａ 図書館の基本的な要素との関連

Ａ-1 資料

Ａ-1-1 地域資料

Ａ-1-2 地域テーマに沿った蔵書

Ａ-1-3 コレクション・文庫

Ａ-1-4 資料全体との関連

Ａ-2 サービス

Ａ-2-1 レファレンスサービス

Ａ-2-2 イベント・行事

Ａ-2-3 様々なサービスとの関連

Ａ-3 施設

Ａ-3-1 設計やデザインの効果

Ａ-3-2 複合施設の効果

Ｂ 地域社会との関連

Ｂ-1 まちづくりとの連携

Ｂ-2 様々な連携

Ｂ-3 交流の場としての図書館

Ｃ インターネットの発達との関連

Ｃ-1 デジタル・アーカイブズによる情報提供

Ｃ-2 情報発信の多様化

Ｃ-3 ネットコミュニティの影響

Ｄ その他

Ｄ-1 図書館への視察・見学

Ｄ-2 図書館とツアー
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2 分類別にみた各項目の説明と分析

(A) 図書館の基本的な要素との関連

まず、図書館の基本的な要素である「資料」、「サービス」、「施設」それぞれについて、観光と融

合しうるどのような可能性が秘められているのかを考察する。

(A-1) 資料

図書館の最も基本的な要素は所蔵されている資料である。では図書館の資料は、どのように観

光と融合する可能性があるだろうか。これについては、以下にあげる様々な観点からの考察が必

要である。

まず、前述したように、こんにちの観光にとって「地域」がひとつのキーワードになっていることを

考慮すると、地域のことを知るのに適当な資料が図書館にあるかどうか、それらは他では入手しづ

らいものかどうか、を確認しなければならない。そうした資料がもし訪問地の図書館にあれば、観

光者の地域への理解が深まり、観光体験も豊かなものになると考えられる。

次に、それぞれの図書館が置かれた地域の特性や文化を反映した蔵書構成がみられるかどう

かについて、確認をしなければならない。このような「地域性を反映した蔵書」があれば、観光者

は、図書館の書架を通じて地域文化を実感したり、蔵書によって多くを得ることができる。

さらに、図書館の資料が何らかのオリジナリティを持つことがあるかどうかを確認したい。他の図

書館にないユニークな資料を所蔵することは、その図書館の個性と魅力を高めることにつながり、

観光対象にもなりうる可能性を秘めていると考えられるからである。

そして最後に、「地域」や「ユニークさ」という視点を越えて、図書館の資料を総体としてとらえた

場合に、観光とどのような融合の可能性があるかについても考察をしておく必要がある。これは図

書館の利用方法やサービスなどとも関連するので、「資料」という分類のみにとどまらない内容に

なるが、本研究では便宜上「資料」の分類に含めて考察する。

これらをもう一度まとめると、次の四つの問いを検討する必要がある。

①地域のことを知るために役立つ資料には、どのようなものがあるか。

②蔵書が地域文化を反映することはあるだろうか。

③他の図書館にはないユニークな資料を所蔵するケースがあるか。

④図書館の資料全体でみて、観光と融合する可能性があるか。
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(A-1-1) 地域資料

(1) 説明

まず、「地域のことを知るために役立つ資料には、どのようなものがあるか」という問題意識に基

づいて考えてみよう。

図書館の資料は、そのほとんどが「普通に市販されている図書」というイメージがあるが、実際

には、各館において、なかなか通常では入手しにくい地域独自の資料を多く所蔵している。これ

を「地域資料」（あるいは「郷土資料」）といい、主な種別としては、①地域に関する資料および情

報、②地域で発行・発信された資料および情報、③地域の在住者・出身者が発行・発信した資料

および情報、④地域に関連のある資料および情報、⑤特別コレクション、などがある 。（１）

地域資料の具体的な例をあげると、地方出版物（図書や雑誌）、地方紙、コミュニティ誌、地

図、行政資料などであるが、図書館によっては地域に関するポスター、絵はがき、新聞の切り抜

き、折り込み広告、小冊子、ＮＰＯやボランティア団体の活動記録などを収集しているところもあ

る。また地域に関する点字資料、写真、マイクロフィルム、16mmフィルム、レコード、磁気テープな

どの視聴覚資料も収集対象となる。さらに、古文書、写本、美術品、博物資料、原稿などを収集し

ている図書館もある。このうち「行政資料」というのは、公報、広報誌、行政報告、議事録、議案

書、計画書、予決算書、監査資料、調査報告などである 。（2）

図書館法（第三条）により、図書館は地域資料（郷土資料、地方行政資料）の収集に努めるよう

明記されている。また、『図書館ハンドブック』(日本図書館協会編, 1985, p.212)で「特定の公共

的奉仕圏をもつ図書館は、その地域内に関するあらゆる資料（情報）の収集と利用について、他

に転嫁できない最終的な責任をもつ」と説明されるように、文書館や資料館などの類縁機関がな

い場合は、その地域資料の存在を把握し、収集し、分類し、保存し、継続的な提供を行う役割

は、地域の図書館が担うことになる。廣瀬（1990, p.212）は「公共図書館はその所在地域に根ざ

し、所在地域の特色を活かして運営されなければならない。従って、郷土資料こそ公共図書館に

おける基盤的資料・中核的資料というべきである」と指摘している。

(2) 参考事例

札幌市立中央図書館を例にすると、同館では「さっぽろ資料室」という独立した区画に地域資

料が集められている。蔵書数は約7.7万冊で、そのうち約３万冊が開架されている（2007年４月時

点）。ここには札幌および北海道に関する様々な資料があり、例えば、タウン誌、情報誌、同人
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誌、札幌や北海道を舞台とする文学やエッセイ、あるいは道内出身の作家の著作、地図、ガイド

ブック、道内会社史、道内市町村史、道内大学の紀要、道内に関連した写真集、道内産業統計、

道内に関する事典や図鑑などの他に、「円山動物園だより」「道立近代美術館紀要」「北海道開拓

史記念館だより」などもある。また、アイヌ民族資料、畜産業や獣医学のコーナーが充実していた

り、「札幌オリンピック」に関する資料も集められている。視聴覚コーナーには、札幌ゆかりの資料

として、伊福部昭のＣＤ、札幌交響楽団のＣＤ、道内の自然などを紹介したＤＶＤやビデオがあ

る。

上記は一例であるが、規模の大小に差があるものの、ほとんどの図書館で地域資料は所蔵さ

れている。地域資料は印刷部数が少なかったり全国的に流通されにくいため、地域の図書館が

収集しないと入手が困難になる場合が多い。

(3) 分析

「地域資料はその地域の利用者にとって重要かつ有用であるばかりではなく、他の地域、国内

ばかりではなく、国外の人々にとっても役立つ情報および情報源となり得る。その意味ではどんな

に規模が小さくても世界に向けて発信できる情報なのである」（阪田, 2006, p.151）と指摘される

ように、地域資料は地域住民のみならず広く重要なものである。特に、昨今の観光において、様

々な意味で「地域」がキーワードになっていることを考えると、地域資料の持つ役割は今後もます

ます高まるだろう。

地域資料は、観光との融合で考えると、大きく以下２つの点で重要である。

①観光者の情報源として

観光者が、訪問先の歴史や文化、行政、経済、社会など様々な情報を得るのに、図書館の地

域資料は極めて重要である。例えば歴史面でいえば、町村合併などによる地名や境界の変遷、

あるいは様々な機関や団体の創立・創業、廃止や移転などの情報を探すことができる。

文化面でも、同人誌やミニコミ誌などによって地域の文化活動を知ることができる。地域にある

神社・仏閣、記念碑、銅像、著名人の生家などの観光資源についてより深く知ろうとする場合にも

地域資料が役立つ。他にも行事、郷土芸能、民話・伝承、郷土料理、名物、特産品、気候・風土、

植物・動物の生態系、等々に関する情報が得られるなど、図書館の地域資料は郷土資料館に準

ずる情報を提供できるといえる。しかも、どういう資料を調べたらよいかわからない場合には、レフ
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ァレンスサービスを受けることもできる(→A-2-1)。また、地域資料はインターネットで探せないもの

が多く、こうした資料を実際に見ることが、図書館への訪問動機にもなる。

近年、観光者が能動的、主体的な傾向を持つようになり、学習意欲の高まりをみせていることを

考えると、地域理解に役立つ情報が図書館に豊富にあるということが認知されるようになれば、観

光者の図書館への訪問も増えると考えられるのである。

②地域住民のまちづくりの情報源として

「まちづくりは、まず地元を知ることから始まる」とよく指摘される 。この点で、図書館の地域資（3）

料は、まちづくりのために最も重要な資料のひとつである。なぜなら、まちづくりにあたっては自己

検証を繰り返し行うことが不可欠であり、自己検証によってまちの長所や短所を明確にし、長所を

伸ばすことにつながるが、そのためには資料の蓄積と参照が不可欠だからである。

また地域資料は、伝統文化の見直しや産業振興の手がかりになるし、地域の隠れたエピソード

や忘れられた偉人などを資料の中から再発見することもあるだろう。いわゆる「地域のお宝発見」

のヒントが地域資料に潜んでいる可能性は十分にある。

さらに、まちづくりにあたっては地域の歴史に着目することが特に重要である。米良（2008, p.1

7）は「人気のある観光地に共通する条件の一つは、歴史である」と重要性を指摘しているし、石田

（2004）も観光振興における郷土史の重要性を強調している 。地域資料のなかでも歴史関連資（4）

料は基本的なものであるが、こうした観点からも資料の有効活用が図られるべきである。

また、例えば農林試験場や水産試験場の報告書などが図書館に置いてあれば、そこで開発さ

れた技術に関する情報を地域住民が共有することができる。このように様々な地域資料を「まちづ

くりのヒントが含まれていないか」という観点で見直すことも必要である。

地域資料を図書館で保存するのは地域の様々な記録を後世に残すためであるが、この考え方

を発展させると、「図書館自身が地域に関する記録を残す」という発想も考えられる。このようなス

タンスに立って、積極的に地域文化の保存やまちづくりに貢献するという図書館の役割も考えら

れるべきである 。（5）

また、こうした地域資料はたんに保存されるだけではなく、展示会や各種イベント(→A-2-2)で

活用したり、「課題解決型サービス」など新たなサービス(→A-2-3)の原資にもなりうる。さらにこれ

からのインターネット時代においては、地域資料のデジタル化（→C-1）を進めることも重要である

し、自治体や図書館からの情報発信のコンテンツ（→C-2）としても大いに活用すべきだろう。

また、地域資料の収集にあたっては、地域に存在する様々な団体や機関との接触や情報提供
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の協力依頼が不可欠となるが、そうした交流のなかで図書館が地域文化の推進役として、あるい

は交流の仲介者としてはたす役割も重要であると指摘されている 。図書館が地域資料の収集（6）

に努めることによって、地域内の交流が活性化し、図書館自身の情報拠点としての存在価値のア

ップあるいはアピールにもつながるのである 。（7）

(4) 備考

このように地域資料は観光やまちづくりに様々な面で有用であるが、大きな課題もある。それ

は、地域資料が図書館にあるということがあまり知られていない点である。図書館に地域資料があ

ることを観光者が知らないと、図書館で地域に関する情報が得られるとは思いつきにくい。同様

に、地域住民も地元に関する様々な資料が図書館にあるということを知らないと、まちの歴史や文

化を知ろうとした時に図書館に行くことが思いつきにくい。国立国会図書館（2007, p.1）も地域資

料に関する調査結果をふまえて「地域の活性化や市民の課題解決に生かすために積極的に取り

組んでいるところは、少なかった」とコメントしており、また大塚（2008, p.228)も、地域資料は図書

館がもつ重要な「資源」のひとつだが、従来あまり注目されてこなかったのが残念であると指摘す

るなど、地域資料が十分には活用されていない状況がうかがわれる。

地域資料がまちづくりにはたす可能性や、観光者にとっていかに有用な資料であるかを図書

館および地域は改めて認識し、その存在をアピールし、より有効に活用されるように努力すべきで

ある。例えば配架や展示の工夫、所蔵目録や内容紹介パンフの作成などによって地域資料の活

用を図る必要がある。特に「地域資料が観光者にも有用」という視点はこれまであまり指摘されて

こなかったので、観光担当部署や観光案内所との連携も試みられるべきであろう。どのような地域

資料があって、それがどのように役立つかを「観光振興」というテーマから再検討してみると、図書

館が収集した地域資料の有効活用につながると思われる。

また、地域資料はデジタル化が遅れがちな点にも留意したい。最近の行政資料などはＰＤＦ化

されることが多くなってきているし、一般的な文献の電子書籍化が進む兆しもみられるが、地域で

しか流通していない文献や資料の掘り起こしとデジタル化は、図書館以外ではなかなか着手しに

くい作業である。デジタル・アーカイブズ（→C-1）への取り組みも各館で行われているが、しばらく

の間は、インターネットでは地域資料を調査・閲覧しにくい状況が続くと思われる。しかし、そうで

あればこそ、「現物」としての地域資料の重要性は増すのであり、ここにも観光者を惹きつける要

素を見いだすことが可能なのである。
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(A-1-2) 地域テーマに沿った蔵書

(1) 説明

前項であげた「地域資料(A-1-1)」とは別に、図書館の蔵書が地域文化をわかりやすく反映して

いる事例があるとすれば、それは観光者にとっても有益である。

そこで、地域文化を理解するのに役に立ったり、地域性を感じられるような資料群が図書館に

あるかを調べてみると、地域文化に関連する資料を重点的に収集している図書館が多いことがわ

かった。例えば、府中市立中央図書館では府中市に競馬場があることから「馬」に関する資料、

宇治市図書館では宇治茶の産地であることから「茶」に関する資料をそれぞれ収集しているなど

である。これを本研究では「地域テーマに沿った蔵書」と名付けておく。これらは「○○コーナー」

などにより一箇所にまとめられることが多く、図書館の個性を形成するとともに、地域文化を理解

するのに重要な資料である。

なお、図書館では地域住民のニーズに配慮して資料を購入しているため、例えば、ガーデニン

グが市民の間で盛んな地域であれば園芸関連の図書が豊富に揃えられるなどの傾向もみられ

る。これも広い意味で地域性が感じられる蔵書といえる 。（8)

(2) 参考事例

前述した府中市立中央図書館（馬）や宇治市図書館（茶）のように、地域文化に関連する資料

を所蔵している事例を付属資料１のリスト(A-1-2)にあげた。リストにあげた以外にも、多くの図書

館で地域に関連した様々な資料の収集を行っている。

(3) 分析

こうした資料群は、一冊一冊でみればごく普通の一般的な図書であることが多いが、一貫した

テーマ（＝地域との関連性）に基づいて蔵書が構築されている点がポイントである。コーナーの前

に立った時、観光者はまず書架全体を通してその地域のイメージを具体的に体感することができ

るし、もちろんそれぞれの資料から様々な情報を得ることができる。図書館も、コーナーの演出を

工夫したり、資料を紹介するパンフレットを用意するなどして、せっかく集められた資料群を「地域

文化のアピール」という観点でも有効活用すべきである。

また、図書館にとって「地域資料」は資料の収集や整理に相当の手間を必要とするが、「地域

テーマに沿った蔵書」の場合は、テーマに沿って資料を集め、コーナーを充実させていくことは比
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較的容易にできる。その際には、オンライン書店などでたんに書名やキーワードで検索するだけ

では捕捉しえない資料を丹念に拾い集めていくことにより、図書館ならではの優位性を示し、あま

り知られていない埋もれた資料との出会いを利用者にもたらすことを考慮すべきである。

こうした資料群は、地域住民にとっても、折にふれて地域文化を意識したり学習するための重

要な資料となる。例えば、産業遺産が有名な地域であれば、観光者は住民の誰もがその産業に

詳しいと思いがちだが、実際にはそうもいかない。そこで図書館が関連図書を揃えたり、わかりや

すい資料を紹介したり、勉強会を行うなどによって住民の関心を高め、それにより地域全体のホス

ピタリティ向上につながることが期待できる。このように地域テーマに沿った蔵書を揃えて活用す

ることにより、地域文化にまつわる住民の教養をアップさせ、観光振興にも役立つ。

また、まちづくりの際に、「わが○○市といえば△△」というイメージを設定したり、地域文化のコ

アとなるテーマを育てていこうとする場合は、図書館と連携して、それに関連する資料の充実が図

られるとよい。地域イメージをアピールする方法として、モニュメントを設置したり△△記念館などを

設立する方法もあるだろうが、「図書館で関連する資料を集める」という方法も考えられてよいと思

われる。

なお、こうした蔵書の中には、一見すると関連性が地域外の者にわかりにくい場合もある。「な

ぜこれらのテーマに基づく資料群がこの図書館にあるのか」を、適宜パネルなどで解説することも

必要である。

前項「地域資料」と本項「地域テーマに沿った蔵書」は、地域の観光資源に関する知識を観光

者に与えるのに特に有効であり、観光の様々な場面で有効に活用されることが望ましい。

(A-1-3) コレクション・文庫

(1) 説明

「地域資料(A-1-1)」や「地域テーマに沿った蔵書(A-1-2)」はともに「地域」がキーワードである

が、他に図書館の資料が独自の魅力を持ち、観光と融合する可能性があるかを調べてみると、

「コレクション」や「文庫」という有力な要素があることがわかった。

図書館では、通常に購入した資料の他に、なんらかの由来を持つ蔵書群を所蔵している場合

がある。一般にこれらは「○○コレクション」とか「○○文庫」などと呼ばれる。由来は様々である

が、よくみられる例としては、旧家の資料、個人蔵書の寄贈、企業や団体が収集した資料の寄贈

などである。（以下、「コレクション」と「文庫」を合わせて「コレクション」とする）
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旧家の資料の場合は、地域との間に大いに関わりがあるが、個人や企業に由来するコレクショ

ンの場合は、資料自体は必ずしも地域性を持つとは限らない。しかし、その個人や企業が地域と

なんらかの関連を持つこと（例えば生誕の地であるとか創業の地であるなど）が多く、その意味で

は、地域とのつながりをそこから感じることができる。

個人コレクションの場合には収集した人の想いや学問的な背景、団体コレクション場合は団体

の活動との関連などをうかがい知ることができるため、その個人や団体に関心がある者にとっては

非常に魅力を持つものであり、ある意味で記念館に相当する価値を持つともいえる。

(2) 参考事例

例えば、長岡市立中央図書館では以下などを所蔵している。

－伊東多三郎文庫（歴史関係資料）

－笠輪勝太郎文庫（長岡市郷土資料関係資料）

－川上四郎文庫（絵本・児童画関係資料）

－斎藤和代文庫（教育関係資料）

－酒井洋文庫（工学関係資料）

－反町茂雄文庫（長岡市郷土資料関係資料）

－星野慎一文庫（ドイツ文学関係資料）

－堀口大学コレクション（堀口大学関係資料）

全国の図書館には様々なコレクションがあるが、いくつかの事例を付属資料１のリスト(A-1-3)に

あげた。

(3) 分析

コレクションは、由来も含めてその全体で独自の魅力を持っているし、一冊ごとにみても、他で

は閲覧できない貴重書や絶版などを含んでいる場合が多いので、コレクションの所蔵は図書館の

オリジナリティを高める重要な要素である。コレクションを閲覧するために、所蔵している図書館を

訪問するという動機は十分に考えられる。そしてたんに図書館でコレクションを見るというだけにと

どまらず、そこから地域への関心や親しみへとつながることもありうる。

ここで注意したいのが、「地域資料」や「地域テーマに沿った蔵書」の場合には、図書館の利用

に慣れた人であれば、「ここの図書館に行けばこういう資料があるだろう」という推測がある程度で
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きるのに対し、コレクションの場合は、あらかじめ情報を得ておかないと、推測は極めて難しいとい

う点である。コレクションの閲覧が観光動機になりうるということを図書館も自覚して、自館のコレク

ションをＨＰなどで情報発信すべきである。また、コレクションに関する解説をパネルにしたり専用

のパンフレットを用意したり、地域との関連をわかりやすく示すなどして、地域外からの来館者に

対する配慮も工夫したほうがよい。

一方、地域住民も、地域の図書館にどのようなコレクションがあるのかを確認し、それがまちおこ

しにつながる可能性を検討するとよいだろう。コレクションの由来や寄贈者の略歴を掘りおこして

みたり、関連する場所（例えば生家や碑など）との連携を図るのも一案である。なお、これは「地域

テーマに沿った蔵書」が「地域の特色をふまえて蔵書を構成する」という行為であるのとは逆のベ

クトルで、「蔵書からまちおこし」という発想になる。

またコレクションは記念館や資料館に準ずる情報量を持つことがあるので、すでにその寄贈元

の個人や団体の記念館などが存在する場合は、そうした施設との連携を図ることも大切である。

なお、読書家や本のマニアには「他では閲覧できない図書がある」というだけで十分な魅力を

持つ。従って、ここであげたような「コレクション」といえるほどまとまったものではなくとも、その図書

館にしかない貴重書や特別な来歴をもつ蔵書は、自館のオリジナリティとして大いにアピールす

べきである。

(A-1-4) 資料全体との関連

(1) 説明

これまで、「地域資料(A-1-1)」、「地域テーマに沿った蔵書(A-1-2)」、「コレクション・文庫(A-1-

3)」という３つの観点から図書館が観光に寄与しうるものがあるかについて考察を進めてきた。ここ

で、そうした地域特有の資料や個性的な蔵書にとどまらず、図書館の基本的な機能である「様々

な資料を保有・提供する」という点に立ち返り、考察範囲を広げてみる。すなわち、「図書館の資

料は全体として観光とどのように融合しうるか」という問題意識に沿って、観光との融合について考

察を進めてみよう。

(2) 分析

まず、図書館の資料が、観光中の様々な疑問を解決したり、関連する情報を得るのに役立つと

いうことがあげられる。観光において体験や学習が重視されるようになってきているため、観光者
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が観光対象に向ける問題意識も高まり、信頼性のある情報へのニーズも高まる。最近は情報を入

手するのにインターネットがよく利用されているが、観光中にインターネットが使える環境にあると

は限らないし、インターネット上での検索が苦手な人もいるだろう。しかもインターネット上の情報

は玉石混交で、すべてを信頼するわけにはいかない。図書館に行けば自分で調査できるのはも

ちろんのこと、レファレンスサービス(→A-2-1)を利用して、安心して情報を入手することができる。

また、地域資料を事典や図鑑類と組み合わせて利用すれば、エコツーリズムや歴史観光など

において効果が期待できる。自然観光、産業観光、文化観光というように観光のテーマが多様化

すると、観光者が求める情報も多様化するが、様々な資料を保有する図書館であれば、一般的な

テーマのみならず、SIT（Special Interest Tour)的なテーマにも蔵書によって対応できる可能性を

持っている 。羽田（2008, p.105）が、観光対象に関する知識が旅行者にあれば、得られる効果（9）

はより大きいものになると指摘するように、観光において図書館の資料をいかに活用するかは、こ

れからの大きなポイントである。具体的には、

－ツアーの開始前や最後に図書館で学習をする（10）

－図書館でガイド養成講座を開催する

－産業遺産に関する地域資料をまとめたファイルを充実させる

などが考えられる。

あるいは逆に、広島市まんが図書館のように、特定のテーマに蔵書を集中させるという発想も

考えられる。

また、最近は滞在型の観光に関心が高まっているが、滞在型の観光においては、滞在中の時

間をいかに豊かに過ごせるかがポイントになる。そこで図書館が提供する読書もその選択肢のひ

とつとして考えられるべきである。実際に「読書コーナー」が充実している施設も登場してきてお

り、そこに滞在客への配慮をみてとることができる 。図書館は本を無料で借りることができるし、（11）

立ち読みもできる。自由に好きなだけ本が読める場所があることは、長期滞在者やセカンドハウス

を保有している者への娯楽提供という点で重要であり、地域外から滞在者が多く訪れる地域で

は、図書館を充実させることもおもてなしのひとつになりうる。おもてなしという点でいえば、海外か

らの観光者に対しても、いわゆる「多文化サービス」の一環として、各国語によるガイドブックや対

訳辞典を揃え、さらに地域で作成した各国語に翻訳したガイドマップなども配布することによっ

て、便宜を図ることができる。

また、「地域テーマに沿った蔵書」で述べたことに関連するが、まちづくりの際に図書館の蔵書

を効果的に役立てるという発想が考えられる。例えば「アートをテーマにまちおこしをする際に、図
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書館にも画集を充実させる」というように、まちづくりのテーマに応じて、図書館の蔵書構成を工夫

することで、観光者に対して資料館的な役割を提供し、まちの印象をアップさせることができる。こ

れによって観光者のみならず、ふだん図書館を利用している地域住民に対しても、まちづくりのテ

ーマへの関心を高めることにつながる。

さらに、金武（2002, pp.132-133）は「観光は経験的価値を創造する行為である」として、具体

的に「娯楽経験」「教育経験」「審美経験」「脱日常経験」の４つの経験価値に注目するよう主張し

ているが、図書館はこれらに対応しうるものを有していると考えられる。すなわち、①娯楽経験＝

娯楽としての読書、②教育経験＝教育（学習）効果をもたらす読書、③審美経験＝画集や写真

集、あるいは装丁やデザインの凝った本を読むこと、④脱日常経験＝高額本や貴重本、あるいは

他では入手しづらい資料との出会い、と対比できる。このような図書館がもたらす経験と観光がも

たらす経験との接点をふまえ、両者の効果的な活用方法を考えることも大切である 。（12）

(A-2) サービス

さて、これまで図書館の基本的な三要素（資料、サービス、施設）のうち、「資料」について述べ

た。

図書館は資料を保管したり、本の貸出を行うことが主な業務であるという印象があるが、それ以

外に図書館が提供するどのようなサービスが、観光と融合することがありうるのかについて考察を

行う。

(A-2-1) レファレンスサービス

(1) 説明

図書館には多くの資料があるが、「自分が求める情報はどの資料に書かれているか」「この本を

探しているが、どこの書架にあるか」など、資料を探すのが困難な場合もしばしば起こる。こうした

時には、図書館員にサポートをしてもらうことができる。これを「レファレンスサービス」という 。（13)

レファレンスサービスはすべての図書館で行われているサービスで、規模の大きい館では専用

窓口を設けていることもある。図書館では、レファレンスサービス用の資料を充実させたり、よく質

問される事項に関するファイルを用意したり、質問者の意図を正確に把握するためにインタビュー

技術を研修したりという努力も行われている。

レファレンスサービスは、窓口で職員に直接問い合わせるだけではなく、電話や手紙などでも
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問い合わせが可能である。従って、観光の事前事後に疑問を解決する際にも活用できる。例え

ば、修学旅行などで訪問を予定している地域の図書館に、事前に適当な文献を紹介してもらうよ

うな問い合わせもよくみられる 。（14）

(2) 参考事例

国立国会図書館の「レファレンス協同データベース」の中から、地域文化に関連する事例をい

くつか紹介する。（レファレンス協同データベース http://crd.ndl.go.jp/jp/public/ downloaded

at 2009.12.15)

－「越谷市荻島のあたりに昭和20年頃、ロンデン飛行場というのがあったが､これはいつでき

て、いつなくなったのか」

－「香川県の三十三観音について調べたい」

－「昭和３０年頃の名古屋市の地図が見たい」

－「讃岐伝統工芸のかがり手まりの作り方を知りたい」

－「福井弁で「あばた」「あばたずら」のことを、「めっちゃ」とか「みっちゃ」とかいうらしいと聞いた

が、どうなのか」

－「谷川俊太郎が作詞した合唱曲「きつねのちょうちん」というのがあって、愛媛の民話がもとに

なっているそうだ。その民話を見たい」

－「昭和初期に久喜駅で駅弁を販売していた「富壽館」（ふじかん）について記載のある資料を

見たい」

－「富田林市西板持地区に立っている、古い道標（石標）の文字は何と書いてあるのか」

－「岐阜県の地場産業に関する施策の概要が分かる資料はないか」

－「イッチョライ節」（福井県）「御前踊り」（福井県大野市）の振り付けが詳しく書かれた資料はな

いか」

これらはほんの一例であり、多くの図書館で、地域文化に関する質問がレファレンスサービスに

寄せられている。そのため地域文化についてよく訊かれる質問をまとめてファイル化している図書

館も多い。

(3) 分析

レファレンスサービスは利用者と図書館の資料を結びつけるためのサービスであるが、これを
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観光の場面で考えてみると、観光者に地域の情報を提供する手段として重要な役割を担いうる可

能性があることに気づく。昨今はインターネット上の検索エンジンを利用したり、観光協会や自治

体、口コミなどで観光情報を入手することが多いが、地域固有のローカルな情報については、キ

ーワードによる検索ではうまくヒットしないことがあるし、そもそもインターネット上にデータがない場

合も多い。また文献で調べたいと思っても、どのような資料があるかをインターネットで調べられな

いことも多い。レファレンスサービスを活用することで、観光者は訪問地に関する的確な情報を得

られるし、また実際の資料を閲覧することもできるため、観光体験をより深めることができる。

図書館および地域の側も、レファレンスサービスを「観光者の相談窓口」という視点でとらえ直

し、「地域のことでわからないことは、どうぞ図書館でお訊ねください」という案内をしてはどうだろう

か 。こうした対応を行うことにより、地域に関する様々な質問が図書館に集まり、それによって、(15)

どのような地域情報が必要とされているかを図書館が把握できる。さらに受けた問い合わせを分

析し、行政や観光関連団体などと情報を共有して、パンフレットやガイドマップに掲載する情報を

変えてみたり、観光スポットの案内板を工夫したりすることで、観光者に対するいっそうの便宜を図

ることが可能になると思われる。

また、レファレンスサービスが、観光者と図書館員との直接コミュニケートであり、交流につなが

っている点にも注意したい。観光者は、図書館員の親切な対応や適切な文献を紹介されたことに

よって感動を覚え、地域に対する好感度がアップすることもあるだろう。

(4) 備考

レファレンスサービスは、図書館員の個人的な記憶に頼るのではなく、情報源となる資料を提

示することが要求される。従って、レファレンスサービスに必要な資料を図書館が充実させるには

費用や手間がかかる。特に地域文化についての詳細な質問に答えるためには、地域資料の目録

づくりや整理が欠かせない。また観光に関する情報を提供する場合でも、図書館では宿の手配を

したり交通切符の予約などはできないので、問い合わせ内容に応じて観光案内所などとの役割

分担を図ったり、図書館で回答が可能な情報とそうでないものの吟味をしなければならない。

また、そもそも図書館がレファレンスサービスを行っているということ自体が広く認知されている

とはいい難いので、「観光や地域に関する情報を、図書館で問い合わせることができる」という認

識も低いと推測される 。こうした状況を改善するひとつの方法として、図書館がレファレンスサ（16)

ービスを行っているということを、まず地域住民に周知することが必要である。そうすれば地域住
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民が観光に行った際にも、「図書館に行って訊いてみよう」と思いつくことが期待できるのである。

(A-2-2) イベント・行事

(1) 説明

地域の文化施設のなかでは公民館や市民ホールなどでイベントがしばしば行われているが、

図書館でイベントをやっているというイメージはあまり一般的ではない。しかし実際には、図書館で

も多彩なイベントや行事や展示会などを開催している（以下、まとめて「イベント」と称する）。イベ

ントの中には、地域文化に関連したものもしばしば行われており、観光者もこれらを見学したり参

加することで、地域文化を学んだり体験することができる 。（17）

『図書館ハンドブック』（日本図書館協会, 2005, p.101）では「地域の専門家や展示に関心の

ある人たちの協力を得ることで、展示の可能性を広げることができる。思わぬ貴重資料に出会うこ

ともある。展示スペースを一般に開放して町のコレクターを紹介したり、地域の人々による絵画展

や写真展を開いたり、生け花や工芸作品展など文化的な行事や研究発表の場に利用することも

積極的に行われている」と述べて、図書館で行われるイベントの重要性を指摘している。また塩見

（1991, p.76）も、「図書館における企画は、豊富な関連する資料が身近に備わっている場での学

習であり、それを契機として、自発的に資料を活用しての学習を継続・発展させることができるとい

うところに大きな特徴がある」と図書館で行うイベント（企画）の特色を説明している。

(2) 参考事例

地域文化に関するものでは、例えば以下のようなイベントが行われている。

－所蔵資料展、貴重書の特別公開

－地元ゆかりの作家による講演会

－郷土史講座、地域文化の勉強会、祭りや年中行事の文化講座

－戦争体験を聞く会、地元の歴史を語る会

－観光ポスターの展示、地域の特産品の展示

文部科学省の調査によれば、2007年度の実績で、読書会や研究会、資料展示会などを実施し

た館は全国で2403館（全体の約76%）におよび、実施総件数は約8.3万件におよぶ 。（18）

各地の図書館で行われた地域性のあるイベントのうちいくつかを付属資料１のリスト(A-2-2)に

あげた。
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(3) 分析

図書館で行われるイベントは以下の特徴を持っている。

①比較的小規模なイベントが多いので、アットホームな雰囲気になり、参加者同士の交流も起

こりやすい。またイベントの運営や講師などにボランティアが関わっていることが多いので、地

域住民の活動ぶりを知ることができるし、地域のキーパースンとのつながりが生まれる。

②図書館の所蔵資料との連携が多角的にできる。例えば、地域に関するものであれば、地域

史や統計などを参照することができるし、地元出身作家の講演会などでは実際の作品がす

ぐ読める。たんにイベントに参加するだけでなく、このように必要に応じて資料にあたることが

できるので、参加体験をより深めることができる。特に観光者のようにその地域になじみが薄

いものにとって、この点は重要である。

図書館も、地域文化に関連したイベントが、地域外へも情報発信の役割を持つことや交流をも

たらすという点に着目して、様々なアイデアでイベントを行うとよいだろう。企画内容によっては、

他の地域の文化施設などと協同して、広域連携的あるいは地域横断的なイベントを開催するなど

も面白いと思われる。

(4) 備考

上記で考察したように、図書館で行われるイベントと観光との融合は様々なものが考えられる

が、多数の集客を見込んだ派手なイベントは少ないので、開催予定を知る手段が限られる点に注

意が必要である。地元の新聞などで告知されることもあるが、観光者にとって事前に情報を得にく

いタイプのイベントである。図書館も、イベントの開催を自館や自治体のＨＰなどで広く周知するよ

う努力すべきである。

なお、図書館が行っているイベントや行事は、地域社会との連携からみて重要なものが多くみ

られるので、それらは「様々な連携（B-2）」や「交流の場としての図書館（B-3）」で扱う。また特に

図書館の見学会については、「図書館とツアー（D-2）」で扱う。

(A-2-3) 様々なサービスとの関連

(1) 説明

これまで「レファレンスサービス(A-2-1)」と「イベント・行事(A-2-2)」について考察してきたが、図

書館ではそれ以外にも様々なサービスを行っている。特に最近は、図書館が新たなサービスを展
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開しつつあり、それらとの関連について考察してみよう。

図書館が行っている新たなサービスのなかで、なんらかの課題を解決するためのサービスには

特に関心が集まっており、それらは「課題解決型サービス」と総称されている。例えば、『地域の情

報ハブとしての図書館』（図書館をハブとしたネットワークのあり方に関する研究会, 2005）では、

「地域課題の解決支援」として「ビジネス支援」や「行政情報提供」を、「個人の自立化支援」として

「医療関連情報提供」や「法務関連情報提供」を、「地域の教育力向上支援」として「学校教育支

援」や「地域情報提供・地域文化発信」をあげ、さらにそれぞれを詳細に分析している。

根本(2004, p.93)は、こうした新たなサービスが注目を集めるようになった背景を、「recreation

からcreationへのパラダイム転換がはかられようとしている」と分析し、一般市民への教養・娯楽施

設としての位置づけだけではなく、仕事や経済面にも図書館のサービスが焦点をあてるようにな

ったことにあるとしている。また渡部(2006, p.12)は、「現在の図書館に求められるものは、地域の

実情にあった図書館サービスである。何故ならば公共図書館としての公共性を追求すると、“まち

づくり”を視野に入れた図書館サービスの視点が重要だからである」として、新たなサービスを、地

域の実情をふまえたまちづくりの一環としてとらえられるべきだと述べている。

もとより図書館は、所蔵資料などを通して利用者の疑問や問題の解決に寄与してきたが、「課

題解決」を明示的に意識するようになったのは最近のことであり、その意味では「課題解決型サー

ビス」は新たなサービスといえる。従って、こうしたサービスの必要性については議論もあり、その

あり方や実施にあたっての問題点などについても検討が進められている。観光と図書館の融合を

考察するうえで、こうした図書館の新たなサービスに着目することは大切であるが、同時に、未知

数の部分が多いという点にも留意が必要である。

(2) 参考事例

『これからの図書館像』（これからの図書館の在り方検討協力者会議, 2006）では、「課題解決

を支援する図書館サービス」の事例として北広島市図書館、静岡市立御幸町図書館、鳥取県立

図書館が紹介されており、「多様なニーズへのサービス」の事例として倉吉市立図書館が紹介さ

れている。また大串（2008）では、鳥取県立図書館（ビジネス支援事業）、上田情報ライブラリー

（青年・女性のキャリアアップと就労支援）、福岡県立図書館（仕事と暮らしに役立つ図書館）、福

井県立図書館（食育支援）、横浜市立図書館（行政支援サービス）などの事例が紹介されている。

なお、「ビジネス支援図書館推進協議会」(http://www.business-library.jp/index.html downlo
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aded at 2009.12.15）という非営利組織もある。

(3) 分析

このような新たなサービスは、本来は地域住民のために行われるものであるが、地域外の人々

にとっても大いに刺激となる。まず、こうした事例がメディアなどで紹介されると関心を集め、「どの

ようなサービスなのだろう」→「なぜあそこの図書館では、そのようなサービスを行っているのだろ

う」→「地域の実情とどう結びついているのだろう」→「実際に地域で歓迎されているのだろうか」と

いう具合に、地域への関心につながる可能性がある。このようにして、地域の課題解決に取り組む

図書館の姿勢が、ある種の情報発信効果を持つことがありうる。

また、自分にとって有用だと思われるサービスの場合は、地域外であってもその図書館を訪問

して体験してみたり、視察をしたり、図書館員にサービスの内容を質問するということも起こるだろ

う。このような訪問動機をもたらしたり、そこから交流が生まれることも十分考えられるのである。従

って、新たなサービスを行う場合には、地域外にもインパクトを与えることを考慮して、地域内のみ

ならず地域外へも周知をすべきである。

さらに、広い意味で「地域支援」という発想をとらえると、その対象は必ずしも地域住民とは限ら

ない。例えば、ビジネス支援であれば、地域外に向けてアピールすることによって企業や人材の

誘致につながる可能性がある。健康情報サービスに力を入れることで「あそこのまちは健康意識

が高く、健やかに暮らせる地域だ」という印象を地域外に与えることもあるだろう。それをふまえて

ヘルスツーリズムと連携するなどの展開が考えられるのである。このように、図書館における新た

なサービスが地域外にも及ぼす効果を考慮してみると、まちづくりや観光振興につながる可能性

を持っていることがわかる。

また、今後の新たなサービスの方向性として、「観光支援」や「交流支援」という発想に基づい

て、地域内と地域外の双方を意識したサービスがあってもいいと思われる。

(4) 備考

なお、前述したような「新たなサービス」のみならず、従来から行われてきたサービスについても、

観光との融合という観点から見直しが可能であることを指摘したい。例えば以下などが考えられ

る。

①図書館が地域の団体などに資料をまとめて貸し出すサービスがあり、これを「団体貸出」とい
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う。このサービスを応用して、例えば学会やコンベンションなどが開催される際に、関連図書

を会場で展示したりすることが考えられる。あるいは地域で行われる様々なツアーと連携し

て、必要な図書を一時的に貸与するなども考えられる。

②図書館への来館が困難な人々に配慮するサービスを「アウトリーチサービス」という。このサ

ービスを応用して、例えば湯治客、病気による保養者、障害者グループの旅行団体などへ

便宜を図るということが考えられる。また「アウトリーチサービス」ではないが、ユニバーサルデ

ザイン的な観点でいえば、点字図書は目の不自由な観光者に、大活字本は高齢の観光者

に便宜をもたらすだろう。

③図書をバスや船に積んで地域を巡回するサービスを「移動図書館」という。このサービスを応

用して、交通が不便な山間部や離島などにある観光地へも、巡回サービスを行うことが考え

られる 。（19）

④宿泊施設や観光施設などの「図書コーナー」の開設にあたって、図書館が選書や配架など

をサポートすることが考えられる。

上記であげたようなサービスの実施にあたっては検討すべき点も多いと思われるが、既存のサ

ービスを観光と融合させるアイデアについて、地域と図書館が知恵を出し合っていくことが必要で

ある。図書館の可能性は「新たなサービス」だけにあるのではなく、既存のサービスを応用すること

にもあると思われる。

(A-3) 施設

ここまで「資料(A-1)」、「サービス(A-2)」について考察してきたが、次に、図書館の（物理的な建

物としての）「施設」が観光とどのように融合する可能性を持つかについて考察する。

(A-3-1) 設計やデザインの効果

(1) 説明

図書館の建物はどちらかというと外見は無愛想で、内装的にも「本がただ並べられているだけ」

というイメージがあるが、調査をしてみると、個性的なものや、様々な意味で楽しそうな図書館も全

国あちこちでみられた。デザイン面でも、スペースの取り方や書架の配置、色遣いや家具などに

至るまで細かい部分について工夫された図書館も増えている。特に「滞在型」を意識した図書館

では、「図書館に来てもらおう」、「図書館でくつろいでもらう」という配慮が感じられる。
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なお、最近の図書館建築については、「人と資料群が出会い対峙する伝統的な場から、新たな

要素－資料が媒介する個とコミュニティとをつなぐ空間デザイン－へ志向する図書館の変貌が垣

間見られる」 という指摘がある。図書館がコミュニティスペースとしてとらえられ、それを意識した（20）

設計がなされるようになってきていることは、交流を重視するようになってきている観光にとっても

重要な意味を持つといえる。

(2) 参考事例

設計やデザインに特徴がある図書館の事例を付属資料１のリスト(A-3-1)にあげた。

また現代的なデザインではなく、例えば大阪府立中之島図書館のように重厚長大風な建物が

歴史を感じさせることもある。あるいは森鴎外の自宅であった文京区立本郷図書館鴎外記念室の

ように、建物の由来や設立の経緯などに歴史性を感じられるケースもある。

なお、設計が優れたものは表彰を受けることがあり、それにより見学者が訪問するきっかけにな

る。（→D-1）

(3) 分析

図書館の設計やデザインは、地域住民に親しみを持ってもらったり、アメニティ向上のためにあ

るので、観光者への集客効果を狙ったものではないが、特徴のある図書館であれば、見学のため

に訪問してみたいという気になり、観光者を呼ぶ効果も起こる。また、「行ってみたくなる図書館」

や「使い勝手のよい図書館」という狙いが効果をあげている場合は、地域住民がよく利用し、愛着

を持たれる図書館になっている可能性も高く、そこに観光者と地域住民の出会いのきっかけがも

たらされる。

また、「ユニークな図書館（建物）を訪問したい」という動機は、図書館のファンや建築に興味が

ある人には特におこりやすいと考えられるし、インターネットでもユニークな図書館が話題として取

り上げられることがある。（→C-3）

なお、設計やデザインの効果によって図書館の施設が観光対象になった場合でも、せっかく訪

問して来た観光者に対し、建物の見物だけに終わることがないよう、地域資料の紹介などをうまく

工夫して、地域理解への誘導を行うことが望ましい。
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(A-3-2) 複合施設の効果

(1) 説明

前項「設計やデザインの効果(A-3-1)」でとりあげたような特徴がない場合であっても、施設が持

つ特徴が観光と融合する可能性について考察してみると、注目すべきケースが２点ほどあるように

思われる。

ひとつめは、博物館や郷土資料館などの文化施設と併設（あるいは隣接）した「総合文化セン

ター」のようなケースである。最近は複合施設の一部として図書館が建設されるケースもみられる。

もうひとつは、鉄道駅や道の駅など交通関連施設に併設（あるいは隣接）した図書館の事例で

ある。これも全国に多く存在する。薬袋（2008）は、「最近は駅前に図書館をつくる自治体が増え

ていて、にぎわい創出や中心市街地活性化などが期待されています」と述べてまちづくりとの関

連を指摘する 。また桂（2001, p.154)も、「駅前再開発などで、地域開発の中心的な施設として（21）

図書館が位置づけられることが多くなっているのです。図書館には集客力があるからです。多くの

ユーザーが利用するため、新しい市街地を計画する際に、その地域の商店街などが活性化する

という見込みによるものです」と、図書館の立地条件が重要であることを指摘している。

(2) 参考事例

例えば駅舎に併設して効果をあげている事例として、舟橋村立図書館がよく知られている。こう

した複合的な施設に関連した図書館の事例を付属資料１のリスト(A-3-2)にあげた。

また、「複合施設」をより広くとらえると、カフェや物販コーナーなどを併設する図書館も増えてき

ており、これによって利用者にリラックス効果や交流をもたらしている。

(3) 分析

他の施設と併設あるいは隣接されている場合は、観光者にとって移動の負担が少ないし、図書

館の存在にも気づいてもらえるので、相乗効果による利用が期待できる。しかし図書館が様々な

点で観光や地域文化の理解に役立つということが、まだあまり知られていないので、観光中に図

書館を利用しようという考えがおこらず、博物館や郷土資料館などと隣接されていても、図書館だ

け素通りされてしまうこともあるだろう。複合施設全体でお互いをうまくアピールし、例えば「お帰り

には、図書館もご利用ください」と誘導をしたり、郷土資料館で質問を受けた係員が「図書館に行

くと、関連する資料がありますよ」と案内するなどの連携が必要である。また、博物館や郷土資料
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館、美術館などはしばしば団体見学も行われるので、見学後のルートとして図書館を組み込んで

おき、見学内容を図書館の資料でさらに深く掘り下げるといった連携も考えられる 。（22）

駅舎や駅ビルと一体化していたり駅の近くに図書館がある場合は、観光者が列車の発車待ち

や乗り換えのため時間つぶしに図書館を訪問するという動機がありうる。道の駅の場合では休憩

やトイレの利用などに併せてぶらりと訪問するということが考えられる。このように特に目的意識が

なく訪問した観光者に対しても、ディスプレイや案内などを工夫すれば、観光情報や地域の魅力

をうまく発信することができる。それをきっかけにして、観光者が予定外の観光を追加することもあ

るだろう。また「駅」という施設自体が、観光において独自の役割を持っているといえるので、ターミ

ナル性を持った施設に隣接した図書館では、「情報センター」的な役割を持たせることも考えられ

る 。（23）

さらに、カフェや物販コーナーなどのスペースをうまく利用して、交流イベントや地域の物産展

示などを行うことも考えられる。

(4) 備考

ここで、観光者に対する図書館の利便性についても考察をしておこう。

最近の図書館は、開館時間が夜間まで延長されたり、祝日や休日も開館するなどの傾向がみ

られる 。こうした傾向は観光中に図書館を訪問するのに都合がよい。また、地域住民以外への（24）

貸出を認めている図書館も多いし、返却用に市内各所に返却ポストを設置しているところもある。

こうした配慮により、観光者が現地に滞在中に本を借りたり返却することが容易になる。

(B) 地域社会との関連

これまで、図書館の基本的な要素（「資料」「サービス」「施設」＝分類Ａ）における観光との融合

の可能性について考察を行ってきた。しかし、図書館は地域とかけ離れて独立した存在ではな

く、地域と密接に関わる施設である。従って、図書館の基本的な要素についての考察のみでは不

十分であり、「図書館と地域社会の関連が、どのように観光と結びつくか」という問題意識による考

察が不可欠である。

そこで考察の範囲を広げて、図書館と地域社会との関連から、観光との融合の可能性を考察し

てみる。
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(B-1) まちづくりとの連携

(1) 説明

図書館が本を貸したり読書の場を提供するだけの施設でないことは、これまでにも述べてきた

が、「図書館がまちづくりに関わっている」というイメージは、一般的にはなじみが薄いと思われる。

しかし、塩見（2008, p.110）は「一つのまちに図書館をつくることは、それ自体がまちづくり構想に

のっとった計画の一環」だと述べて、図書館の設立自体がすでにまちづくりに関わりがあると指摘

している。

また、吉田（2008, p.135）は、「ニューパブリックマネージメントの導入を背景に、図書館から利

用者への一方向型のサービスモデルにかわる住民参加型の図書館運営が求められるようになっ

た」として、「従来、図書館サービスの対象者としてのみ認識されていた利用者は、図書館運営に

主体的に参加する存在として再規定される必要が出てきている」と現状を分析する。地域分権の

動向などに伴い、図書館とまちづくりや住民活動が相互に連携しあうことがいっそう求められてき

ているといえる。

そうしたなかで、特に顕著な活動を行っている図書館が文献で紹介されたり、住民らによる図

書館づくりの過程が実践記録として出版されたりしており、これらは図書館とまちづくりの関わりを

知るうえで貴重な手がかりとなる。

(2) 参考事例

まちづくりとの連携というテーマでよく知られている事例としては、浦安市立図書館、置戸町立

図書館、斐川町立図書館、静岡市立御幸町図書館などがある。

また、『週刊ダイヤモンド』（2007年６月２日号、ダイヤモンド社）では、「知恵と熱意で地方が取り

組む図書館を核にしたまちづくり」という特別レポートで、矢祭もったいない図書館、舟橋村立図

書館、斐川町立図書館、東近江市立図書館がとりあげられている。また、『これからの図書館像』

では、図書館とまちづくりに関する事例として、愛知川町立図書館の事例を紹介している。『開発

こうほう』（2008年３月号、北海道開発協会）では、鳥取県立図書館、北広島市図書館、置戸町立

図書館の事例が紹介されている。

上記以外にも様々な事例があるが、主な参考文献を付属資料１のリスト(B-1)にあげた。
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(3) 分析

前述したような図書館がまちづくりに関わっている事例は、観光と直接結びつくわけではない

が、「観光まちづくり」を考える際には大いに参考になる。また、こうした事例が文献などで紹介さ

れることによって、「図書館の活動が活発なまち」、「地域住民が図書館づくりに積極的に参加して

いるまち」といった印象を与え、地域の好感度アップにつながるという側面もある。地域と一体にな

った図書館の活動は、地域への寄与のみならず、地域外住民にとってもアピール効果を持つと

考えられる。

『地域の情報ハブとしての図書館』（図書館をハブとしたネットワークのあり方に関する研究会,

2005, p.50）では、「公共図書館が地域情報・地域文化情報を集約し、地域内外に向けた拠点と

なることは、地域住民にとっても、自らの地域文化を認識することに繋がるとともに、地域への愛着

を高め、結果として地域コミュニティ全体の安定と発展に貢献するものであると言える」と指摘した

うえで、「地域住民の地域文化に対する深い理解に基づき、地域の魅力を発信・アピールしていく

ことは、観光・訪問・移住という形で地域に還元されていくと言える」と述べ、図書館の活動が観光

にも結びつくことが明確に示されている。

第１章２節「(2)地域貢献のあり方」でも述べたが、図書館が「まちづくり」との連携を改めて重要

視するようになり、一方、観光も「まちづくり」から始めることが必要な時代になってきている。すな

わち図書館と観光は「まちづくり」をキーワードとして共通の意識（あえていえば危機意識）を持っ

ているのである。

(B-2) 様々な連携

(1) 説明

前項では特に「まちづくりとの連携」に注目したが、より広い観点で「連携」をとらえて調べてみる

と、図書館が行政当局や様々な機関・団体などと連携して活動を行っていることがわかった。そう

した参考事例のなかには観光に関連するものがみられるので、観光と図書館の融合を考えるにあ

たってヒントになると思われる。

(2) 参考事例

図書館が行政や市民らと連携して活動している事例として以下などがある。

－東京都立図書館が五輪誘致に合わせて、「オリンピックを楽しむ」という展示会を行った。(20
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08年8月8日～９月３日)

－横浜市立図書館は、市内の全18館で横浜開港150周年に合わせた記念イベント「港の１５０

年、この地の１５０年」を開催した。（2009年４月１日～６月30日）

－山口県立図書館は、山口市と共催で「山口市中心市街地まちと文化推進事業」として「山口

県立図書館 まちなかライブラリー in 商店街」を実施した。このイベントでは商店街の空き

店舗を利用して、県立図書館が展示をしたり本の貸出をした。（2008年10月11～13日）

－葛飾区立図書館とＮＰＯ法人ユニコムかつしかは、葛飾に関する様々な情報を収集・公開す

るサイト「区民がつくる葛飾百科」の企画・作成を協働事業として行っている。

－逗子市ではフィルムコミッションに力を入れているが、図書館でも無料上映会を行うなどによ

り連携した活動を行っている。

他にも「出前講座」として図書館員が各所で講座を行ったり、「ブックスタート」として乳児のいる

家庭へ絵本を配本したり、総合学習の受け入れによって学校と連携するなど、様々な活動を図書

館は行っている。参考事例を付属資料１のリスト(B-2)にいくつかあげた。

(3) 分析

図書館が様々な意味で「連携」をしながら活動していることは、観光と図書館の融合を考える際

にも重要である。なぜなら、図書館という存在をそれのみでとらえることから一歩進めて、その先に

ある「連携」を含めた展開の可能性を見いだすことができると考えられるからである。そして「連携」

はさらに「交流」にもつながる要素であり、そうした観点からも重要性を指摘することができる。

しかし、一口に「連携」といっても様々であるので、ここでは「連携」を、「地域内連携」と「地域外

連携」に分けて考察を行う。

①地域内の連携

観光振興にあたって、図書館のもつ様々な資料は重要な情報源であるから、観光に関わる行

政部署や商工会、ＮＰＯ、観光業者などは、どのような資料が図書館にあるかを確認し、資料の有

効的な活用を常に心掛けるべきである。さらに資料の活用のみならず、図書館の持つノウハウや

場所の利用なども含めて、図書館とどのような連携ができるかを図書館と共に検討していくことが

望ましい。

また、図書館が地域資料を収集する際に、行政情報センターや文書館、博物館などとの連携
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が重要であることが国立国会図書館（2007）などでも指摘されているが、こうした連携を密にするこ

とで地域資料の把握が容易になり、まちづくりなどで資料が有効に活用されることが期待できる。

すでに図書館が様々な記録の集約拠点・保存機関として十分に活動している場合は、そうした図

書館の役割が、地域において明確に意識されることも大切である。

また、「レファレンスサービス」の項でも述べたが、観光者へ地域情報の提供を行う場合には、

図書館や観光案内所などでそれぞれ得意とする分野が異なるので、役割分担を確認したり相互

に情報を提供しあうなどによって連携を図るとよいだろう。仮にそのような連携がなかなか実現で

きないとしても、せめて観光ガイドマップに図書館を掲載するという配慮は最低限行うべきである。

これによって観光者が図書館の存在を意識し、「図書館にも行ってみよう」と思ってもらうことがで

きる 。（25）

こうした主に資料面・情報面での地域内連携を図書館が軸となって進めることによって、地域内

のどの機関がどういう資料を保有し、あるいは今後どのように保存していくかという点について地

域としての共通認識が生まれ、地域文化の保存と活用が期待できる。それにより、地域振興や観

光振興のためのいわば「基礎体力」が養成されるのである。しかも、そうした連携の中で、地域内

の交流や連帯感が促進されることも期待される。

なお、もうひとつ重要なポイントとして、地域によっては図書館が本館と分館を持つ場合がある

が、これを「図書館のネットワーク」としてのみとらえるのではなく、「地域の情報網」という視点でと

らえると、ここから様々な連携の可能性が考えられる点もあげておきたい。

②地域外との連携

図書館は、資料の相互貸借などで協力した活動を行うために「図書館協力」というネットワーク

を有し、日本中の図書館と様々な連携を行っている 。こうした図書館同士のネットワークを、お（26）

互いの地域文化の情報交換や交流のための仕組みとして有効に活用することによって、まちづく

りや観光振興に役立てることも考えられてはどうだろうか 。また地域が設定している「姉妹都市」（27）

や「友好都市」との連携を図書館も意識し、相互展示や相手都市の紹介イベントを行うなどによっ

て、観光のための周知・交流活動を行うことも試みられるべきである。

(4) 備考

なお、最近では大学図書館も、公共図書館と相互提携を結んだり、地域住民に開放するなど
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のオープン化の傾向がみられる。大学図書館にもコレクション(→A-1-3)が保有されていることが

あるので、一般に開放されればこれも観光資源になりうる。

(B-3) 交流の場としての図書館

(1) 説明

地域の施設でいうと、地域住民が交流する場としては公民館や文化センターがまずイメージに

浮かび、図書館は利用者が個別に黙々と読書をしているかのようなイメージがある。図書館が地

域住民の交流に寄与することがあるかについて、検討を行ってみよう。

『図書館情報学事典』(日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編, 2007, p.174)では、

「（図書館は）共時的には、社会における知識や情報の伝播を円滑にするコミュニケーションの媒

介機関としての役割を果たす」として、図書館にコミュニケーションの媒介機能があることを明確に

定義している。この定義ではわかりにくいので、図書館が交流にはたす役割をより具体的に、①

図書館運営への参加、②図書館を舞台とした交流、の２つに分けて考え、以下それぞれについ

て概説する。

①図書館運営への参加

図書館の運営に対して住民の参加の仕方は主に三とおりある。まず、a)ボランティアとしての参

加、そして、b)図書館友の会などへの参加、最後に、c)図書館協議会の委員としての参加である

。このなかでボランティアに注目してみると、全国の図書館の約68%にボランティアの登録制度（28）

があり、約3.2万人が活動している 。活動内容は様々で、書架の整理、受付、読み聞かせ、各（29）

種行事のサポートなどである。ボランティアなどによって図書館の運営に地域住民が参加すること

で、図書館は地域社会との連携を深めて多様な意見を反映することにつながり、地域住民は活

動意識が高まり、住民間の交流をもたらすきっかけとなる。

このような図書館ボランティアが、他の人々の学習を支援すると同時に、自らの学習意欲を維

持・昂進させることにつながるため、生涯学習社会を推進させる重要な担い手であることを指摘す

る意見もある 。（30）

②図書館を舞台とする様々な交流

図書館が資料を購入する際は、地域住民のリクエストに応えたり、地域のニーズを考慮している
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が、その際にカウンターでの住民とのやりとりなども参考になる場合があるという 。そのような職（31）

員と利用者との交流以外にも、利用者同士の交流も様々な場面で起こる。例えば、図書館で行わ

れるイベントや行事(→A-2-2)を通してであったり、あるいは読書会、郷土文化研究会などが図書

館で会合を開いたり、さらには利用者同士の情報交換などにより、図書館が地域住民の交流の場

としても機能していることは、多くの図書館員が認めるところである。

菅原（1999, p.54）は「地域に住む人々の心を一つに結び、地域のありようを支えるものが求心

力である。その求心力はどこにあるか。いうまでもなく、図書館である。（中略） 図書館はいま、図

書の館にとどまっていない。本を読まない人も気軽に出かけ、思い思いに時間を過ごすことができ

る。（中略） 図書館は本に出会い、人に出会うところだ。人と人との出会い、求心力はそこから生

まれる」と述べ、地域社会の空洞化や崩壊を防ぐためにも図書館が大きな役割を果たすことを期

待している。長年、図書館界で活動をしてきた著者の思いも込められた文章ではあるが、交流の

場として図書館が持つ重要性が、ここに端的に示されているといえるだろう。

(2) 参考事例

『これからの図書館像』（これからの図書館のあり方検討協力者会議, 2006）では、｢市民参加

での図書館づくり」として伊万里市民図書館の事例が紹介されている。また、前述した「図書館友

の会」は、最近では「サポーターズクラブ」などの名称で設置され、会員同士の交流活動が盛んな

ものもみられる。

地域の交流に図書館が関連している事例を付属資料１のリスト(B-3)にあげた。

(3) 分析

以上にみたように、図書館は「交流の場を提供している」ととらえることができる。この機能は、こ

れまで一般的にはあまり意識されておらず、今後の新たな図書館のあり方を探るうえでひとつの

ポイントになるが、こんにちの観光が「交流」を意識するようになってきた事実に照らして考えると、

さらに重要な意味を持つといえる。

地域住民によく利用され、交流が活発な図書館であれば、観光者にとっても「地域住民との交

流が期待できる場所」という新たな魅力を持つだろう。図書館を「本を借りたり貸したりする場所」と

してのみとらえるのではなく、交流をもたらす場所としてとらえたとき、それは「交流としての観光」と

いう発想と結びつき、図書館の可能性が広がるのである。
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ただし、これまで図書館は地域住民のための施設としてとらえられていたため、地域と観光者と

の交流に対して図書館がどのような機能をもつかについての分析は、今後の研究課題として残さ

れている。これについて、本論の第４章において、「観光者と地域とのコミュニケーションモデル」と

いうかたちで試案を提示している。

一方、観光振興においても、堀川（2007, p.172）は「観光振興のためのさまざまな活動をほんと

うに息長く実のあるものにするためには、学生や市民を中心としたＮＰＯの、“底辺”での地域に密

着した活動こそが、直接の観光事業者を中心にして発展させる同心円の拡大に大きな役割を果

たせるものとして期待されている」と述べて、ボランティアの重要性を指摘している。

また、まちづくりとの関連でいえば、地名の保存運動や戦争体験を伝える活動、後継者が不足

している伝統芸能の保存活動などが図書館と連携していくことも考えられる。中谷（2005, p.27）は

「地域文化は決して排他的なものではなく、地域以外の人々をも巻き込んで展開する可能性を秘

めているのである」と述べて、地域文化の担い手が地域外にもありうることを示し、人の交流のなか

でこそ文化創造が可能であると指摘しているが、こうした観点からも図書館がもたらす「交流」の意

義がとらえられるべきである。

(4) 備考

図書館が「交流をもたらす場」であるという点についてもう少し考察してみよう。インターネットの

発達に伴い、資料やデータを得るだけなら図書館に行かなくて済む場合もあるし、今後もますま

す資料などのデジタル化は進むだろう。しかし一方で、インターネットが普及して仮想空間で情報

が容易に入手できるような時代であるからこそ、改めて「場所としての図書館が必要である」という

指摘があることにも留意しなければならない 。こうした指摘をふまえると、図書館という実空間（32）

（場所）が存在し、そこで人と資料、あるいは人と人の出会いが身体性を伴って行われることが重

要なのだと考えられる。観光者が訪問先の図書館で、見知らぬ資料や地域性を持った書架に出

会うことで生まれる体験や感動、あるいはそこで地域の人々との交流が生まれること、このような

「図書館を実際に訪問することによって得られる体験」の意義が改めて認識されるべきである。

古池（2007, p.182）は、「文化が、人と人、あるいは人と場の相互作用のなかで生まれるものだ

とすれば、こうした相互関係を実践する場に社会関係資本が蓄積していくことは容易に想像でき

るだろう。そのため、文化を支える基盤としての劇場や美術館、博物館、競技場などは欠かせな

い」と指摘する。この文章に「図書館」は登場していないが、当然含まれるものとして考えてよい。
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インターネット時代であるからこそ、身体性を伴った交流や体験を観光や図書館がもたらしうること

に注目する必要がある。

(C) インターネットの発達との関連

ここまで、まず、「図書館の基本的な要素（分類Ａ）」について述べ、次に「地域社会との関連

（分類Ｂ）」において、図書館と地域社会との関係における直接的あるいは間接的な観光との融合

の可能性について考察した。

しかし、周知のように現代社会はインターネットの普及が急速に進み、これによって観光も図書

館も大きな影響を受けている。例えば、観光でいえば、訪問先情報の入手方法、交通機関や宿

泊施設の予約方法が大きく変化しているし、図書館でいえば、インターネット上での蔵書検索や

インターネット経由での貸し出し予約などが進んでいる。従って、観光と図書館の融合を考察する

にあたっても、「基本的な要素(A)」や「地域社会(B)」といういわばアナログ的身体的な項目だけで

はなく、デジタル的仮想的な面についての考察も不可欠である。

従って分類項目をここに設け、「インターネットの発達との関連」という観点から、図書館と観光

との融合について考察を行う。

(C-1) デジタル・アーカイブズによる情報提供

(1) 説明

図書館が所蔵している資料をスキャナーなどを使ってデジタル画像化し、それをインターネット

で公開することが増えている。その際に、図書館が保存している貴重資料や地域資料などがデジ

タル化の対象になることが多い。これらは「デジタル・アーカイブズ」と呼ばれるが、「アーカイブズ」

とは「書庫」という意味である。図書館のＨＰ上に、デジタルデータによるいわば仮想の書庫を用

意し、自館の持つ資料を広く公開することによる情報提供である。

地域資料は、すでに述べたように地域のことを知るのに重要であるが、内容がデジタル化され

るか、あるいはせめて資料のタイトルや概要がインターネットに公開されるなどしない限り、検索し

てもヒットしないしリンクも張られないので、インターネット上では存在しないに等しいことになってし

まう。なんでも検索エンジンで済ませてしまう傾向が強い現代において、「インターネット上で存在

しない」は「実際に存在しない」ことと同義に受け止められかねない 。(33)

従って、デジタル・アーカイブズ化の推進は、図書館にとっては手間暇がかかる作業であるが、
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こんにちのインターネットの普及を考慮すると、社会的な意義は大きい。

(2) 参考事例

２点ほど参考事例をあげる 。（34)

①デジタル岡山大百科（岡山県立図書館）

岡山について百科事典的に調べられることを目指して構築された県民参加型の電子図書

館システム。岡山県庁の行政情報（観光映像を含む）、岡山県古代吉備文化財センターの

文化財情報、岡山大学の学術成果情報などを網羅している。特筆すべきは、県民から提供

された４千件以上の情報を収録するなど、県民の参加を積極的に呼びかけている点で、これ

までに「デジタル絵本」づくり、ボランティアとのネットワーク構築、映像コンテスト「デジタル岡

山グランプリ」の実施などが県民との連携によって実施された。（http://www.libnet.pref.okay

ama.jp/mmhp/ downloaded at 2009.12.15)

②デジタル資料館（函館市中央図書館）

｢函館史市デジタル版」「はこだて人物誌」「ポスターコレクション」などをはじめ、古地図、

古写真、絵はがきなどのデジタル化を進めている。また、公立はこだて未来大学の作成した

古文書撮影システムを導入したり、ボランティアの協力を得るなど、デジタル化作業において

様々な連携が行われている。（http://www.lib-hkd.jp/digital/index.html downloaded at

2009.12.15)

上記以外の参考事例を付属資料１のリスト(C-1)にあげたが、これらはほんの一部であり、全国

各地の図書館で、資料のデジタル化が進められている。

(3) 分析

デジタル・アーカイブズと観光との融合についてはいくつかの可能性が考えられる。

まず、図書館が保有する貴重な資料の存在が広く認知され、さらに実際の資料の画像を簡単

にインターネットで閲覧することができるようになることは重要である。なぜなら、観光と深い関連の

ある資料（例えば古地図や絵はがきなど）のデジタル化は、それをインターネット上で観た人が、

その地域に関心を持ち、観光を促進するきっかけとなりうるからである。また「デジタル画像ではな

く、実際の資料を見てみたい」と考え、所蔵している図書館への訪問が増える可能性もある。

次に、観光スポットなどで「そこが以前はどのような姿をしていたか」、「昔のメディアではどのよう
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に紹介されていたか」などを簡単に紹介できる可能性を持っていることにも注意したい。例えば観

光スポットに端末を置いて、図書館のアーカイブズを表示すれば、こうした演出が可能になる（こ

の場合、インターネット経由でなくともコンテンツをＤＶＤ化してもよい）。また、地元メディアのアー

カイブスとリンクさせたり、「より詳しい情報はこの本にあります」と関連資料を紹介するといった、多

角的な情報提供への発展も考えられる。

本来、図書館は観光のためにデジタル化を行っているわけではないが、もし観光への効果をあ

えて意識するならば、昨今のレトロブームを利用して、戦前戦後あたりのレトロな雰囲気を持った

資料（例えば、当時の観光ポスターや地方紙の記事など）を優先的にデジタル化することも考えら

れる。

またデジタル化は図書館が所有する資料に限定するのではなく、地域住民に資料の提供を呼

びかけるなどして、地域全体の様々な資料のアーカイブズ化を進めることも考えられる。それによ

り地域内で情報を共有化し、地域住民の持っている貴重な資料を地域外へ情報発信することが

できる。

図書館が所蔵するデータのデジタル化はまだ始まったばかりであるため、前述したような「図書

館によるデジタルデータの公開が、観光の呼び水となる」という効果がどの程度期待できるかは、

今後の検証を必要とする。とはいえ、インターネットがこんにち主要な情報入手の手段となってい

ることをふまえると、様々な地域情報をデジタル化してインターネット上にアップロードすることに、

マイナス面があるとは考えにくい。例えば、ある地域に関するキーワード検索などにおいて、（信

頼性ある）図書館によるデータがヒットすれば喜ばれるし、その地域への関心が高まると考えても

よいだろう。従って図書館の側も、「どのようなキーワードで検索されているか」、「どのリンクをたど

ってサイトを訪問したか」などをきめ細かく分析し、地域に対する関心のあり様を敏感にキャッチし

て、観光関連部署と連携して対応策を講じることが必要である。

(C-2) 情報発信の多様化

(1) 説明

これまで図書館による情報発信は、「図書館報」や「図書館だより」などの紙媒体が主であった

が、インターネットが普及するにつれて、図書館も自館のＨＰを持ち、情報発信をするようになって

きた 。しかし、内容やデザインなどで相当のバラつきがみられ、どのような情報発信を行えばい（35）

いかなどについて模索中の図書館も多い。



- 62 -

そうした状況にあって、先進的な試みとして、ブログやメールマガジンを利用した情報発信など

を行っている図書館も登場しており、注目を集めている。

(2) 参考事例

図書館によるブログ、メールマガジンなど情報発信の事例を付属資料１のリスト(C-2)にあげた。

(3) 分析

図書館のＨＰが、たんに所在地図を掲載してあったりするだけでは、観光との融合はあまり考え

にくい。しかし、自館の所蔵する地域資料を積極的にアピールしたり、行事への参加を呼びかけ

たり、ボランティアなどの活動状況をＨＰで報告するということを、「地域情報の発信」という視点か

ら見直すと、観光との融合がみえてくる。額賀（2008）は、観光における地域間競争の核心を「旅

行者の誘致」であるとしたうえで、自治体が十分に観光を意識し、外に向けて情報発信を充実さ

せることの重要性を説いているが、図書館のＨＰもそうした観点からとらえなおす必要があるだろ

う。その場合、従来の紙媒体による広報の延長としてみるのではなく、インターネットならではの工

夫を行い、コンテンツにバラエティを持たせ、更新を適度に行い、ユニークな内容を盛り込むこと

が、閲覧者を増やすことになる。そしてその結果、その地域への関心が高まり、訪問動機につな

がることが期待できるのである。

これまで図書館が蓄積してきた様々な地域資料などは、図書館でなければ提供し得ない貴重

な情報を多く含んでいるので、そうした情報をインターネットで公開することによって、地域の文化

や歴史をアピールすることになる。

図書館は地域情報の発信拠点といわれているが、インターネット上においても、そうした役割を

意識することが必要である。インターネットの発達により、昨今では「その土地について知りたい」と

思った時には自治体のＨＰや観光協会のＨＰがチェックされることが多いが、そこでチェックするＨ

Ｐのひとつに地域の図書館も含まれるように、図書館もコンテンツの充実に努めるべきである。

また、情報発信の手段として、ＨＰ、ブログ、メールマガジンなど様々なインターネット上の手法

を工夫し、さらには携帯電話や情報ツールなどとの連携も検討していくことで、観光者がよりアク

セスしやすい地域情報の提供が可能となるだろう 。（36)

「ACADEMIC RESOURCE GUIDE」というＨＰを運営し、図書館界に対して様々な提言を行っ

ている岡本真は、第17回京都図書館大会で「いま図書館に求められる新たなウェブ活用戦略」と
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題する講演を行い、図書館がインターネットをより有効に活用して、図書館の存在感を高めるべき

だと指摘した。その際、観光支援に図書館が貢献する可能性をひとつの試論として示し、図書館

が自らをコンテンツプロバイダーとして意識し、観光に関連した様々な情報を組み合わせて提供

することによって、新たな価値を生み出すことに図書館がもっと熱心になるべきだとした。またその

際、図書館からの目線・論理ではなく、利用者を主体とする考え方こそがこれからの図書館の情

報発信に必要だとも指摘した 。岡本の講演は、「図書館の情報発信、図書館によるインターネ（37）

ットの活用」という点に主眼が置かれたものではあるが、観光と図書館の融合のひとつの理想型と

して重要な示唆を含んでいるといえる。

(4) 備考

インターネットでの情報発信や広報活動にあたっては検討すべき課題も多い。まず、作業を外

注するか館内スタッフで行うかという問題がある。予算状況が厳しいなかでの外注はなかなか難し

いだろう。しかし館内で行うとなると、担当スタッフはインターネット関連の技術やデザインテクニッ

クなどをひととおり習得しなければならない。

またコンテンツの確保や更新などの作業にも（内部で行うにせよ外注するにせよ）相当の負荷

がかかる。また、地域系情報は自治体の広報担当部署が、観光系情報は観光担当部署や観光

関連の団体などが、それぞれＨＰを運営していることも多いので、どのような情報発信を図書館が

行うかなどについて、関連部署との連携や調整が必要になる。内容のバランス面でも、地域内と

地域外へ提供される情報の情報量の配分などを検討しなければならない。

(C-3) ネットコミュニティの影響

(1) 説明

これまで、「デジタル・アーカイブズによる情報提供(C-1)」、「情報発信の多様化(C-2)」という観

点で観光との融合の可能性を考察してきたが、より広い観点で、インターネット社会の発展が図書

館に影響を与えることがあるのかについて考察してみよう。

インターネットの発達に伴い、観光は様々な影響を受けているといわれる。例えば交通機関や

宿泊施設の予約が簡単になったり、口コミ情報による評価が広まったり、非常にマニアックな観光

行動に注目が集まるなどである。

図書館も様々なブログで話題としてとりあげられたり、インターネット上のコミュニティでテーマと
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なったりして、図書館に関する情報交換が行われている。また図書館員や図書館学研究者のブロ

グも多く存在し、それによって図書館の動向が詳しくわかったり、専門的な知識を得られる機会も

増えている。

(2) 参考事例

図書館に関連するＨＰやブログ、図書館系サイトなどを付属資料１のリスト(C-3)にあげた。

(3) 分析

以前であれば、「ここの図書館に行ってきた」とか「あそこの図書館はおもしろい」といった情報

を広く交換しあうことはなかなかできなかったが、インターネットの発達により簡単に情報交換がで

きるようになった。また、こうした影響を受けて、「自分の住んでいる地域以外の図書館を訪問して

みるのも面白そうだ」と関心を持つ人が増えることも考えられる。さらには、図書館を訪問対象とす

るSIT的なＨＰも存在し、そうしたＨＰを見た人が「図書館も観光の対象になりうる」ということに気づ

くようになり、新たな「図書館ファン」を生む可能性もある。このようにインターネットの発達によっ

て、図書館が観光対象になる可能性が高まったと考えられる。

また、直接訪問するまでに至らないとしても、図書館に関する様々な情報がインターネット上で

増えていけば、個性ある図書館についての情報を通して、その図書館が設置された地域への関

心が高まることも考えられる。そうした関心を、図書館自身がＨＰや情報発信を工夫するなどによ

ってうまくフォローすることができれば、地域の認知度を高めたり観光に結びつけられる可能性も

あるだろう。

「どこどこの図書館に行ったら、観光の役にたった」、「図書館で親切にしてもらった」、「図書館

で地元住民と交流した」という情報がインターネットで簡単にアップされ、多くのユーザがそれを参

照する時代であることを、図書館も改めて意識すべきである。

(D) その他

ここまで、「図書館の基本的な要素との関連（分類Ａ）」、「地域社会との関連（分類Ｂ）」、「インタ

ーネットの発達との関連（分類Ｃ）」という観点で考察を進めてきたが、最後に、これまでの項目に

は分類しにくいものについて考察する。
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(D-1) 図書館への視察・見学

(1) 説明

一般的にいって「視察・見学」の対象としては、ユニークな施設や工場などがイメージされるが、

図書館が視察や見学の対象になることはあるだろうか。調査をしてみると、図書館は意外にも

視察や見学の対象になっている。

主な視察目的としては、①運営方法やサービスの内容に特徴があったり、まちづくりに

貢献している事例として知られている場合、②図書館の設計や構造に特徴があって、建築

物として見学される場合、があげられる。①では議員、行政担当者、経済団体、大学や研究

機関、NPO関係者、マスコミ、一般市民らが主な参加者であり、②では建築科の教師・学生らが主

な参加者となる。

①の場合、視察の対象になる図書館は、新聞や雑誌の報道、あるいは専門雑誌などによって

活動が紹介されたことがきっかけとなるほか、日本図書館協会による「日本図書館協会建築賞」の

受賞や、「NPO法人 IRI知的資源イニシアティブ」による「Library of the year」の受賞なども注目を集

めるきっかけとなる。

②について補足すると、建築や設計を学ぶ学部・学科では、設計課題や卒業研究に図書館や

博物館などの公共施設がテーマとしてしばしばとりあげられる。特に図書館は、書架、読書スペー

ス、貸出受付、書庫など固有の設計要素を持っているので、建物を見学するだけでなく、利用者

や図書館員に取材して実際の使い勝手などを確認することも必要になる。建築やデザインに関わ

る者は、図書館をそういう関心から見学に行く。また、図書館学の科目にも「図書館建築論」という

学問分野がある。

(2) 参考事例

例えば、浦安市立図書館では平成19年(2007年）度実績で、全国各地および海外から、109件

（493名）の視察、取材6件があった（『浦安市立図書館概要 平成20年度』より）。函館市立中央

図書館では平成20年(2008年)度実績で、24件(413名)の視察・見学があった（『函館市の図書館2

009』より）。

また図書館アンケートの結果でも、視察が「よくある」「ときどきある」を合わせて全体の72%ほどあ

り、予想外に視察が活発に行われていることがわかった。

付属資料１のリスト(D-1)に関連情報をあげた。
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(3) 分析

視察や見学は、２つの点で重要である。

１点目は、図書館と視察者との間で交流が行われるという点である。視察を受け入れることによ

って人脈が拡がり、視察後でも、例えば図書館が新たなサービスを開始した時や「市制○○年記

念行事」を行う際などに案内をするなど、様々な点で人脈を地域振興に活かすことができる。

２点目は、視察の際に併せて他の施設も視察したり、あるいは特産品の紹介や宿泊施設の利

用などといった副次的効果が期待できる点である。図書館への視察をそれだけで完結させてしま

うのではなく、視察者に地域全体への関心を持たせる機会であることを認識し、行政当局や観光

協会などと連携して対応にあたることも検討されるべきである。

図書館自身も視察者が多く訪問すれば、自館に誇りを持つようになり、また視察者の意見や感

想をふまえてさらに活動が活発になるだろう。これは地域全体にとってもプラスの効果をもたらす。

(D-2) 図書館とツアー

(1) 説明

前項で、図書館が視察や見学対象になっていることを述べたが、他にも図書館がツアーの対

象になったり、あるいは図書館自身がツアーの主催者となる事例がないかを調査したところ、様々

な事例があることがわかった。博物館や美術館でガイド付き館内ツアーが実施されたり、水族館な

どでナイトツアーが行われるなど、社会教育施設でも様々なツアーへの取り組みがみられるように

なってきたが、図書館でも様々なツアーが行われているということは、あまり知られていないように

思われる。

(2) 参考事例

図書館とツアーの関連について、例えば以下などの参考事例がある。また、付属資料１のリスト

(D-2)にも関連情報をあげた。

①図書館ツアー

図書館が見学対象となるもの。この場合、図書館全体をガイド的に案内するものや、ふだん

利用者が見ることができない書庫などを特別に見せる「バックヤードツアー」などがある。例え

ば愛知県図書館では、「小中学生向けツアー」や「一般向けイブニングツアー」といった「図
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書館探検ツアー」をしばしば開催している。

②図書館によるツアー

図書館がツアーの主催者となるもの。あるいは、図書館の応援組織である「友の会」などが主

催するものもこれに準じるといえる。例えば小松市立図書館友の会では、ほぼ毎年バスツア

ーを行い、社会教育施設の見学をしたりして、会員同士の親睦を図っている。

③選書ツアー

図書館員が選書を行うのではなく、「“図書館の本を選んでみたい人”を市民から公募し、彼らを図

書館が書店などに連れていき、そこで本を選んでもらう」という方法を実施した図書館があり、これを

「選書ツアー」という。「選書ツアー」はこれまで北広島市図書館や大学図書館の一部などで行われ

たことがあるが、「本を誰が選ぶのが妥当であるか」という点などで議論も呼んでいる。

④その他

ツアーではないが、「スタンプラリー」のような方式により、図書館に親しみを持ってもらったり

図書館への訪問や図書の貸し出しを促進するという試みが行われている。市内の分館を巡

るものや館内の本棚にカードが隠されていてそれを探すもの、本を借りる度にスタンプを押

すものなど様々な形態がみられる。例えば、伊万里市民図書館の事例（平成20年10月～平

成２１年２月末）では、「本を借りて、応募用紙にスタンプを押印→スタンプが30個たまると、

抽選により記念品（図書カード）がもらえる」という方式で、これは県による「図書館先進県づく

り推進事業」の一環として行われている。

(3) 分析

観光と図書館の融合の可能性について考察する際に、上記であげたような事例は、図書館の

側から観光へのアプローチという点で、他の項目にない独特な意味を持っている。

今後、図書館が新たなサービスの展開や地域貢献のあり方を模索していくなかで、図書館がど

のような積極性を発揮していくかが、ひとつのポイントであると考えられるが、そうした「積極性」と

いう観点で観光と図書館の融合を考えたとき、図書館自身がツアーを企画したり、図書館への訪

問を何らかのインセンティブによって促進するという発想は、大きな可能性を秘めている。すなわ



- 68 -

ちこれは、「地域主導型の観光」という表現になぞらえていえば、「図書館主導型の観光」というこ

とでもある。

特に図書館が主催するツアーについて考えてみると、「図書館の楽しさや有効性をアピールす

る」、「所蔵資料と実際の観光資源を結びつける」、「文化交流のためのきっかけとする」など、様

々な目的やプランを設定できるし、対象も地域住民、地域外という区分のみならず、例えば児童、

高齢者、障害者、外国人といったグルーピングを想定することができる。また実施にあたっては、

例えばNPO団体や市民サークルなどに運営をまかせて、図書館はツアーのバックアップ（資料提

供など）に重点を置くという方法も考えられる。「図書館主導型」とはいっても、図書館がツアーの

イニシアチブを握るという意味ではなく、「図書館の機能を有効に活用したツアー」と柔軟に考え

てみることが必要である。
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３ 観光に関連した取り組みを行っている図書館の事例

3-1 説明

「観光と図書館の融合」という発想ではないが、観光に関連した取り組みを行っている図書館が

いくつか存在する。その中から、観光地域の中に立地し、平素から観光者への対応を行っている

図書館として草津町立図書館を選び、また、観光系の展示などを積極的に行っている図書館とし

て、鳥取県立図書館、高知県立図書館の２館に注目し、アンケートにより質問を行った。

観光と図書館の融合を実践していく際に参考になる点も多いと思われるので、その回答の要点

をまとめつつ分析を行った。

3-2 各館の状況

●鳥取県立図書館

住所：鳥取市尚徳町101／竣工：1990年３月／蔵書冊数：843千冊

回答者：支援協力課くらし・産業支援担当蟻坂様

［概要］

・片山善博知事の時代に県全体で積極的な図書館改革が進められ、県立図書館もビジネス支

援や地域活性化などへの取り組みが盛んになった。そうした様々な取り組みのひとつとして、図

書館が持つ「情報発信力」の価値に着目して、観光展示に関する活動が展開されている。

・主な活動に以下などがあるが、複数の館で企画を相互に交換するかたちで行われている点が

興味深い。

－津山市立図書館で「忘れられない夏～とっとり県の海、鳥取県の夏～」観光案内展示

（2008年７月17～８月８日）

－鳥取県立図書館で「ぶらっと高知、おもいっきり高知、やっぱり高知」観光案内展示（2008

年10月１～31日）

－高知県立図書館で「鳥取千年往来」文化・観光紹介展示（2008年12月２～27日）

－徳島県立図書館で「雪のある風景を楽しむ！ 鳥取県の冬景色」展示（2009年１月６～25

日）

－鳥取県立図書館で「津山市の観光」展（2009年３月）、「徳島県観光展示」（2009年７月）等

－「山陰の魅力大発見～食のみやこ・鳥取で大自然とマンガ文化にふれる旅～」（観光ポスタ

ーやパンフの展示配布。県内の物産の紹介などを交換展示。／2009年６～７月にかけて福
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山市中央図書館、広島市立中央図書館、はつかいち市民図書館、岩国市中央図書館等

で実施）

－また、山陽小野田市立図書館との交流がきっかけとなり、同館に「鳥取県と出会うコーナー」

が設置されている。（2009年2月）

●高知県立図書館

住所：高知市丸ノ内1-1-10／竣工：1973年８月／蔵書冊数：520千冊

アンケート回答者：利用サービス担当チーフ山重様

［概要］

・予算状況が厳しい状況にあって、図書館行政のあり方について見直しが進められており、「情

報提供機関」としての機能についても様々な試みが進められつつある。そのなかで図書館１

Ｆの展示用スペースを「情報発信の場」として有効に活用するための発想として「観光」に着

目した。

・観光に関する交換展を積極的に展開しており、平成21年(2009年）度では以下などが行われ

た。

－「新宿・漱石・寅彦展 ～高知・新宿観光展示エクスチェンジ～」（6月3日～8月27日）

－「いざ鎌倉！ ～高知・鎌倉観光展示エクスチェンジ～」（9月12～11月29日）

－「龍馬が最後に訊ねた地、福井 ～高知・福井観光エクスチェンジ～」（12月2～27日）

●草津町立図書館

住所：吾妻郡草津町大字草津28／竣工：1988年11月／蔵書冊数：42千冊

アンケート回答者：中沢様

［概要］

・「心の湯治を＠あなたの図書館で」をキャッチフレーズに、平素から観光者もサービス対象とし

て活動しており、利用登録者全体の４割が町外者である。

・「観光・温泉を知るためのブックリスト」を作成したり、観光マップ・観光パンフなども配備して、

観光案内所的な役割も担っている。

・図書館が地域住民以外の利用者にも親しまれている様子が、同地域のリゾートマンション所

有者に国土交通省が行ったアンケートの回答から知ることができる。（回答例：「草津の滞在中

に図書館が利用できてよい」「図書館の受付の方々が親切」など）

（国土交通省住宅局, 2008, 別荘・リゾートマンション定住団塊世代の参加による高原都市の
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まちおこし人材づくり調査報告書）

3-3 アンケートの回答および分析

以下、アンケートの回答とそれをふまえた分析を述べる。（具体的な回答については付属資料

３を参照。また館名は、それぞれ「鳥取」「高知」「草津」と略した。）

[問１：観光に着目するきっかけについて]

「厳しい財政状況のなかで、図書館の特長を活かせる活動として」（高知）、「図書館の受身的

なイメージを打破するため」（鳥取）、「もともと町全体が観光で成り立っていることから」（草津）と、

きっかけはそれぞれ異なっているが、高知と鳥取からは新しい試みにチャレンジして図書館の新

たな可能性をひらこうという意気込みが感じられる。

また草津の場合は、もともと観光者の利用が多いため、新たな試みということではないが、はっ

きりとした使命感をもって、観光者に対応している様子がうかがわれる。

[問２：地域住民への奉仕と観光者への奉仕のバランスについて]

高知および鳥取は、展示などによる周知活動が主であるため、今のところ奉仕のバランスを気

にするまでには至っていない。一方、草津は観光者の利用が日常化しているが、図書館はこれを

歓迎しており、町民も迷惑に思う様子はないとのことで、職員と町民の意識が一致している様子が

うかがわれる。

図書館アンケートでは、「観光シーズンになるとトイレの利用が増える」「駅に隣接しているので

観光案内所的な問い合わせもある」といった回答もあり、立地条件などによっては、本来の図書館

業務に支障を招きかねない状況もうかがわれる。「今後、観光者の利用が増えて支障が出るよう

であれば、利用上の注意事項などを整備する必要がある」（鳥取）という回答をみると、図書館によ

っては「観光者への対応マニュアル」などを整備する必要が生じるかもしれない。

[問３：観光に関する活動の評価について]

「効果の検証は行っていない」（草津）、「効果の測定や評価をどうするかは課題である」（鳥取）

と回答にあるように、観光に関する活動を行った場合、それが例えば観光者の増加などにどのよう

な効果をあげたかを具体的に判定することは難しいと思われる。



- 72 -

数値的な測定が難しいのであれば、利用者へのアンケートやヒヤリングの中から次の活動のヒ

ントを探したり、地域内外の連携を深めるといった質的な面に目を向けて、活動の方向性を探る

のがいいのではないだろうか。

[問４：行政当局や市民などのからの反応について]

高知や鳥取の回答をみると、観光に関する活動は概ね好評を得ている様子が感じられる。ま

た、草津の場合は「特に反応はない」とあるが、これは活動が十分に浸透していることの現れであ

ると思われる。

ただし「ごく一部」としながらも「なぜ他地域の情報を展示するのかという様子もみられた」（高

知）とあるように、他地域の観光展示を相互に行う際などには、イベントの背景を説明するなどの

配慮が必要な場合もあるのではと思われる。

[問５：観光者が多く来館することによる懸念について]

いずれの館も基本的には特に懸念を感じてはいない。もちろん「集団での利用や館内案内を

希望する場合は事前に申し込みをしていただく」（鳥取）とあるように、見学などのために団体訪問

に対応する場合は、それなりの配慮が必要になるだろう。

宿泊施設や観光施設においては、「旅の恥はかき捨て」的な行為もおこりやすいだろうが、図

書館の場合は、観光者が特別にマナー違反をおこしやすいということは考えにくいと思われる。

[問６：「観光者と地域とのコミュニケーションモデル」に対する感想について]

→これについては第４章で紹介した。

[問７：これまでの活動をふまえての意見などについて]

「期待が高まると負担も増えてしまい、手軽な方法を考える必要がある」（高知）、「先方の図書

館を訪問して展示を行うと、館内業務が手薄になる」（鳥取）という回答からは、観光に関連した活

動を行う際に、他の業務とのバランスや人員の配置などについて検討すべき事項が多いことがう

かがわれる。「観光」をテーマにした活動は図書館で比較的なじみが薄いので、どのような業務が

どの程度の量で発生するかの見通しを立てにくいという事情もあると思われる。

また、「司書はもっと自分の町のＰＲをすべきである」（草津）という回答からは、これまで長年に

渡って、観光者に対応してきた自負が感じられた。さらに｢発信が足りないと思う」（草津）というコメ
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ントは、観光との関連だけではなく、広く図書館全体の課題として受け止められてよいと思われ

る。

3-4 全体的なコメント

上記の「観光に関連した取り組みを行っている図書館へのアンケート」をふまえると、観光と図

書館の融合を考えるにあたって、留意すべきポイントが２点ほどみえてくる。

まず１点目は、図書館による自己の可能性に対する意識である。

図書館の役割を限定的固定的にとらえるのではなく、「図書館が置かれた地域、および図書館

自身の状況をふまえると、どういう活動ができるか」という問いかけにより、新たな可能性へのアプ

ローチを積極的に模索していくオープンな意識が必要だと思われた。

なお厳密にいえば、草津町立図書館の場合は「新たな可能性」とはいえないが、自らの立地条

件や利用者像を常に認識しており、他の図書館にはみられない独自なポリシーによって運営され

ているという意味で、自己の可能性に対する意識の高さをうかがうことができる。

２点目は、活動評価の難しさの問題である。

これまでの図書館活動では「貸出冊数」や「登録者数」といった数値が重視される傾向にあった

が、昨今注目を集めている新たなサービスでは、そうした旧来のような「数値による評価」がしにく

いものも多くみられる。さらに、本論で考察している「観光と図書館の融合」となると、その図書館

の奉仕対象地域外への効果も考慮しなければならず、いっそう評価が難しくなる。

そうした困難さがあるにせよ、今後、観光と図書館の融合を進めていく場合には、例えば「図書

館がいかに地域文化の保存に貢献しているか」、「地域内外の交流をどのようにもたらしているか」

などの点について、なんらかの方法によって評価を行うことが必要になるだろう。

なお上記３館の他にも、観光を意識した取り組みを行っている図書館には、奈良県立図書情報

館、千代田区立千代田図書館、津山市立図書館などがある。こうした図書館の活動は図書館系

の文献で紹介されることはあるが、観光学系の文献で紹介されることがほとんどないため、観光学

の観点からの分析が今後必要である。
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4 本章のまとめ

4-1 まとめおよびメリット等についての考察

以上、図書館に関する様々な要素について、(A)図書館の基本的な要素との関連、(B)地域社

会との関連、(C)インターネットの発達との関連、(D)その他、に分類して、観光との融合の可能性

を具体的に考察した。実際の現場においては、各館の事情により現実的には対応が難しい提案

なども含まれていると思われるが、ここではできるだけ広い観点に立って検討を行った。「観光と図

書館の融合」という表現をみると「図書館へ観光に行くこと」というイメージを強く与えるかもしれな

いが、実に様々な連携の可能性があることが、本章の考察から浮かび上がってきた。

今後、「観光と図書館の融合」の実践にあたっては、本章であげた各要素を個々に着目しても

よいし、複数を組合せることも考えられる。また、観光や図書館、あるいは社会の変化などに伴

い、ここであげられていない新たな要素や可能性が今後出現することも十分にありうる。

本章で述べた各要素の典型的な活用方法をふまえて、「観光と図書館の融合」によってもたら

されるメリットを、「観光者」、「図書館」、「地域」のそれぞれについて簡単にまとめると以下となる。

①観光者にとってのメリット

図書館を利用することで地域に関する様々な情報が得られる。図書館員に地域のことを質問し

たり、図書館で行われる地域に関連した展示を観て学習したり、イベントに参加して地域との交流

を広げることもできる。また、地域情報のみならず観光中に疑問に思ったことの解決にも図書館の

蔵書は役立つし、観光中の息抜きスポットとしても利用できる。

また、観光中だけの利用に限らず、事前に訪問先のことを問い合わせたり、事後に交流を発展

させるなどのきっかけを与えてくれる。

②図書館にとってのメリット

観光者の利用を意識することで、活動の幅を広げ、地域内外の交流の場としても機能できる。

また様々な機関や団体と連携して情報を提供したり、イベントを行ったり、ＨＰのコンテンツを充実

させるなどにより、情報発信の拠点として存在感を示す。活発な活動や独創的なサービスを行うこ

とにより、視察を迎えて地域への関心を高めることもできる。これらによって地域貢献をはたす。
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③地域にとってのメリット

図書館を通じて観光者に地域の様々な情報を提供できる。また、図書館の持つ資料を活用し

たり、図書館が行っている課題解決型サービスのサポートを受けるなどして、まちづくりや観光振

興と図書館を連携させて地域を活性化し、地域の魅力を高めることができる。

なお、デメリットについて考えてみると、観光者および地域にとっては、特にこれといったデメリッ

トはなさそうに思われる。ただし、図書館にとっては、仕事が増えたり新たなサービスへの対応が

必要となるし、場合によっては図書館が混雑したり騒がしくなるなどのデメリットが考えられる。もし

こうしたデメリットが、従来からのサービスを大きく低下させたり、地域住民の利用をスポイルするよ

うなことになるようであれば、それらと引き替えにしてまで、観光と図書館の融合を進めるのは望ま

しいことではない。

4-2 効果からみた考察

『観光実務ハンドブック』（日本観光協会編, 2008, p.602）によれば「観光施設が提供する役割

には、目的的役割と補助的役割がある」との説明がある。この説明を応用して、図書館が持つ効

果を以下２点において考察してみよう。

①集客効果：図書館に行くことが観光の目的になるもの。

②補助効果：図書館にある資料や図書館が提供するサービスなどが、本来の観光目的に対し

て補助的な効果をもたらすもの。

まず「①集客効果」としては、「コレクション・文庫(A-1-3)」「イベント・行事(A-2-2)」「設計やデザ

インの効果(A-3-1)」「図書館への視察・見学(D-1)」が重要であると思われる。これらはいずれも図

書館を訪問すること自体が観光動機となりうる。「図書館とツアー(D-2）」も（多少特殊な事例では

あるが）ここに含められる。

また「②補助効果」としては、「地域資料(A-1-1)」「地域テーマに沿った蔵書(A-1-2)」「レファレ

ンスサービス(A-2-1)」「デジタル・アーカイブズによる情報提供(C-1)」「情報発信の多様化(C-2)」

が重要であると思われる。観光者が訪問地のことをより深く知りたいと思った際に、これらはいずれ

も非常に役に立ち、観光体験をより豊かにしてくれる効果が期待できる。これらの考察を表3-2に

まとめた。
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表 3-2 効果からみた項目の仕分け

なお、上記は典型的な効果についての分類であるが、実際には複合的な効果がもたらされる

点に留意が必要である。例えば、「地域資料(A-1-1)」「地域テーマに沿った蔵書(A-1-2)」は補助

効果がメインであるが、地域のことに興味を強く持つようになれば、「地域資料を閲覧するために

図書館に行く」ということが動機になることも考えられる。また「コレクション・文庫(A-1-3)」は集客効

果があるが、すでにそのコレクションに関連した資料館などが地域に存在する場合は、それと連

携することにより補助効果ももたらされる。また「イベント・行事(A-2-2)」は集客効果があるが、地域

文化を知るための観光に対しては補助効果もある。また「様々なサービスとの関連(A-2-3)」「まち

づくりとの連携(B-1)」などは、それ自体は集客効果も補助効果もあまりないが、図書館の活動を

地域外にアピールすることによって視察や見学などを招けば、結果的にある種の集客効果をもた

らすことになる。このように、基本的な効果以外に、観光者の意識や状況によっては別の効果を持

ちうるということも意識しておくべきである。

さらに『観光実務ハンドブック』(前掲, p.607)では、博物館や美術館や民俗資料館が観光には

たす役割として「集客効果」と「文化発信効果」をあげている。この「文化発信効果」について考え

てみると、図書館も地域の情報拠点として総体的に文化発信の機能を備えているし、特に昨今で

はインターネットを通じての情報提供（「デジタル・アーカイブズによる情報提供(C-1)」、「情報発

信の多様化(C-2)」）も、文化発信（あるいは地域情報の発信）として重要な役割を持っている。そ

してこうした「文化発信効果」は、地域への関心を集めるという意味で「集客効果」を持ち、コンテ

ンツの内容によっては「補助効果」ももたらすのである。

このように、「集客効果」「補助効果」「文化発信効果」という視点から各要素の特性をとらえ、そ

の効果をより高めるための方策を検討することも、融合の実践にあたって必要である。

①集客効果が強い項目
－コレクション・文庫(A-1-3)
－イベント・行事(A-2-2)
－設計やデザインの効果(A-3-1)
－図書館への視察・見学(D-1)
－図書館とツアー(D-2)

②補助効果が強い項目
－地域資料(A-1-1)
－地域テーマに沿った蔵書(A-1-2)
－レファレンス・サービス(A-2-1)
－デジタル・アーカイブズによる情報提供(C-1)
－情報発信の多様化(C-2)
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【補注】

(1) この種別については、根本（1999）を参考にした。

(2) この部分については、国立国会図書館（2007）などを参考にした。

(3) 例えば岡崎・梅宮（2009, p.55)は、まちづくりを進めるうえで一般的な段階として、［知る］段

階、［活かす］段階、［広げる］段階があるとして、「活動初期の［知る］段階では、まず住民が

地域資源を認識、発掘することが必要である」と述べている。

(4) 石田（2004）は、観光振興にあたって「郷土史家を発掘育成せよ」（p.184）と述べ、また「地元

で郷土教育にもっと力を」（p.188）とも述べている。

(5) 例えば八王子市中央図書館ではわらべうたをＤＶＤ化しているし、宇都宮市上河内図書館で

は民話をＤＶＤ化している。また、愛知川町立図書館では「町のこしカード」というシステムに

より、市民らと協力して地域文化の収集を行っている。全国の図書館で、このような地域文化

保存への取り組みがみられる。

(6) 根本(1999, pp.45-46)では、地域資料は地域に存在する様々な機関や団体が発行するもの

があるので、それらの機関や団体とこまめに接触し、連携を図ることによって、一般住民との

仲介役あるいは交流の場として機能することが必要だと説明されている。

(7) 大串（2008, p.247）は、「図書館は地域資料の積極的な提供を求め地域との連携を図り、地

域住民の認知度を上げることで収集の確実性を高めることが今後の課題となる」と指摘する。

(8) なお、ここでいう「地域テーマに沿った蔵書」は「地域資料」に含めて考えられることも多いが、

本稿では内容の違いを明確にするため、地域で作成され、地域のことを主題にしている資料

を「地域資料」とし、一般に流通している資料の中からテーマや内容が地域文化に関連を持

つものを集めた場合を「地域テーマに沿った蔵書」として区別した。

(9) 伊東（2008, p.36）は、「図書館を利用する最大の利点は、そこを通じて入手できる本の幅広

さにある。特に公立図書館は、乳幼児から老人まで、年齢に関わりなくすべての住民を対象

に整備されたサービスがおこなわれているところであり、いわば乳児向けの絵本から専門的

な学術論文まで、どのような種類の本や文献でも入手して利用できるところに特徴がある」と

述べて、図書館の多様性を強調している。

(10) 例えば帯広市図書館で、小学生を対象にして「午前中に図書館で動物について調べ、その

後動物園に移動して動物を観察する」という行事が開催された。（2009年7月29日）

(11) 例えば以下などの事例がある。
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－竹田市にある「Ｂ・Ｂ・Ｃ長湯」には、山岳図書13,000冊を保有する図書館があり、長期滞

在者へのアメニティを提供している。

－宮崎市の青島観光ホテル１階ロビーには「建築図書館」という図書コーナーがある。

－仙台市には「ライブラリーホテル東二番丁」、「ライブラリーホテル仙台駅前」というホテルあ

り、美術や建築系などの専門書が用意されている。

－奈良市のホテル日航奈良では、奈良県立図書情報館と連携して「千田稔（館長）が選ぶ2

0冊」というリストを用意し、宿泊者への図書の貸出サービスを行っている。

(12) ボワイエ（2006, p.217）は、想像された旅行（事前）、現実の旅行、延長された旅行（思い出）

という旅行における３つのフェーズに、それぞれ３種類の文学が対応すると述べている。また

「紀行文学」というジャンルがあったり、「読書と旅」や「本との出会い」などをテーマとする文献

が数多くみられることを考えると、観光体験と読書体験には「他者」「異文化」「学習」「交流」

などにおいて様々な関連性があると考えられる。

(13) 『図書館ハンドブック』（日本図書館協会, 2005, p.81）では「レファレンスサービス」とは「何ら

かの情報要求をもつ利用者に対して図書館員が行う人的援助である」と説明されている。

(14) これに関連する事例として、鎌倉市図書館では修学旅行用に鎌倉市のことを紹介したビデ

オの貸し出しをしている。

(15) 例えば千代田区立図書館では、「コンシェルジュ」というコーナーを設け、総合案内や図書

館内のガイドツアーを行っているほか、「街案内」業務として、古書店を案内したり、地域のお

すすめスポットやイベントの紹介なども行っている。

(16) 旅の販促研究所（2009, pp.134-139）によれば、旅先で情報を得る方法として、観光案内所

の利用は８割に達しているという調査結果があるとされているが、図書館で観光情報を得よう

とする人がいるかどうかについてはまったくふれられておらず、図書館の認知度が低いことが

うかがわれる。

(17) 図書館がイベントなどを行う根拠は、図書館法の第３条６号に「読書会、研究会、鑑賞会、映

写会、資料展示会などを主催し、及びその奨励を行うこと」とあるのに由来する。

(18) 『社会教育調査（平成20年度中間報告）』（文部科学省, 2009）

(19) 例えば兵庫県新温泉町では「ささゆり号」という移動図書館が、2007年から温泉地域へも巡

回を行っている。

(20) 図書館雑誌編集委員会 「特集にあたって」, 図書館雑誌, 102(6), p.368

(21) 薬袋秀樹（インタビュー） 地域を支えるこれからの図書館像, 開発こうほう, 2008年3月号,
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pp.1-10)

※なお、同記事のなかでインタビュアーが「青森市では駅前に図書館ができたことにより、買

い物ついでに図書館を利用する人が増えた」という主旨の発言もしている。

(22) こうした工夫は図書館が複合施設でない場合でも行うとよいと思われるが、複合施設の場合

には移動の負担が少ないので、より実施しやすいといえる。

(23) 古池（2002, pp.81-90）は、「“駅”が街になる」という論考のなかで、駅の多機能性や駅が情

報発信にはたす役割を考察している。

(24) 『日本の図書館 2008』（図書館協会, 2009）の統計によれば、年間開館日数が300日以上

ある図書館は510館あり、さらに330日以上の館も164館ある。また、閉館時間が19時以降の

図書館は1115館あり、21時以降の館も58館ある。

(25) 例えば、草津町立図書館や新潟市立中央図書館は地元が作成したガイドマップに掲載され

ている。

(26) このことは図書館法第８条で規定されている。

(27) 高知県と鳥取県での観光に関する相互展示は、図書館同士の交流がそもそものきっかけで

あったという。

(28) この分析は、大串（2002）を参考にした。

(29) 『社会教育調査（平成20年度中間報告）』（文部科学省, 2009）

(30) 森（2000, p.140）は、「（図書館ボランティアは）他の人々の生涯学習を支援するために、自

らの知識・技能を提供するものであることを明確にして活動を始めている。そして、他の人々

に生涯学習を支援することによって、自らに刺激と活力を得、自らの知識・技能を維持し、一

層高める必要から自らも生涯学習を継続する。図書館ボランティアはまさに生涯学習社会の

重要な担い手である」と述べている。

(31) 塩見（1991, pp.193-194）の対談で、図書館員が選書をする際に、平素からの住民との交流

が重要な役割をはたしている事例が語られている。

(32) これについては、大串夏身（2007）、バーゾール(1996)などで論考されている。

(33) 検索エンジンでのヒットやリンクなどのほかにインターネット上で存在を示すには、ＨＰに記載

したり、ブログで言及されるといった方法もある。従って、地域資料自体のデジタル化が難し

いのであれば、「情報発信の多様化(C-2)」や「ネットコミュニティの影響(C-3)」であげたような

工夫によって、「地域文化を知るのに貴重な資料が図書館にある」ということをうまくインター

ネット上でアピールする必要がある。
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(34) この箇所は、『別冊環(15)』（藤原書店, 2008）を参考にした。

(35) 『日本の図書館 2007』（日本図書館協会, 2008）によれば、全国の図書館のうち、2365館

（全体の約77%）がＨＰを開設している。

(36) 旅の販促研究所（2009, p.66）によれば、自治体の観光地情報サイトにアクセスした経験の

ある人は８割以上いるという。

(37) 第17回京都図書館大会実行委員会「第17回京都図書館大会記録集」（CD-ROM）より。実

施日：2008年９月３日、場所：同志社大学寒梅館／ACACEMIC RESOURCE GUIDEのＨＰ

（http://www.ne.jp/asahi/coffee/house/ARG/index.html）(downloaded at 2009.12.15)
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第４章 図書館を媒介役とする「観光者と地域とのコミュニケーションモデル」試案

1 モデルの構築にあたって

第３章では、図書館に関する様々な要素が観光と融合しうる可能性について具体的に考察し

た。本章では、それらを別の角度からとらえて分析を行う。

第３章で行った考察の内容について、「観光者と図書館の間で、どのようなコミュニケーション（1）

が交わされるか」という点に着目して見直してみると、一見すると図書館自体が観光者とコミュニケ

ーションをしているようにみえて、それらの中には、図書館が「観光者と地域との媒介役」として機

能しうるものがあることがわかる。

例えば、「観光者が地域のことについて、図書館で質問する」というシチュエーションでは、観光

者の「質問」という行為によって、図書館は「観光者は、このようなことを知りたいと思っているのか」

と認知することができる。さらにそうした情報を地域の観光課へ伝達すれば、地域内で情報を共

有することにつながり、図書館はコミュニケーションの媒介役として機能することになる。こうした一

連の情報フローは、観光者の質問を「発信」ととらえ、地域がこれを「受信」しているとみることがで

きる。また、「地域産業の活動を展示によって示す」という図書館でのイベントを想定してみると、こ

れは今度は、地域からの「発信」が、図書館を通じて観光者に「受信」されるというフローであると

いえる。このような観点に立つと、「観光者」と「地域」、「発信」と「受信」という四分法によってマトリ

ックスを構成し、その中心に媒介役としての「図書館」を設置するモデルが想定できると思われる。

こうした発想は「観光と図書館の融合」を考察することによって初めてとらえらることができるポイ

ントである。なぜなら「観光者が図書館を利用し、図書館も観光者の存在を意識する」という状況

を想定しない限り、こうした役割を図書館が担いうるということに気づくことは難しいからである。従

って、この媒介役としての機能について分析を行うことによって、「観光と図書館の融合」において

図書館がはたす独特な役割を考察するための手がかりがもたらされると考えられる。

そこで、これを一般化したモデルを試案として図4-1に示し、以下、このモデルについて解説を

する。
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図 4-1 観光者と地域とのコミュニケーションモデル

2 モデルの説明

まず、コミュニケーションの主体をそれぞれ「観光者」と「地域」 とする。また各主体においては（2）

「発信」と「受信」がある。これらの要素を、左半分を「観光者」とし右半分を「地域」とし、また上半

分を「発信」とし下半分を「受信」としたマトリックスを用意すると、図のように４つのフェイズにそれ

ぞれが配置される。双方の媒介役としての図書館は、このマトリクスの中心部に置かれる。また

「∞」（および内部の矢印）は、コミュニケーションの流れをイメージしている。

それぞれのフェイズで具体的にどのような内容が想定されるかを以下に列挙する。

図の① 「観光者－発信」

観光者が図書館に対して発信する主なメッセージとして、例えば以下などがある。ここでは、観

光者からの“質問”も発信とみなすことができると考えて示している。

観光者 地域

発信

受信

観光者は、地域の様々な情
報を図書館で得ることがで
きる。また、これがきっかけ
となり、さらなるコミュニケー
ション(①)にもつながる。

観光者にとって、図書館
が地域情報を得られる
「窓口」であると認識され
ることにより、図書館に対
して、様々な問いかけ（発
信）が発生する。

図書館を通じて、地域の情報を
「観光者（地域外）」に発信でき
る点に着目し、地域内で連携を
図ったり、コンテンツを充実させ
るなどにより、これを活用する。

図書館

①

②

③

④ 観光者が図書館で行う諸行
動（質問、閲覧、参加、視察、
会話）は、地域にとっても、貴
重な情報源（「他者の視点」）
となる。
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－地域に関する質問をする

－地域資料や特別コレクションなどを閲覧したり、資料について質問をする

－図書館で行われるイベントや行事に参加する

－観光パンフレットや市民活動のチラシなどを図書館で入手する

－図書館のＨＰやブログをインターネット上で閲覧する

－図書館を視察に訪問し、活動内容や市民との連携状況などを訊ねる

－観光施設や他の文化施設などについて、場所や概要を問い合わせる

図の② 「地域－受信」

上記①のメッセージを受信することによって、図書館は以下の情報を得ることができ、これを地

域へ還元することができる。

－観光者が、地域のどういう点に興味や関心を持っているのかを知ることができる

－地域に関することで、疑問に思っている事項を知ることができる

－地域住民が気づかなかった地域の魅力や観光資源を発見するきっかけが与えられる

－地域を紹介するのに不足している資料を知ることができる

－イベントや行事などの反応を通して、より効果的な情報発信方法についてのヒントが得られる

－観光パンフレットやガイドマップなどに、どの程度のニーズがあるかをつかむ

－ＨＰやブログへの注目度を知る。また検索キーワードなどで関心を測ることができる

－図書館の運営や自治体行政への関心を知ることができる

－観光施設や文化施設などのニーズを知ることができる

図の③ 「地域－発信」

地域は図書館を媒介役として様々な情報を発信する。ここでは、上記②によって得られた情報

も参考にして、情報の充実やわかりやすさなどへの対応が行われる。

－地域資料を提供する

－地域文化や地域テーマに関連した蔵書を揃える

－独自の資料を用意して、図書館の個性をアピールする

－地域文化を紹介するイベントなどを開催する

－まちづくりやＮＰＯ、市民などの様々な実践活動の状況を知らせる

－同人誌やミニコミ誌を展示して、地域の文化的活動の状況を知らせる

－地域で頑張っている企業や地場産業、地域ブランドなどを紹介する
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－観光スポットなどを紹介する

－ＨＰやブログで地域情報を発信する

－行政施策など自治体の諸活動について周知を行ったり統計情報を提供する

－ボランティア団体や市民活動グループとの交流の場を図書館が提供する

図の④ 「観光者－受信」

上記③を受けて、観光者は以下などを知ることができる。そして、さらに次のコミュニケーション

につながることも想定される。

－地域の様々な情報を得ることができる

－地域文化を理解することができる

－まちづくりや地域振興などの活動状況を知ることができる

－地域の住みやすさや行政全般の充実度などを測ることができる

－地域住民や職員などと交流する

全体のプロセスを改めて簡単にまとめると、①観光者が図書館で質問をしたり資料を閲覧す

る、②そうした行為を図書館がとらえて、「観光者が地域のどこに関心を持っているか」などを把握

する、③図書館は地域と連携して、様々な地域情報の発信を行う、④観光者は地域情報を図書

館で入手し、そこからさらに次の質問や交流が生まれる、となる。

上記の説明では便宜上「観光者－発信」をスタートとしているが、実際には特にどのフェイズが

スタートということはない。また、各フェイズは「∞」の矢印に沿って循環的なサイクルを持ってい

る。すなわち相互的に全体が関連しあい、コミュニケーションが進行したり、別のコミュニケーション

が派生する可能性を持つ。

なお、上記の中には、観光者と図書館員との直接的なコンタクトを伴うものと伴わないものがあ

るが、ここでは「コミュニケーション」を広くとらえてある。

3 モデルの意義と活用

このモデルの意義は、観光者と地域との関係において、図書館が媒介役としてどのような役割

を担うことができるかを、具体的なイメージを通して示すことにある。少々荒っぽい枠組みではある

が、観光と図書館の融合を実践していくにあたって、全体的な構造を大まかにとらえ、こうしたコミ

ュニケーションが行われうるという認識を持つのに、それなりの有効性があると考える。
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従来より、図書館はコミュニケーションの媒介機関としてとらえられてきた が、「観光者（地域住（3)

民以外の者）」が図書館を利用する場合に特に焦点をあてた考察はなされていなかった。「地域

外の者が、その地域のことを知りたいために図書館を利用する」という状況は意識されていなかっ

たといってもよい。しかし、すでに述べたように、こんにちの観光が「地域」を重視するようになり、

観光者が多様化・高度化すれば、訪問地の図書館を観光者が利用する機会も増えることが予想

される。また図書館の側も、新たなサービスを模索するなかで、観光者を利用者として想定すると

いう発想がありうる。そこで、観光者が利用した場合に、どのようなコミュニケーションが行われるか

（あるいは行われる可能性があるか）について、このようなモデルを参照することによって、図書館

のポジションを把握することができる。

まちづくりにとって、「よそ者」は重要な要素であるとよくいわれる 。しかし現実には、「よそ者」（4）

をどのように受け入れるか、交流の場をどのように設けるかなどについて課題も多い。また、「まち

の魅力は住民自身では気づきにくい」 という指摘もよくみられるが、実際に地域外からの感想を（5）

聞く方法を考えても、適当な手段がないこともあるだろう。そのような悩みを地域が抱えている場合

は、このモデルをふまえて、図書館が「よそ者」と交流し、地域外の声を聴く窓口として機能しうる

可能性について検討してみるとよいのではないだろうか。その際には、図書館側も観光者による

利用を歓迎し、図書館がコミュニケーションの場であるというイメージをしっかり持つことが大切で

ある。

また、このモデルが敷田・末永（2003）による「サーキットモデル（図4-2）」 によく似た構造を持（6）

っている点に注目したい 。敷田らはこのモデルについて、「（サーキットモデルは）よそ者の知識（7）

を活用して地域の持続的な発展を自律的に進める“デザインツール”となりうる」と述べ、またルー

プになっている点について、「何度も繰り返すことで順応的に管理を実現していくモデルである」と

指摘している。「サーキットモデル」と本モデルはイコールではないが、いくつかの類似点を持って

いることから、敷田らの理論を本モデルの分析に応用してみると、①観光者が発信する情報を活

用して、地域の持続的な発展を進めるヒントになる、②こうした循環的なコミュニケーションを持続

させていくことにより、図書館は観光者向けのサービスを洗練させ、観光者と地域のコミュニケー

ションをさらに促進する、という仮説が成り立つのである。ただし、この仮説の検証は今後の研究

課題である。
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図 4-2 敷田・末永による「サーキット・モデル」

（敷田・末永(2003)から転載）

なお、もちろん観光者と地域とのコミュニケーションは、図書館以外でも様々な場所で起こりうる

ことである。従ってここであげたモデルは、全体的な構造だけをみれば、場所の設定を観光案内

所や旅館や土産物屋としても、概ね類似したものになるかもしれない。しかし、図書館におけるコ

ミュニケーションには、図書館のもつ特性が何らかの影響を与えることが考えられるので、そうした

特性のうち主なものを以下に５点ほど指摘したい。

まず１点目として、図書館の独自性があげられる。吉田(2008a, p.135)が「公共図書館はコミュ

ニティの公的空間を構成する重要な要素であり、地域住民のアクセスを確保する点において、他

の文化機関が担うことのできない固有の役割を有している。そして図書館の持つ様々な機能は、

そうした公共空間を動的に創出するための可能性を内包している」と指摘するように、図書館は地

域のなかで他に代替のできない機能を有している。このことは、観光者にとって図書館が必要な

用件は、他の施設では代用しにくいことを意味している。

２点目として、図書館の開放性があげられる。これを植松（1998, p.10）は、「公共図書館は、す
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べての公共施設のなかで、あらゆる年齢層の利用者を対象とする施設であり、無料で開放されて

いて開館時間中であれば自由な時間に訪れることができ、自由に館内の室・スペースを利用し

て、自分の目的とする行動をし、好きなだけとどまることができる、唯一の施設であるという特徴を

持つ」と説明する。こうした図書館が持つ自由度や開放性は、観光者にとっても、図書館の利用を

容易にさせ、コミュニケーションを促す大きな要素である。

３点目として、図書館にはある種の安心感や信頼性をもたらす雰囲気があることがあげられる。

これには、①吟味された資料があること、②図書館員という専門家がいること、③「知の殿堂」を感

じさせるような厳かさが存在すること、などが背景にあると考えられる。このことによって、「様々な

質問に答えてもらえそう」という期待により観光者も安心して図書館を利用することができるし、そ

こで交わされるコミュニケーションにも信頼性が与えられることになる。

４点目として、図書館は平素から住民が利用しているという点があげられる。古池（2007, p.13

2）は、「観光化という現象が空間的に限定的な場合、その進行は、観光／非観光の図式を生み

やすく、観光空間として孤立することがよく見られる」と述べて、観光空間が閉鎖的で表層的なも

のになりやすいことを指摘している。しかし図書館は、地域住民が日常的に特段の目的もなく利

用できる施設であって、観光空間ではない。すなわち、図書館で交わされるコミュニケーション

は、いわば「観光モード」ではなく「日常生活モード」だと考えられるのである。

５点目として、図書館はそもそも公共施設であり、いわゆる「ビジネス原理」とは関係がない。観

光施設でよくみられるような「商売っ気」や「売らんかな」という雰囲気とは無縁である。また他の公

共施設では利用にあたって費用が発生したり、サービスの対価を求められる場合もあるが、図書

館はコピーサービスなどごく一部を除いて、基本的に無料で利用できる施設である。こうしたこと

は、観光者が図書館を訪問する際の心理的な敷居を低くすると考えられる。

上記であげたような特性がもたらす効果によって、図書館で行われるコミュニケーションには、

観光者にとって訪問先の他の場所や施設で行うコミュニケーションとは異なる性格を持つ可能性

が生じる。媒介役としての図書館も、このような特性を持っていることを理解し、観光者と地域との

コミュニケーションを促進させるために、さらにその特性を有効に活かす方法を考えていくべきで

ある。

4 モデルの留意点

なお、このモデルに関連して、以下の点に留意が必要である。
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①利用者が観光者かどうかは外見だけでは判別が難しい。また、たんに書架を眺めているだけの

人に「どちらからいらっしゃいましたか」と訊ねるわけにもいかない。従って、図書館員への問い

合わせなどの機会をうまく利用し、観光者であることを確認して、コミュニケーションや提供する

サービスの方向性を必要に応じて切り替えることが求められる。

②図書館は、受信と発信の媒介役であることを意識し、観光者とのコミュニケーションによって得ら

れた様々な情報を、図書館内でとどめておくのではなく、地域に還元する意識を持つことが大

切である。例えば、「地域で行われている祭りの由来についてしばしば問い合わせがある →

観光協会にこうした状況を伝えて、観光パンフレットに由来をわかりやすく明記してもらう」という

ように、地域内の連携を図るようにすべきである。

③本モデルは、第３章の具体的な考察をベースに、筆者の図書館での実務体験や観察、図書館

員への取材などをふまえたものであるが、十分な実証には至っておらず、「このようなコミュニケ

ーションが想定される」という試案である。コミュニケーションの具体的な内容については他にも

様々なものがあると思われるし、コミュニケーションが観光者、図書館、地域へどのような効果を

及ぼすかについてもさらに研究が必要である 。(8)(9)

【補注】

(１） ここでいう「コミュニケーション」とは、発話や行動などによってなんらかの意思表示をしたりメ

ッセージを交換することを意味する。

(2) このモデルでいう「地域」とは、地域住民や自治体、企業など、その地域の当事者の総称のこ

とを意味する。

(3) すでに引用したように、『図書館情報学用語辞典』（日本図書館情報学会用語辞典編集委員

会編, 2007, p.174）では、図書館は「社会における知識や情報の伝播を円滑にするコミュニ

ケーションの媒介機関としての役割を果たす」と説明されている。

(4) 例えば、藤崎（2002, p.60）は、「観光まちづくりに“よそ者”が必要とされる理由」という見出し

で論考を述べている。

(5) 例えば、川口（2003, p.96）は、「まちの魅力は住民視点だけではわからない」と指摘する。

(6) 敷田麻実・末永聡（2003）, p.32 ／ このモデルについて簡単に説明しておく。まず①にお

いて、地域やコミュニティで参加者が知識を開示する（これを筆者らは「店を開く」と表現して

いる）。次に②において、地域内やコミュニティ内でネットワークが形成され、知識が共有され
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る。次に③において、学習コア（発信のためのツール）が形成され、④において外部への発

信がなされる。次に⑤において、それらが外部で認められ、イメージが形成される。次に⑥に

おいて、学習コアにそうした外部からの情報が取り込まれ、ルールとロール（役割）について

の確認がなされ、これが次の①へとつながる。

(7) 両者ともに、構造的に４つのフェイズをもっており、コア部分を経由した情報の循環構造を持

っている点。また敷田モデルでいう「外部」と「内部」はそれぞれ「観光者」と「地域」に、「形

成」と「発信」はそれぞれ「受信」と「発信」に対比できると考えられる。

(8) このモデルについて、観光に意欲的な取り組みをしている図書館（草津町立図書館、高知県

立図書館、鳥取県立図書館）にアンケートで取材した結果、以下の感想を得た。

－観光者と地域との仲介機能を図書館がはたしていると思うので、このモデルは概ね妥当だ

と思う。ただし実際には、図書館でコミュニケーションが完結してしまいがちで、行政当局や

関連団体への情報発信までおよばないことがある。（草津）

－このように図書館が機能すると良いと思うが、実際にこうしたコミュニケーションが成り立って

いるかどうかの検証が難しい。（高知）

－観光者といっても様々だし、図書館にもどういう資料をどのように提供すべきかという思いが

それぞれにあるので、モデルを一般化できるかどうか難しい。（鳥取）

(9) さらにこのモデルをふまえた理想的な状況を述べると、観光者と地域との間でコミュニケーショ

ンが交換される過程の中で、コミュニケーションがよい影響を与えて、相互の親近感や信頼性

が高まるといった深化を遂げていくことが望ましい。いわば、モデル図の平面に対して垂直な

「コミュニケーション親密度」のような評価軸を設定したとすれば、すこしずつ「∞」が上方にあ

がっていくような「∞スパイラル」状の状況が生まれることが期待される。



- 90 -

第５章 まとめ

1 本研究によって示されたこと

本研究では、観光と図書館が持っている課題について「両者の融合が、双方の課題解決に役

立つのではないか」という仮説をもとに、図書館の特性が観光と関連性があることをまず示したうえ

で、図書館の資料・サービス・施設や、図書館の地域との関連やインターネットの発達との関連な

ど様々な点から、観光と図書館が融合しうる可能性を具体的に考察した。その結果、融合の可能

性があること、またそれにより双方および地域に様々なメリットがもたらされる可能性があることを示

した。さらに、これらの考察をふまえ、図書館を媒介役とする「観光者と地域とのコミュニケーション

モデル」を試案として示した。

これまでにも図書館によっては、観光者に対応したり、観光ポスターの展示を行ったり、観光情

報の問い合わせに応えるなどが行われていた。また最近では、観光に関する取り組みを積極的

に行う図書館もみられるようになってきた。しかし図書館界全体で総体的にみれば「観光」への配

慮はあまりなかったといってよい。

一方、観光においても「図書館」はこれまでほとんど考慮されることのない要素であった。ここで

示された可能性が実践で活かされるためには、図書館が観光を意識し、観光が図書館を意識し、

さらには地域が両者を融合させようと意識することが必要である。本研究がそのきっかけをもたら

すことを期待するものである。

麦屋（2009, p.235）は「観光まちづくりを１軒の家にたとえて考えてみる。玄関・廊下・台所・応

接間・寝室はどこになるだろうか。玄関は空港、駅、高速道路のインターチェンジや道の駅、駐車

場、廊下は玄関から観光資源や施設までの道路、散策路、遊歩道、台所は田畑や海、川、そして

レストランだろう。応接間を考えると、特定の文化財や名所旧跡、温泉など観光関連施設だけが

観光客を迎え入れる応接間ではない」と述べ、家を比喩とした観光まちづくりのイメージを示して

いる。この比喩を借りるならば、図書館はまさにまちの書斎であろう。しかし、「観光と図書館の融

合」という試みはそれだけにとどまらず、「寝室には愛読書があり、応接間には画集があり、リビン

グには趣味のハウツー本がある」というような「家のあちこちに本が置いてある状態」に喩えるほう

がより適当だと思われる。図書館の持つ情報や機能やノウハウが観光と融合するためには、図書

館が地域の書斎として存在するだけではなく、地域の様々な場所において、あるいは観光の様々

な場面において、図書館が活躍することが望ましいのである。
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2 融合によってもたらされる「新たな価値」について

第１章で、「“融合”とはお互いの要素を連携・活用・協働しあうことによって、新たな価値が創造

されること」と述べた。では、観光と図書館の融合がどのような「新たな価値」をもたらしうるかにつ

いて、改めて指摘してみよう。

まず、図書館にとっては、「新たな利用者の出現」という点があげられる。これまで多くの図書館

では観光者を利用者として特に意識してこなかったので、融合によって図書館に新たな利用者が

出現することになる。また、図書館を新たに「観光者と地域との交流の場」としてとらえることもあげ

られる。従来から図書館は交流の場であったが、地域外から来訪する観光者と地域住民との交流

の場としての意識が新たに生まれるのである。

次に、観光にとっては、「図書館も観光資源である」という認識をもたらす。博物館や動物園な

どはすでに観光資源として認知されているが、これまで図書館が観光資源であるというとらえ方は

ほとんどされてこなかったので、新たな観光資源が生まれることになる。また図書館を、地域情報

や観光情報を提供したり、観光と様々に連携しうる機関としてとらえる見方をもたらす。これはすな

わち図書館が新たな「観光のインフラストラクチャー」として出現することを意味する。

さらに地域へは、「図書館は、“まちづくり”という営為の記録を次世代に残す仕組み」という認

識をもたらす。持続的な営為としてまちづくりをとらえた時、記録の保存は重要な事項であるが、こ

こで図書館が社会的な記憶装置であり、地域文化の可視化装置であり、情報の濾過装置である

ことを意識すれば、「まちづくり」の記録を図書館が担うことについて地域として共通の理解ができ

る。そして、図書館が観光と融合することによって、たんに記録を保存するだけではなく、観光者

（地域外の人々）にも、まちづくりの有り様に関心を持ってもらったり、地域文化との関連を理解し

てもらうことができ、そこから様々な反応を得たり、交流につなげることができるのである。

また、図書館が観光を意識した活動を行うことによって、地域住民にも新たな周知効果をもたら

す可能性があるという点も強調したい。地域住民が地元の観光案内所に行く機会はあまりないだ

ろうが、図書館は日常的に利用される施設である。そうした場所で地域文化や地域の観光資源を

アピールしたり情報を提供することによって、地域住民も日常生活のなかで地元の文化や観光情

報を知る機会がもたらされる。このように「地域住民に対して、地域の観光情報を周知する」という

ユニークな役割を図書館に与えることができる。

石森（2008）は、地域住民が主役となり、地域住民が誇りを持つことのできる地域資源を持続可

能な形で訪問者（観光者）に提供することにより、地域住民と訪問者がともに感動や幸せを共有で
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きるような「新しい観光の創造」が、日本が観光立国を推進する際の最重要課題であると主張して

いる。これまでの考察をふまえると、観光と図書館の融合はこうした「新しい観光の創造」にも、貢

献しうる可能性を持っていると考えられるのである。

3 融合にあたって留意すべき点について

観光と図書館が融合する際に留意すべき点は、第３章でもそれぞれ指摘してきたが、最後に総

論として特に留意すべき点を述べる。

これまで述べてきた「観光と図書館の融合」というテーマは、視点を変えると、図書館にとっては

「地域住民以外へのサービスをどう考えるか」という問題に帰着する。図書館は条例や財源でみ

れば地域住民へのサービスが基本であるが、公共施設という点でみれば、地域住民であるとない

とに関わらず、誰でも平等に利用することができる。しかし、例えば「資料の貸出」についてみて

も、「地域住民以外の利用者登録を認めるか」、「地域住民以外へ資料の貸出を認めるか」などは

図書館によって対応が様々である。図書館が提供するサービスの中には、地域住民と地域外住

民に対して同じように対応できる部分と対応しにくいものが存在しているのである。

同様に「観光と図書館の融合」についても、「図書館が観光に寄与することによって、地域のた

めになる」という考え方もあれば「そこまで図書館がする必要はない」という考え方もあるだろう。さ

らに「現実問題として、予算や人員の問題から対応が難しい」という事情などもあって、取り組み方

は様々になると思われる。本研究は、「すべての図書館が観光との融合を意識せよ」とか「観光振

興には図書館が不可欠」などと主張するものではないが、図書館と観光と地域が共に活性化しう

る方策のひとつとして、「観光と図書館の融合」について具体的な実践が進むことを期待してい

る。その際にどのようなスタンスをとるかは、地域における図書館の位置づけや地域全体の特性な

どと合わせて、各自治体それぞれが検討しなければならないが、そこでは、地域住民も当事者意

識を持って意見を表明したり議論に参加することが必要である。これはまさに、これからの観光が

「地域主導型」になるべき方向性と同じである。

4 今後の課題について

「観光と図書館の融合」をテーマとする先行研究がないため、本研究では、今後の研究の出発

点となるべく、図書館の諸要素からみた融合の可能性をできるだけ網羅的に考察することを主眼

とした。従って今後の課題としては、融合の実践にあたって検討すべき点を、より詳しく考察するこ
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とが必要である。その際にはそれぞれの地域によって、観光や図書館などをめぐる状況が異なる

ため、一般化できる部分と個別に判断すべき部分があると思われる。また参考事例としてあげたも

のについても、より詳しい調査や分析も必要である。

さらに関連するテーマとして、①専門図書館や大学図書館など公共図書館以外の図書館と観

光との融合の可能性、②海外における観光と図書館の融合事例、③図書や読書体験と観光との

関係、などの研究も必要だと考えている。

また「観光者と地域とのコミュニケーションモデル」についても、社会学などの知見をふまえて理

論的な裏付けを精緻化し、現場へのフィールドワークも行うなどにより、さらに考察を行う必要があ

る。
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付属資料１

参考事例リスト
（本論の「第３章 融合の可能性についての具体的考察」に対応）

【A-1-2 地域テーマに沿った蔵書】

図書館名 内容
浦河町立図書館 サラブレッドコーナー（馬牧場が多いので）
音更町図書館 伊福部昭資料室（伊福部にゆかりの地なので）
市立士別図書館 羊関連資料を収集（牧羊の盛んな土地なので）
市立富良野図書館 ワインコーナー（ワイン作りの盛んな土地なので）
紋別市立図書館 流氷やオホーツク海に関する資料を収集
弘前市立弘前図書館 リンゴ関連資料を収集（リンゴにゆかりのある地なので）
北茨城市立図書館 石炭産業関連資料を収集（かつて常磐炭田の中心地だったこ

とから）
草津町立図書館 温泉、高山植物、スキーの重点収集（いずれも同地に関連が

深いので）
戸田市立図書館 漕艇関連資料を収集（荒川、戸田競艇などボートにゆかりのあ

る地なので）
福生市立中央図書館 立川基地関連資料を収集（立川基地があるので）
あきる野市五日市図書館 自由民権関連資料を収集（“五日市憲法草案”にゆかりのある

土地なので）
千代田区立図書館 出版関連資料を収集（出版社や出版業が地場産業なので）
佐渡市立真野図書館 能や狂言関連資料を収集（佐渡島に能舞台が多いので）
越前市中央図書館 源氏物語関連資料を収集（旧武生市の時代に、町名に源氏物

語の各巻名が用いられた歴史から）
佐久市立臼田図書館 宇宙関連資料を収集（宇宙観測所があり、「星のまち」をアピー

ルしているので）
中津川市立済美図書館 林業や石材関連資料を収集（市の主要産業なので）
富士宮市立中央図書館 富士山関連資料を収集（富士山にゆかりのある地なので）
常滑市立図書館 陶磁工芸、窯業関連資料を収集（同市の主要産業なので）
守山市立図書館 蛍関連資料を収集（ほたるにゆかりのある地なので）
芦屋市立図書館 村上春樹、小川洋子のコーナー（作家にゆかりのある地なの

で）
姫路市立城内図書館 城郭関連資料を収集（姫路城の一角にあり、また「日本城郭研

究センター」の一部門としても機能）
勝山市立図書館 恐竜関連資料を収集（恐竜の化石が多く出土するので）
島根県立図書館 竹島関連資料を収集（島根県に属しており、関心を集めている

ので）
倉敷市立玉島図書館 良寛文庫（良寛がこの地で修行したことから）
広島市立中央図書館 被爆文献資料を収集（被爆地なので）
呉市立中央図書館 海の文庫コーナー（瀬戸内海や海軍にゆかりの地なので）
尾道市中央図書館 林芙美子コーナー（作家にゆかりのある地なので）
徳島県立図書館 橋と川に関する資料を収集（橋や川が県内に豊富なので）
佐世保市立図書館 旧海軍資料を収集（海軍にゆかりの地なので）
別府市立図書館 温泉コーナー
中津市立小幡記念図書館 福沢諭吉関連資料を収集（諭吉にゆかりの地なので）
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【A-1-3 コレクション・文庫】

図書館名 内容
幕別町図書館 「北の本箱事業」（全国の著名人から蔵書の一部を図書館に寄贈し

てもらっている）
八雲町立図書館 徳川文庫（旧尾張藩主徳川慶勝が同町を開墾した経緯などから徳

川家と同町はゆかりが深い）
群馬県立図書館 小野寺文庫（養蚕関連資料）
桐生市立図書館 羽仁文庫（羽仁五郎の寄贈による文庫。洋書、和書、雑誌合わせて

約2万点）
神奈川県立図書館 ベストセラーズ文庫（明治以降約130年間のベストセラーを所蔵）
神奈川県立川崎図書 社史コレクション（会社史、経済団体史、労働組合史など、約1.4万
館 冊を所蔵）
茅ヶ崎市立図書館 市民文庫 斎藤昌三文庫（初代館長でもあった読書人斎藤昌三の

コレクション）
湘南大庭市民図書館 マイアミビーチ文庫、片山哲文庫、古在由重文庫など藤沢ゆかりの

文庫多数
小千谷市立図書館 西脇順三郎記念室（小千谷出身の詩人西脇の洋書や絵画、原稿な

ど）
富山県立図書館 洗足学園富山文庫（洗足学園魚津短期大学による近代文学関連資

料を引き継ぐ）
金沢市立玉川図書館 近世史料館に加越能文庫など約８万冊の史料を所蔵
福井県立図書館 松平文庫（日本史において非常に評価の高い重要史料）
豊橋市中央図書館 司文庫（丸善相談役の司忠の寄贈による）
京都府立図書館 教科書のコレクション（小中高の教科書約２万冊を所蔵）
京都市醍醐図書館 「醍醐図書館だけが持っている絵本」（他では閲覧しにくい絵本を約

170冊所蔵）
向日市立図書館 椿コレクション（渡邊武による日本中の椿に関するコレクション、約1,

500点）
奈良県立図書情報館 戦争体験文庫（戦中・戦後の生活や社会の様子を記録した資料）
出雲市立大社図書館 おおやしろ文庫（出雲大社からの寄贈書約1,400冊）
田布施町立田布施図 岸文庫・佐藤文庫（岸家、佐藤家からの寄贈書）
書館
愛媛県立図書館 伊予俳諧文庫（高浜虚子の虚子文庫などを含む俳諧関連資料）
大村市立図書館 大村家史料、彦右衛門文書（隠れキリシタン関連など）
熊本市立図書館 蘇峰文庫（徳富蘇峰の自著を中心に約400冊）
宮崎県立図書館 杉田文庫（日本の俳諧三大文庫のひとつとされる）
沖縄県立図書館 琉球王国時代の文書などの特殊文庫を所蔵

※『公共図書館の特別コレクション所蔵調査報告書』（日本図書館協会編, 1997）によれ
ば、全国の 308 館に 735 件のコレクションが存在する。（ただしこの文献には、本研究
でいう「地域テーマに沿った蔵書」なども含まれている）
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【A-2-2 イベント・行事】

※ 2008 年の実施事例。『図書館年鑑 2009』より採録。

図書館名 内容
北海道立図書館 歴史講演会「資料で語る北海道の歴史」(9/20)
むつ市立図書館 「映画監督川島雄三生誕90周年展」(8/6-9/7)（→川島はむつ市出身）
五戸町図書館 「昭和の五戸町風景写真展及び民具展」(8/9-17)
岩手県立図書館 「斎藤實伝－生誕150周年記念展」(12/15-2009.1/25)（→斎藤は岩手県出身）
仙台市図書館 歴史講座「政宗の長女、五郎八姫と下村愛子」(11/22)
秋田市立図書館 市民文化講座「江戸文学と秋田」(9/23-10/13)
横手市立図書館 企画展「佐々木康の世界」(7/22-8/24)（→佐々木は横手市出身の映画監督）
上山市立図書館 市民講座「上山文学散歩」(第二土曜）
いわき市立図書館 企画展「地名の変化にみる いわきの近代化展」(10/11-11/30)
柏市立図書館 「柏の“まち”を知る歴史資料・写真展」(10/21-11/1)
山武市立図書館 「私のイチオシ本（お勧めしたい本の手作りＰＯＰ募集）」(1月）
袖ヶ浦市立図書館 「ようこそ図書館へ 子ども読書の街袖ヶ浦（図書館まつり）」(10/18-19)
船橋市図書館 展示会「浮世絵に描かれた房総」(10/31-12/14)
新潟県立図書館 「小熊ゆかり コンサート」(10/4)（→小熊は新潟県出身）
新潟市立図書館 「ほんぽーとマンガ大学（県内出身マンガ家らによるシンポジウムなど）」(9月）
見附市図書館 地元の文化を学ぶ講座「郷土を知ろう」(11/2-)
山梨県立図書館 文化講座「山梨百科」(6月, 9月, 11月）
都留市立図書館 「谷のまち・史（ふみ）の里 まちの記録・記憶展」(10/28-11/9)
韮崎市立図書館 「保阪嘉内 宮沢賢治 花園農村の碑」碑前祭(10/18)
荒川区立図書館 荒川区の10代が選ぶ100冊・心に残った大切な一冊」(12/1)
江戸川区立図書館 企画展示「江戸前の海」(7/16-31)
北区立図書館 展示「赤レンガ・近代産業」(9/26-11/26)
江東区立図書館 郷土資料講演会「時代を越える芸の世界－庶民に愛された下町大衆芸能」(11/22)
台東区立図書館 郷土史講座「隅田川をめぐる文化と歴史」(2-3月)
中野区立図書館 展示「中野交通ノスタルジイ」(3/1-9/25)
昭島市民図書館 地域史講演会「昭島の玉川上水と水車」(12/6)
青梅市図書館 講演会「私の東京、私の青梅（浅田次郎）」(3/15)
小平市立図書館 写真展「小平市郷土写真展」(2/2-3/6)
府中市立図書館 テーマ展示「ハス博士大賀一郎と府中」(7/7-8/4)
魚津市立図書館 講座「米騒動90周年記念歴史講座」(11/18)
加賀市立図書館 講座「ふるさと歴史講座」(10/17-11/7)
白山市立図書館 企画展示「図書館利用者が作られた絵本メッセージカード」(4/1-2009.3/31)
中能登町立図書館 「中能登検定（図書館まつりのイベント）」(8/2)
福井県立図書館 展示「福井再発見ふるさとの地図－ちょっと昔の福井を見る」(2/5-24)
福井市立図書館 展示「福井の桜風景『桜木町』という地名をたずねて」(3/22-4/30)
豊橋市図書館 展示「東三河の作家展」(10/25-11/24)
蟹江町図書館 企画展「黒川紀章の軌跡」(1/12-27)（→黒川は蟹江町出身）
亀山市立図書館 パネル展示「鈴鹿川の環境」(5/30-6/30)
和歌山県立図書館 開館100周年記念事業・記念講演「紀州人（津本陽）」(7/11)
大山町立図書館 民工芸品展示(10/2-15)
日野町図書館 セミナー「生田長江入門セミナー」(1/19)（→生田は日野町出身の小説家）
岡山県立図書館 講座「岡山の正月行事－各地に伝わる興味深い習わし」(12/6)
広島市立図書館 講演会「広島は私の街－新藤兼人監督と広島」(8/23)
周南市立図書館 特別資料展示「周南ゆかりの書画展」(3/7-13)
萩市立図書館 講演「益田親施の時代－幕末の政治社会」(3/14)（→益田は萩藩家老）
土庄町立中央図書館写真展「73年前の小豆島」(4/8)
佐賀県立図書館 企画展「肥前の古武道」(10/17-11/24)
諫早市立図書館 展覧会「諫早市中学校美術教師作品展」(2/9-17)
熊本県立図書館 パネル展「人吉・球磨地域情報パネル展」(3/1-31)
水俣市立図書館 講演「蘆花文学のおもしろさ」(11/1)（→徳富蘆花は水俣出身）

西原町立図書館
記念講演会「過去を振り返り、未来を展望する－沖縄を見つめて48年（ランドフル・ス
ラッシャー）」(8/10)
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【A-3-1 設計やデザインの効果】

図書館名 内容
置戸町生涯学習情報センター 新聞・雑誌コーナーに薪ストーブを設置したり、「木と暮

らしのコーナー」など多様なコーナーを設置。
石狩市民図書館 「図書館の中に賑わいをつくろう」をコンセプトに、レイア

ウトやデザインを工夫。
斜里町立図書館 昭和４年に建設された旧斜里町役場を図書館として利

用。
水戸市立西部図書館 ドーム状の閲覧室と楕円形の回廊が話題になった。“

吉田五十八賞”を受賞。
文京区大塚公園みどりの図書室 ドイツの山小屋風。屋外の公園で閲覧が可能。
本郷図書館鴎外記念室 森鴎外の屋敷跡。
秦野市立図書館 丹沢が近いので、山小屋をイメージしたデザイン。
藤沢市総合市民図書館 「本の中に入る」をコンセプトに、館内あちこちに閲覧席

を用意。
勝山市立図書館 合掌造りにからくり時計というユニークな建物。
上野原市立図書館 ドーム型の建物で「リンデンドーム」と呼ばれる。館内の

床はカーペット敷き。
各務原市川島ほんの家 展望台ラウンジがある。
浜松市佐久間町図書館 林業の町なので、ロッジ風の木造建築。ロビー中央に

樹齢百年の杉の大黒柱がある。
志摩市立阿児図書館 瀟洒な洋館風の建物。
大阪府立中之島図書館 ネオバロック様式の重厚な建物。重要文化財に指定さ

れている。
出雲市立大社図書館 可愛いデザインで「でんでん虫」の愛称で呼ばれてい

る。
山口県立山口図書館 煉瓦造りの書庫は、現在「クリエイティブ・スペース赤れ

んが」として活用されている。
宇和島市立簡野道明記念図書館 陣屋を復元した建物で、中には茶室もある。
北九州市立中央図書館 磯崎新の設計による、ユニークなデザインとレイアウト

が特徴。
苅田町立図書館 パティオや野外読書席などがあるユニークなデザイン。
伊万里市民図書館 中庭を開放したり、「のぼりがまのおへや」「イスの木の

コーナー」など多様なコーナーを設置。
唐津市近代図書館 クラシックな洋館を思わせるデザイン。
五島市立図書館 天守閣風な建物。
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【A-3-2 複合施設の効果】

図書館名 内容
大空町女満別図書館 駅舎と一体の施設。
厚岸図書情報館 駅に隣接しており、「情報プラザ」が集いの場になっている。
石狩市民図書館 地場産品を販売する売店が設置されている。
北広島図書館 駅前の立地であることから“旅”のコーナーを設置。
滝上町図書館 バスターミナルとの複合施設のため、観光シーズンになると案内

はもちろん、荷物を預かったり宿の手配も行うことがある。（アン
ケートより）

日高町立日高図書館郷 道の駅に隣接しているため、観光シーズンはトイレの利用が多
土資料館 い。（アンケートより）
浦河町立図書館 総合文化会館との複合施設。ショッピングセンターやホテルとも

隣接。
弘前市立弘前図書館 郷土文学館と併設。
青森県立図書館 近代文学館を館内に有する。
塩竃市民図書館 「壱番館」という総合センター内に設置。“タイムシップ塩竃”とい

う郷土博物館的ミニコーナーもある。
美里町近代文学館 図書館、ギャラリー、千葉亀雄記念文学室で構成。
鹿角市立花輪図書館 民俗資料室が付設されている。
庄内町立図書館 内藤秀因水彩画記念館と併設。
塙町立図書館 磐城塙駅および塙町コミュニティプラザと併設。
日立市立記念図書館 「日立シビックセンター」の一角にあり、科学館や音楽ホールと併

設。
大平町立図書館 公民館、町民ホールなどが集まって総合的な“文教ゾーン”を形

成。
戸田市立図書館 郷土博物館が図書館内にある。
町田市立中央図書館 「エルムビル」という複合施設内に設置。同施設にはホテルもあ

る。
文京区真砂中央図書館 ふるさと歴史館が隣接。
福生市立中央図書館 郷土資料館を併設。
厚木市立中央図書館 「厚木シティプラザ」という複合施設内に設置。
新潟県立図書館 新潟県立自然科学館に隣接。
三条市立図書館 三条市歴史民俗産業資料館に隣接。
上越市立高田図書館 小川未明文学館が図書館内に併設。
新潟市立中央図書館 「ほんぽーと」という愛称で、多目的ルームなどの設備が充実。
小浜市立図書館 再開発によって整備された繁華街の複合ビルの４～６階をしめ

る。
藤枝市立図書館駅南館 「BIVI藤枝」という複合施設内にあり、駅にも隣接。
常滑市立図書館 陶芸などの展示室がある。
宇治市中央図書館 宇治市文化センター内にあり、文化会館、歴史資料館、中央公

民館との複合施設。
和歌山県立図書館 「きのくに志学館」という名称で、文化情報センターの一角をしめ

る。
徳島県立図書館 文化の森総合公園内の一角にある。
高松市図書館 「サンクリスタル高松」という総合施設内にあり、菊池寛記念館、

歴史資料館が併設。
福岡市総合図書館 福岡市文学館を併設。
熊本県立図書館 「温知館」という名称で、図書館と近代文学館が併設。
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【B-1 まちづくりとの連携】
＊まちづくりとの関連でよく紹介される図書館の事例を紹介した文献

［浦安市立図書館］
・竹内紀吉（1985）図書館の街・浦安, 未来社, 227p.
・竹内紀吉（1989）浦安の図書館と共に, 未来社, 231p.
・常世田良（2003）浦安図書館にできること, 頸草書房, 270p.
・鈴木康之（2004）浦安図書館を支える人びと, 日本図書館協会, 301p.

［置戸町立図書館］
・図書館問題研究会（1981）まちの図書館, 日本図書館協会, 424p.
・澤田正春（1992）山あいの図書館と地域のくらし, 日本図書館協会, 251p.

［斐川町立図書館］
・白根一夫（2008）町立図書館をつくった, 青弓社, 315p.

［静岡市立御幸町図書館］
・竹内比呂也・豊田高広・平野雅彦（2007）図書館はまちの真ん中, 頸草書房, 180p.

［その他の文献例］
・岩田雅洋（2000）図書館をつくる, アルメディア, 219p.

（府中市、東村山市の実践記録）
・扇元久栄ほか著（1997）図書館づくり運動実践記, 緑風出版, 348p.

（仙台、鶴ヶ島、伊万里の実践記録）
・小林幸三（2003）枝幸図書館物語, 文芸書房, 107p.

（枝幸図書館について）
・鈴木雄介（1998）図書館は楽しさいっぱい, 静岡教育出版社, 191p.

（竜洋町立図書館について）
・ちばおさむ（1992）本のある広場, 教育史料出版会, 238p.

（墨田区図書館について）
・増田浩次（1997）苅田町立図書館の 3000 日, リブリオ出版, 135p.

（苅田町立図書館について）
・身近に図書館がほしい福岡市民の会（2006）おーい図書館！, 石風社, 276p.

（福岡市の図書館づくり運動について）
・山本宣親（1996）図書館づくり奮戦記, 紀伊国屋書店, 224p.

（富士市立中央図書館について）

【B-2 様々な連携】

図書館名 内容
北海道立図書館 「歴史発見！ 自然発見！ ウォークラリー」(5/3-5)（→博物館等と連

携事業）
帯広市図書館 「おびひろからわかる?! 地球のようす展」(6/28-7/30)（→洞爺湖サミ

ットに合わせたパネル展示・クイズなど）
秋田県立図書館 県立博物館・県立近代美術館との３館交流事業（展示や講演会、図

録コーナーの設置など）
伊勢崎市 「読書の街いせさき計画」事業
日野市立図書館 テーマ展示「動物園へ行こう」(5/1-6/15)（→多摩動物園と連携）
静岡県立中央図書館 「徳川家康と静岡展」(9/27-28)（→県立美術館等と共催）
若桜町立わかさ生涯 講演会「ＳＬと若狭鉄道の魅力」(4/13)（→若桜鉄道沿線図書館の連
学習情報館 携事業）
滋賀県立図書館 資料展示「湖国の医史－先人たちの活躍を知る」(10/16-26)（→滋賀

医科大学付属図書館と共催）
松江市立図書館 展示と講演「出雲国に伝播した華岡流医術とその時代」(3/9-14)（→

県立図書館、島根大学付属図書館との合同企画）
米子市立図書館 講演会「小泉八雲と山陰」(11/22)（→高専との連携事業）

※ 2008 年の実施事例。『図書館年鑑 2009』より採録。
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【B-3 交流の場としての図書館】

図書館名 内容
札幌市立中央図書 児童書コーナーで、利用者がお勧めする本を“カード”で掲示し、利用者
館 同士の交流が行われている。
北広島市図書館 ボランティア団体が「フィールドネット」というネットワークを組織して活動

している。
柏市立図書館 地域ボランティアが中心となって、地域の歴史資料を収集するなどの活

動が行われた。（平成20年）
塩尻市図書館 塩尻市民読書の会が、活動が顕著だとして文部科学大臣表彰を受け

た。（平成21年）
由利本荘市本荘図 外国人が自国の絵本を母国語により読み聞かせする活動をしている。
書館
藤枝市立図書館 自分が読んだ本を紹介する「よむゾーくん大賞」（小中校生が対象）を募

集している。
静岡県立中央図書 中国浙江省の浙江図書館との間で「友好提携書」を締結した。（2009年
館 ２月24日）
金沢市立玉川図書 「ユースライブラリーコーナー」の設置にあたって学生ボランティアが活
館 躍した。
奈良県立図書情報 公募で選ばれた市民が役者となり、図書館を舞台にした劇を上演した。
館 （2009年２月28日）
葛城市立新庄図書 「短歌の故郷“新庄”」をめざして、図書館が短歌を募集している。
館
長井市立図書館 市民の要望を受けて、「街なか図書館」として、長井駅待合室内や小桜

館などにミニ図書館を設置している。
出水市立図書館 「読書活動日本一のまちづくり」（平成19年策定）により、図書館が活発

に活動している。

※『図書館年鑑（各年版）』および図書館の HP 等から採録。
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【C-1 デジタル・アーカイブズによる情報提供】

図書館名 内容
宮城県図書館 「叡智の杜」という専用サイトで貴重書のデジタルアーカイブを公開。

（http://eichi.library.pref.miyagi.jp/）
秋田県立図書館 明治時代から昭和時代初期にかけての秋田県内の観光案内誌がデジ

タル化されているコーナー「名勝案内による秋田の昔の旅」などがあ
る。（ http://www.apl.pref.akita.jp/）

長岡市立中央図書 「ながおかネット・ミュージアム」という名称で、直江兼続の書状など貴重
館 資料をデジタル化。

（ http://www.e-net.city.nagaoka.niigata.jp/museum/index.html ）
調布市立図書館 「市民の手によるまちの資料情報館」というコーナーがあり、市民が集

めた情報のデジタルライブラリーがある。
（http://www.lib.city.chofu.tokyo.jp/machi/index.htm）

立川市図書館 朝日、産経、東京、日経、毎日、読売の新聞各社の許諾のもと、立川市
に関連する新聞記事の見出データベースを提供している。
（http://www.library.tachikawa.tokyo.jp:8080/）

岡崎市立中央図書 「バーチャル郷土資料館」が充実しており、郷土コレクションを様々な角
館 度から検索できるほか、図書館が所蔵する、冊子、掛け軸、浮世絵など

のデジタルアーカイブがある。
（http://www.library.okazaki.aichi.jp/tosho/local_search.html）

福井県立図書館 松平文庫、酒井家文庫などの貴重資料のデジタルアーカイブがある。
（ http://www.library.pref.fukui.jp/kyoudo/digital_archives.html ）

広島市立図書館 特別集書のコーナーの中に、被爆体験談の動画が見られる「被爆体験
談記録ビデオ」コーナーがある。
（http://www.library.city.hiroshima.jp/special/collection/index.html）

長崎県立長崎図書 「郷土ライブラリー」に様々な郷土資料があるほか、「来館者芳名録」の
館 一覧リストなどもある。

（http://www.lib.pref.nagasaki.jp/index.php?id=5）

※各 URL downloaded at 2009.12.15

【C-2 情報発信の多様化】

①図書館のブログ例
・伊万里市民図書館ブログ（http://blog.goo.ne.jp/imari_library）
・「指定管理者日誌－山中湖情報創造館にて」（http://yamanakako.exblog.jp/）
・厚岸情報館（http://www.town.akkeshi.hokkaido.jp/jouhoukan/cgi-bin/wordpress/）
・市立竹原書院図書館（http://www.takeharashoin.jp/index.html）

→「図書館長エッセイ「図書館徒然草」」のコーナーがある。
・鳥栖市立図書館（http://librarytosu.sagafan.jp/）「名誉館長のブログ」
・横芝光町立図書館（http://blog.goo.ne.jp/hikari_library）「マロニエの花咲く」

②メールマガジンの発信例
奈良県立図書情報館、厚岸情報館、静岡県立中央図書館

③その他の関連事例
・平塚市図書館のＨＰ（http://www.lib.city.hiratsuka.kanagawa.jp/）では、「みんなの掲示
板」として市民活動のバナーを募集している。

・成田市立図書館のＨＰ（http://www.library.narita.chiba.jp/）は、リンク集が非常に充実
していることで知られている。

・千代田区立図書館が「千代田 Web 図書館」（https://weblibrary-chiyoda.com/）として日
本初のインターネットによる電子図書の貸出返却サービスを行っている。

・国立国会図書館（http://www.ndl.go.jp/）のカレントアウェアネス・ポータルは
（http://current.ndl.go.jp/）図書館に関する情報ポータルとしてよく知られている。

※各 URL downloaded at 2009.12.15
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【C-3 ネットコミュニティの影響】

①図書館に関連するＨＰ例
・図書館駅訪問記（http://munozy.ld.infoseek.co.jp/lib-eki.htm）
・東京図書館制覇（http://www.tokyo-toshokan.net/）
・おへんろ図書館めぐり（http://www.geocities.jp/kuuu2004/henro.html）

②図書館関連のブログ例
・かたつむりは電子図書館の夢をみるか（http://d.hatena.ne.jp/min2-fly/）
・図書館断想（http://d.hatena.ne.jp/katz3/）
・図書館退屈男（http://toshokan.weblogs.jp/）
・Traveling LIBRARIAN －旅する図書館屋（http://d.hatena.ne.jp/yashimaru/）
・おばちゃんらいぶらりあん日記（http://t-amana.cocolog-nifty.com/）
・図書館屋の雑記帳（http://blog.goo.ne.jp/mimuk）
・ほどよい司書の日記（http://moderate.cocolog-nifty.com/hodoyoi/）
・愚智提衡而立治之至也（http://jurosodoh.cocolog-nifty.com/）
・酔いどれ図書館員の日記（http://diary.cbsquare.net/）
・Tohru's diary（http://sakuraya.or.tp/blog_t/index.cgi）
・Myrmecoleon in Paradoxical Library. はてな新館（http://d.hatena.ne.jp/myrmecoleon/）
・LisBlogger - 図書館系ブログポータル Wiki（http://www20.atwiki.jp/lis-blogger）/

③コミュニティ関連の情報
・mixi に「図書館」をテーマとするフォーラムは 490 件ある。(2009.12.15 時点)

（http://mixi.jp/）
・趣味人倶楽部には「図書館倶楽部」「図書館を語ろう」などのコミュニティがある。

（http://smcb.jp/）

④その他
・「ACADEMIC RESOURCE GUIDE」（図書館関連および、広く学術情報や情報処理に

関するテーマを扱っているサイト）（http://www.ne.jp/asahi/coffee/house/ARG/）
・図書館と本の情報サイト（ブレインテックによるサイト）（http://www.jcross.com/）
・レファレンスクラブ（日外アソシエーツによる「調べものをする人のための情報とコ

ミュニティサイト」）（http://www.reference-net.jp/）
・Library RSS（図書館関係アンテナ）（http://itasan.mydns.jp/wiki.cgi?page=Library+RSS）

※各 URL downloaded at 2009.12.15
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【D-1 図書館への視察・見学】

①NPO法人 IRI知的資源イニシアティブによる「Library of the year」大賞受賞館
第１回(2006)鳥取県立図書館
第２回(2007)愛荘町立愛知川図書館（会場賞：静岡市立御幸町図書館）
第３回(2008)千代田区立千代田図書館
第４回(2009)大阪市立図書館
（http://www.iri-net.org/ downloaded at 2009.12.15）

②日本図書館協会建築賞について
同賞は、建物の建築様式や図書サービスが優れた図書館を顕彰しようと、同協会が1985
年に創設。毎年、自治体や大学、学校などのすべての種類の図書館（室）を対象に公募
し、建築専門家や図書館専門家らによる選考専門委員会で優れた図書館を選ぶ。第25回
（2008年度）の受賞館は、大手前大学さくら夙川キャンパスメディアライブラリーとあ
きる野市東部図書館であった。

③その他
優れた建築物に対して「吉田五十八賞」が表彰されているが（1976-93）、この受賞者
にも図書館（1993、水戸市西部図書館／1987、脇町立図書館）がある。

【D-2 図書館とツアー】

①図書館ツアーの例
愛知県図書館（小中学生向けツアー、一般向けイブニングツアー、一般向けツアー）
足立区立図書館（図書館見学ツアー）
石川県立図書館（子ども図書館探検隊）
大分県立図書館（バックヤードツアー）
大野市図書館（書庫見学会）
大山町立図書館（夜の図書館）
河内長野市立図書館（親子で楽しむなぞの地下書庫探検隊）
北区立図書館（館内ガイドツアー）
岐阜県図書館（書庫ツアー）
合志市図書館（春の夜の図書館読書探検隊）
市立佐土原図書館（図書館ツアー）
立川市図書館（大人のための図書館見学）
新居浜市立図書館（夏休み図書館こども探検隊、大人のための図書館探検ツアー）
福井県立図書館（図書館探検隊、図書館ツアー）

②図書館によるツアーの例
広島市立中央図書館の「広島市立図書館メイト」、小松市立図書館友の会などがバス
ツアーを行っている。

③選書ツアー
これまで北広島市図書館、石狩市民図書館、置戸町立図書館、山中湖情報創造館などで
実施されている。

（参考文献：田井郁久雄, 「選書ツアー」の実態と「選書ツアー論議」, 図書館界, 59(5), pp.286-300）

④その他（スタンプラリー的なイベント例）
安曇野市図書館「スタンプラリー」
伊万里市民図書館「スタンプキャンペーン」
浦安市立図書館「スタンプラリー」
鹿島市民図書館「図書館スタンプラリー」
奈良県立図書情報館「読書週間スタンプラリー」
横浜市立図書館「読書スタンプマラソン」
輪島市立図書館「読書スタンプラリー」

※①、②、④は 2008 年の実施事例。『図書館年鑑 2009』より採録。
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付属資料２

「観光と図書館に関するアンケート」調査結果

◎概要：
・修士論文の補助的な調査として、下記の通りアンケートを実施した。

・アンケートの主旨は、「観光と図書館の融合」という、これまで図書館界では比較的

なじみが薄い発想について、どのような感想や意見があるかを確認することにある。

また関連する事項の実施状況なども併せてお訊ねした。

・本来ならば、全公共図書館にアンケートをすべきであったが、諸事由から今回は発送

先を絞った。

◎実施： 2009年５～６月（郵送による）

◎対象： 188館 うち戻り数145館（回収率77%）

＊「主な観光地の図書館」（観光地内にある場合や隣接する場合を含む）

草津町、日光市、熱海市、伊勢市、奈良市、出雲市、別府市、由布市、沖縄市、高山市、下呂市、軽井沢町、

鎌倉市、箱根町、大田市、屋久島町

＊「活動が顕著な図書館」（文献などで、活動ぶりがよく紹介される図書館）

浦安市立中央図書館、矢祭もったいない図書館、静岡市御幸町図書館、上田情報ライブラリー、山中湖情報創造

館、斐川町立図書館、愛荘町立愛知川図書館、千代田区立千代田図書館

＜アンケート全体の分析＞
・「観光と図書館」という比較的回答がしにくいであろうと思われるテーマにもかかわら

ず、予想外に回収率が高かった。アンケート前は「観光と図書館を関連づける主旨がよ

くわからない」あるいは「図書館は地域住民のためにあるので、観光客の利用はあまり

考える必要はない」等の反応が多いかと予想していたが、どちらかというと否定的な反

応は少なく、「サービスのひとつとしてあり得る」、あるいは「これから考えてみたい

テーマのひとつである」といった肯定的な反応が多かった。

・ただし、回答やコメントの内容などからみると、地域によって図書館運営そのものや地

域外利用者への対応などが様々であることが改めてうかがわれる。また「図書館」の位

置づけや「観光」のとらえ方も図書館および地域によって様々であり、今後、「観光と

図書館の融合」について実践がなされる場合は、地域の個々の事情や判断を十分にふま

えることが必要であると感じた。

・また、「観光と図書館の融合」という発想ではないにしても、観光パンフを置いたり、

発送先区分 発送数 戻り数 （備考）

１）北海道内全館 100 71 ＊道立図書館を除く （札幌市を含む）

２）都道府県立 47 37

３）政令指定都市 17 15 ＊札幌市を除く

４）主な観光地の図書館 16 14

５）活動が顕著な図書館 8 8

計 188 145 回収率 77%
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観光関連の展示会を開くなどの取り組みは、各地の図書館ですでに実施されていること

もわかった。

・アンケート項目のうち「感想・意見」を求めるものについては、図書館としての公式見

解である場合やアンケート回答者個人の感想である場合が混在しているので、分析にあ

たっては留意する必要がある。

［補記］

・各館のコメントは主旨を損なわない範囲で調整した。

・コメントには、「道内」（＝北海道内の図書館）、「都道府県」（＝都道府県立図書館）、「政

令」（＝政令指定都市の図書館）、「観光地」（＝主な観光地の図書館）、「活動」（＝活動

が顕著な図書館）の識別を付与した。

・コメント冒頭に「◎」（＝大いに）、「○」（＝ある程度）、「△」（＝あまり）、「×」（＝

まったく）の識別マークを付与した。
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[問１] 貴館では、観光客が利用している様子がみられますか？

□よくみかける 11( 7.6%)

□たまにみかける 71(49.0%)

□ほどんどみかけない 43(29.7%)

□わからない 18(12.4%)

無回答 2( 1.4%)

【分析】

・「わからない」という回答が多いかと予想していたが、回答者の個人的な感想も含めて、

観光客の利用状況について、なんらかの印象を得ている様子がうかがわれた。

[問２] 貴館では、観光客の利用状況について、アンケートなどの実態調査をされた

ことがありますか？

□ない 144(99.3%)

□ある 0( 0.0%)

無回答 1( 0.7%)

【分析】

・アンケートの対象館では、観光客の利用状況に関する調査は実施されていなかった。

・なお、図書館の利用状況については、各館でアンケートなどによって調査されることが

あり、それにより地域外からの利用状況はある程度把握することができる。「観光客」

という限定的なものではないが、参考にはなると思われる。

[問３] 以下について問い合わせはありますか？ (地域住民、地域外利用者を問わず）

１）貴館地域の観光に関する情報やイベント・祭りなどについて

□よくある 9(6.2%)

□ときどきある 74(51.0%)

□あまりない 62(42.8%)

□わからない 0( 0.0%)

無回答 0( 0.0%)

２）貴館地域の交通情報、宿泊施設、グルメスポットなどについて

□よくある 9( 6.2%)

□ときどきある 69(47.6%)

□あまりない 67(46.2%)

□わからない 0( 0.0%)

無回答 0( 0.0%))

３）貴館地域の地域文化や地域の歴史、地域出身の偉人や有名人について

□よくある 65(44.8%)

□ときどきある 62(42.8%)

□あまりない 18(12.4%)

□わからない 0( 0.0%)

無回答 0( 0.0%)
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【分析】

・１）や２）は、どちらかというと図書館への質問としては一般的ではないので「ときど

き」が多いの は予想どおりであったが、「よくある」も予想外に多かった。

・また、３）は図書館の得意とする事項なので、「よくある」という傾向が予想どおりみ

られた。

[問４] 以下のサービスを実施しておられますか？

１）地域住民以外の利用者登録が可能

□はい 103(71.0%)

□いいえ 40(27.6%)

無回答 2( 1.4%)

２）利用者登録をしていなくても、身分証明があればすぐに図書の貸出が可能

□はい 27(18.6%)

□いいえ 115(79.3%)

無回答 3( 2.1%)

３）観光用パンフや地域のガイドマップなど観光系資料の展示や配布

□はい 107(73.8%)

□いいえ 37(25.5%)

無回答 1( 0.7%)

４）地域の市民活動、NPO、ボランティアなどのポスターやパンフの展示や配布

□はい 112(77.2%)

□いいえ 31(21.4%)

無回答 2( 1.4%)

【分析】

・１）は予想外に「はい」が多かった。ただし「地域外」といっても近隣自治体に限る場

合もあるので、必ずしも観光客に便利とは限らない点に留意が必要である。また２）は、

２）は、１）との関連で、例えば「誰でも利用者登録ができるので、実質的に“すぐに

貸出が可能”と同じ」という館もある。

・３）と４）は予想外に「はい」が多く、地域に関する情報の周知活動に図書館が努力し

ている印象を受けた。

＊なお、最近では“地域外”の紹介パンフなどを揃える図書館も出現してきている。

[問５] 貴館は視察を受けることがありますか？

□よくある 17(11.7%)

□ときどきある 88(60.7%)

□ほとんどない 35(24.1%)

□まったくない 5( 3.4%)

無回答 0( 0.0%)

【分析】

・「よく」と「時々」を併せると 72.4%に達し、予想した以上に視察が行われているとい
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う結果であった。

[問６] 地域資料の収集について、どのような方針でいらっしゃいますか？

□積極的に収集するようにしている 109(75.2%)

□ある程度、収集の努力をしている 33(22.8%)

□あまり地域資料の収集には力を入れていない 3( 2.1%)

□ほとんど地域資料は収集していない 0( 0.0%)

無回答 0( 0.0%)

【分析】

・予想したとおり、どの館でも地域資料には関心が高い。ポイントは、図書館が努力して

収集した地域資料を、地域住民や観光客に周知したり、あるいは地域の活性化などに有

効に活用するという点にあると思われる。

[問７] 貴館は地域振興や地域の活性化に貢献していると思われますか？

□大いに思う 20(13.8%)

□ある程度思う 83(57.2%)

□あまり思わない 26(17.9%)

□わからない 16(11.0%)

無回答 0( 0.0%)

［コメント］

・ボランティア活動や地域住民の様々な交流の場として利用されている。（同様多数）

・行政当局や各種団体・民間企業などへ様々な情報提供を行っている。（同様多数）

・自治体のまちおこし計画と連携して、図書館が活動の一端を担っている。（道内）

・市町村立図書館へのバックアップを行っている。（都道府県）

・地域資料の積極的な収集・保存により郷土文化に寄与している。（都道府県）

・地域のイベントに合わせた行事や企画展などを行っている。（政令）

・図書館は集客力のある施設であり、地域のにぎわいをうみだし、地域の活性化につなが

っている。（政令）

・観光客や地域に別荘を持っている人への対応を通して地域に親しみを持ってもらい、そ

れにより来村回数が増えたり滞在日数が増えたりしている。（活発）

・地域史の編纂に協力したり、地域文化に関する展示や小冊子の発行をしている。（活発）

・子供の読書活動の推進や市民の生涯学習の場を提供している。（活発）

【分析】

・傾向としては「大いに」「ある程度」が多かった。しかし、「なにをもって地域への貢

献とするか」は、コメントなどをみると、図書館自身でもその判断が難しいのではと感

じられた。「わからない」も 16 館あった。
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[問８] 貴館の蔵書は、地域的な個性を持っていると思いますか？

□大いに持っている 55(37.9%)

□ある程度持っている 62(42.8%)

□あまり持っていない 25(17.2%)

□ほとんど持っていない 2( 1.4%)

□わからない 1( 0.7%)

無回答 0( 0.0%)

【分析】

・「大いに」「ある程度」が多数で、自館の蔵書に地域的な個性があると考えている傾向

がみられた。所蔵するコレクションを具体的に述べたコメントもみられた。

・図書館側では「地域的な個性を持っている」と思っていても、利用者側が、その図書館

に、どれほど地域性や個性を感じているかという点には留意すべきであろう。

[問９] 「図書館は観光や観光客と様々な関連がある」という主張を聞かれて、どの

ような感想を持たれますか？

◎大いに納得できる 28(19.3%)

○ある程度納得できる 100(69.0%)

△あまり納得できない 15(10.3%)

×まったく納得できない 1( 0.7%)

無回答 1( 0.7%)

［コメント］

○図書館は地域の情報拠点であるから、地域のことを知りたいと思う観光客への情報提供

という意味では、関連があるのは当然だ。（同様多数）

（道内）

○地域の文化や歴史などを知るのに図書館は適している。

△図書館だけで観光客に対応するのではなく、各施設や関連機関と連携することが大切だ。

△関連はあると思うが、実際のところは、観光客が地域情報を入手するのは観光窓口や情

報誌などが多いのではないか。

（都道府県）

○観光中のみならず、事前の問い合わせにより地域理解に役立つ資料を知ることができる。

◎地域文化や地域史などの情報はネットでは入手しづらいことも多いので、図書館を活用

してもらいたい。

△「観光」は図書館に来館する多彩な目的のひとつに過ぎず、当館で特に観光を意識する

ことはない。

○県の観光関連企画に対して情報提供などでサポートを行っており、そうした点で関連は

ある。

△ある程度納得できるが、訪問先で図書館に行こうとはふつう考えないのではないか。イ

ンターネットや市販のガイドブックの情報で済ませてしまうのではないか。

○行事や祭りなどがあると、観光客らしき人の利用が増えるので主張には同感する。

◎豊かな観光を行うにしても提供するにしても情報や資料が必要なので、当を得た主張と

考える。

◎県の総合的な情報拠点として、観光関連情報にも目配りがなされるべきであり、観光ポ

ータルとしての役割も担えると考えている。

○単なる観光の案内所ではなく、多くの資料や情報の集積がバックボーンとなっている点
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が活かせるのではないか。

（政令）

○駅の近くや市の中心部にある図書館においてはそうだと思う。

○旅行ガイドや旅行雑誌などの観光系資料のみならず、地域の文化や歴史などを深く掘り

下げたい場合でも、図書館は様々な資料の提供ができる。

◎その土地にわざわざ足を運んだ観光客にとって「そこでしか体験できないもの」は不可

欠。図書館に特色や個性をもたせて観光ルートのひとつに組み込むことができれば、地

域活性化にもつながるし、観光客はさまざまな資料を閲覧することにより地域への興味

もふくらむ。

（活発）

◎主張に同感。ところが観光ガイドに図書館が紹介されることはないし、観光マップに掲

載されることもほとんどない。これは改善されるべきだ。

（観光地）

◎地域をより深く観光客に知ってもらうために、サービスの展開を考えたい。

○図書館は、観光情報センターや道の駅とならぶ地域情報発信拠点のひとつである。

◎図書館はそもそも「情報提供を行う施設」なので、観光客へ地域の情報を提供すること

は重要な任務であると考える。

【分析】

・否定的あるいは懐疑的な反応が多いかと予想していたが、肯定的な反応が多かった。コ

メントの全体的な傾向をおおまかにまとめると、｢図書館は地域の情報拠点だから、観

光者へも地域情報や観光情報を提供するのは当然」となる。

・図書館員は、図書館が地域情報を保存・提供する機関であるということを熟知している

が、利用者が、図書館を単に「本を借りる場所」としてしかとらえていないと、「観光

に際して図書館を利用する」という発想は起こりにくい。

・地域住民に「図書館が地域情報の宝庫である」という認識が広がれば、図書館をまちづ

くりや観光振興に活用するという可能性を持つ点にも留意したい。

[問１０] 「観光客も図書館の利用者として考えられるべきだ」という主張を聞かれ

て、どのような感想を持たれますか？

◎大いに賛成 33(22.8%)

○ある程度賛成 92(63.4%)

△あまり賛成できない 16(11.0%)

×まったく賛成できない 0( 0.9%)

無回答 4( 2.8%)

［コメント］

（道内）

○駅の近くに立地しているので、観光案内所的な役割も実際に行っている。

△貸出を含むすべてのサービスが、居住地域と同じレベルで受けられるというのは疑問で

ある。

△利用者として歓迎はするが、観光客への対応を高い優先順位におく状況ではない。

○テーマを絞った目的の観光であれば、資料館としての側面を図書館は有しているので、

図書館の活用も有用だ。

○観光客を利用者として想定すると、設備の充実が必要だ（トイレなど）。

◎観光客が地域を訪れた時に、「まずは図書館に立ち寄ってみよう」と思ってもらえるこ

とを目指したい。
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◎地域の情報を収集・提供することは図書館の役割の大切な部分であり、その情報の利用

者には当然、観光客も含まれる。

△道の駅に隣接しているので、観光シーズンにはトイレの利用者が結構来る。不特定多数

の人が自由に出入りする施設としては、危機管理面での対応も必要になる。

○立地にもよる。交通に不便な場所にあると観光客は訪問しにくいだろう。

（都道府県）

◎観光で訪れた地域の歴史を知るうえで、最も的確な情報を得ることができる施設として、

もっと活用してもらうべきだと考える。

○立地条件などにおいて、地域住民と観光客の利便性が背反する場合もあると思う。

◎わざわざ他県から観光のために来県されたお客様に、情報提供することは図書館として

当然のことと考える。

△当館の運営の柱のひとつに｢調査研究のための図書館」がある。当県について知ってい

ただくことは大いに結構だし、観光客だからといって利用を拒むことはないが、特別扱

いして特に便宜を図るつもりはない。

○情報サービスの対象者としてレファレンスサービスは行うが、貸出については県外住民

へ拡大する予定はない。

○小規模な図書館の場合は、地域内の利用者が不便にならないように注意が必要だ。

◎訪問先の図書館で、観光客が文化や歴史などを調べることにより、観光体験が豊かなも

のになるのは喜ばしいことだが、どれくらいの観光客がそれを必要としているのか。ま

たそういった利用者に図書館がどの程度対応できるのか等、課題は多い。

△図書館は誰にでも開かれた施設なので、利用は当然可能であるが、地域住民と同じサー

ビスという訳にはいかない部分もある。

○当館は利用者登録に際して住所による制限を行っていないので、観光客でも登録が可能。

図書館を利用したい人がいれば、誰でも利用者として対応すべきである。

◎観光客がその旅先の情報を効率的に得ようとする場合、その土地の図書館を活用するの

は選択肢として当然ありうる。

◎当館ではネット環境を利用者に提供しているので、図書館でネット検索をするとか、ブ

ログを旅行中にアップするという利用も可能である。

（政令）

○利用者登録に難はあるが、観光の際に立ち寄って地域資料や地方新聞を手にすることは

あり得る。

○閲覧については大いに賛成であるが、館外貸し出しについてはクリアすべき問題が多い

と考える。

◎観光客の「知る権利」を満たすためにも、いつでもどこでも図書館は利用して欲しい。

また自分の居住地の図書館と比較することで、図書館のもつ様々な面を発見して欲しい。

（活発）

○利用登録や貸出などはできないが、地域の情報を提供することはできる。

◎郷土資料や地域資料などを収集・整理し、提供することは当館の重要な任務だが、そこ

で「観光客」という全く予備知識のない利用者を想定することによって、「どうしたら

よりわかりやすい資料づくりができるか」という点でトレーニングにもなると考えてい

る。

○他の地域の図書館を観光の際などに訪問することによって、地元の図書館と比較ができ

るので、その感想を地元の図書館が聞くことによってサービスが向上する機会となる。

（観光地）

○体験型観光など「団体ツアー」の対象として図書館をみた場合、蔵書、職員数、建物な

どの点で、集団での来館は物理的に対応が難しい。

○地域の詳細な情報について最大の拠点なので、役所や他の公的機関が休みの土日に効果

が大きい。

○当地では短期・長期滞在者とも図書館を利用している現状があり、観光客にとって有用
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なサービス機関となっている。

◎当町には「歩み入るものにやすらぎを、去り行く人に幸せを」という町民憲章がある。

この町民憲章を全町民がそれぞれの立場で実践しており、図書館も同じである。図書館

が観光客を排除するような事態になれば、図書館の存続にもかかわる重大事に発展する。

【分析】

・この質問についても、事前に予想した以上に肯定的な反応が多かった。

・コメントの中で、「利用自体は歓迎するが、貸出には問題がある」という反応が目立っ

た。観光客が図書館を訪問することには特に問題がないとしても、実務上は、貸出をは

じめとする様々なサービスについて、「観光客（地域外利用者）にどのように対応する

か」という判断は、様々な地域事情などをふまえ、各館ごとに異なるだろう。

[問１１] 「広報や Web などを使って、図書館は地域の情報を積極的に発信していく

べきだ」という主張について、どのような感想を持たれますか？

□大いに賛成 62(42.8%)

□ある程度賛成 67(46.2%)

□あまり賛成できない 11( 7.6%)

□まったく賛成できない 0( 0.0%)

無回答 5( 3.4%)

［コメント］

（道内）

○図書館が地域の情報のすべてを把握して発信できるわけではないので、いろいろな所と

の連携が必要不可欠になると思う。

◎全く正論である。地域情報の発信は、地域の活性化や住民意識の向上にも寄与する。

○地域情報をそのまま発信するのではなく、それらの情報を収集し、図書館の資料により

付加価値をつけていくことが重要だ。

△行政には広報を担当する部署がある他、ホームページも開設しており、地域のあらゆる

情報は、一元的に収集・発信するほうが利用者にわかりやすい。

◎地域づくりの拠点として情報の収集・発信に努めるべき。

△図書館の業務ではない。

△地域の情報発信は他の部署で行っているので、図書館は自館に関する情報発信でよいと

思う。

◎これからの利用増をはかるためにも、図書貸し出しだけではなく、いろいろな情報発信

基地としての役割が大切だ。

○主張には賛成するが、現実問題として予算や人員、ノウハウが不足している。

（都道府県）

◎地域の情報拠点として位置づけられる図書館は、暮らしに役立つ情報を広範囲に発信す

ることは図書館の使命と考える。

○現在もＨＰ上で、図書館所蔵の様々な貴重な資料を紹介している。また関係機関ともリ

ンクしているし、デジタル画像ライブラリーなどのコンテンツも豊富に用意している。

○「地域の情報」にどのようなものが想定されるかにもよると考える。たとえば観光情報

については専門の部署もあり、図書館としてどう関わるか、細かな検討が必要であろう。

◎当館では「文化と知的探求の拠点」として、生活に関連するテーマを決めて図書を展示

したり、地域の活性化につながる文化・産業などについて、他の行政機関と連携して情

報発信している。

○図書館はもともと情報や資料を提供する機関なので、その位置づけで行うなら意味があ
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る。

○図書館の所有する資料を、デジタル化などによって有効活用することを考えたい。

（政令）

○チラシやパンフレットなどはある程度置いているが、地域情報の広報までは、あまり力

を入れてやっていない。

○地域の歴史について、広報誌での情報発信を実際に行っている。

◎地域住民でも、図書館に来たことのない人はまだまだたくさんいる。広報活動は観光客

のみならず、まず地域の人々に知ってもらう上でも積極的に行いたい。

（活発）

◎ほとんどの公共図書館では「広告宣伝費」を予算計上していないので、自治体が発行す

る「広報」や印刷製本費のかからない「Web」を使った情報発信を、もっと積極的に活

用することには大賛成である。

（観光地）

○地域の情報を発信するというよりは、図書館の目的からいって、地域への支援情報をま

ず発信したい。地域への情報提供が観光へもつながると思う。

○図書館の特性を活かした情報発信は積極的に行っていくべきだ。

○情報を発信しなければ地域の発展は望めないので、必要だと考える。

○図書館が積極的に発信するというよりは、様々な部署や団体などと連携することが大切

だと思う。

【分析】

・全体的には肯定的な意見が多かったが、他の機関との連携のあり方や情報発信の内容な

どに検討が必要というコメントも多くみられた。

・図書館のみならず、パブリックセクターの広報のあり方が、こんにち全般的に見直しを

迫られている。特に図書館は「地域の情報拠点」という役割を担っているので、これま

での伝統的な「図書館広報」のみならず、Web2.0 的な手法も含めたインターネットや

様々なメディアの利活用による情報発信や受信について、いっそうの研究と対応が必要

になると思われる。



- 119 -

[問１２] 貴館では、観光に直結した活動をなにかされていらっしゃいますか？

［コメント］

・36 館ほどからコメントがあり、まとめると「観光パンフの展示や地域紹介コーナーの

設置」「地域の観光イベントに関連したイベントや展示の開催」「複合施設内にあるた

め、それらの施設と連携して観光客への対応」などが主であった。

【分析】

・「観光に直結した活動」という訊き方をしたため「特になし」という回答も多かったが、

各館の真意としては「“直結した活動”はしていなくとも、資料やサービスを通して、

観光客にも貢献している」と感じられたろうと推察する。

[問１３] このアンケート、あるいは「観光と図書館」というテーマについて、なに

かご意見やご感想がございましたら、ご自由にコメントをご記入ください。

［コメント］

（道内）

・図書館にとって郷土資料、地域資料の収集・提供は重要な柱である。観光振興のセクシ

ョンとの連携を深めて、観光客へのサービス向上につなげたい。

・当館を起点とした観光散策コースの作成など、駅の隣という立地条件を活かした取り組

みを行っていきたい。

・「旅先の図書館に行けば、その土地の文化がわかる」ということはすばらしいと思う。

そのためには個性ある図書館運営やＰＲ活動が必要だ。

・立地条件などからみて、当館は観光客への直接的な関与より、市の観光課や観光協会の

事業協力など、裏方的な観光支援に力を注ぐべきではないかと思う。

・観光振興に図書館との関係を視点に加えることはとても有意義であるし、図書館として

も勉強していかなければと感じるが、観光地の地域差は大きいので多様なパターンを考

える必要があるのではないか。

・観光客が資料の提供を図書館に求めることがあるとしても、有名観光地でさえ地域住民

からの要望に比して副次的なものではないだろうか。図書館のコア活動は地域への奉仕

であって、その一側面ととらえるべきである。

・図書館は地域住民のためのもので、特に観光や観光客のために整備しなくてもよいと思

う。

・本館は、近隣に特に目立つ観光施設はないこともあって、観光客が立ち寄ることがほと

んどない。情報発信とは別に、観光客が立ち寄るための方法を考えることも重要だと思

う。

・観光に出かけた先でわからないことなどがあったとき、「とりあえず図書館に行ってき

いてみよう」と思う人は多いと思う。期待に応えられる対応ができるように努めていき

たい。

・このテーマは、各地域によって受け取り方に差があると思う。当市の場合は観光と結び

つく傾向にはない。

・地域の情報発信基地としての図書館の役割は増大しており、今後も力を入れていきたい。

（都道府県）

・観光客へのサービスという部分だけに焦点をあてると、「どうして税負担のない人（地

域住民でない人）にサービスするのか」という疑問がおこる。一方で、観光客にとって

図書館は有用な資料や情報を揃えており、それが地域外の人を地域へ呼ぶことにつなが

るという点からみれば肯定的に捉えられると思う。

・観光と図書館の関係は、一般的にいって、①図書館が観光地にある、②図書館が観光ル
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ートの通過点にある、②図書館自体が歴史的・文化的な建造物である、という場合でな

いと大きな議論になりにくいのではないか。

・図書館界で、これまであまり考えられてこなかった面白い視点だと思う。

・図書館は、観光客にとって必要な様々な情報を持っているので、「観光するときは必ず

図書館によって情報を得たい」と思うような情報提供に努めたい。

・県立図書館と市町村立図書館とでは、観光に対する関わり方が異なる面もあるだろう。

・視点は興味深いが、図書館を観光に結びつける過程がイメージしにくい。

・県の商工観光労働部から郷土資料関連のレファレンス依頼があったり、地域情報を提供

する機会は多い。観光資源の見直しのためにも、地域資料は重要な情報源といえる。観

光客を対象とするだけでなく、観光や地域おこしに関わる行政・商工会・ガイドを行う

ボランティア・ＮＰＯ・ホテル業界などを視野に入れた「図書館の役割」が考えられる

のではないか。

・通りいっぺんの観光の時代は終わり、地域同士の知的交流が求められている今、図書館

は重要な観光資源と考える。

・新たな図書館機能を考える上で、重要なテーマだと考えている。利用者のニーズに応え

るという従来型のサービスから、サービスそのものを開拓し、新たな利用者を獲得して

いくという観点で重要な視点である。

（政令）

・観光の現場では資料の保存が困難だと思われるので、観光を主な業務とする部署と図書

館が資料の提供や保存で協力体制をとれるとよいと思う。

・図書館がその地域の観光の情報拠点のひとつになるといいと思う。

（活発）

・「市内観光客の半数以上は市民である」という調査を聞いたことがあり、市民サービス

との両立も十分可能と考える。

・これからの観光において必要不可欠となる「地域コンテンツ」をきちんと収集し、地元

や観光客に提供できる公的機関として、図書館は重要な役割を持つ。「そこの図書館に

しかない地域コンテンツ」に着目することが必要だ。

・「観光のために図書館がどうあるべきか」だけでなく「図書館のために観光がどうある

べきか」も考えるべき。

（観光地）

・観光客へのアピールや誘客は観光課がメインで行っているので、当館がすべきことは観

光課への積極的支援である。あくまでも図書館の主たる目的は、地域住民のニーズに応

えた蔵書構成を行うことである。

・県外からの来館者のうち一般観光客はごくまれであるし、道の駅や観光情報センターに

置いてあるパンフレット以上のものを望む観光客が少ないのが現状。今後、こだわりの

ある観光を観光客が目指すようになれば、図書館が必要になってくるのではないだろう

か。また、いずれ観光ガイドブックに図書館が掲載されるようになれば、観光の熟度も

高まるだろう。

・国内外の観光客に多く来訪いただいている当市の状況を意識した図書館サービスを進め

ていければと、認識を新たにした。

・一般論として、観光地（特に温泉地）には図書館が設置されていないことが多く、あっ

ても貧弱な場合が多いので改善が必要だという感想を持っている。

・観光と図書館を結びつける取り組みとして、まずは郷土資料の掘り起こしをすべきだ。

・このテーマは図書館だけでは成立しない。観光担当の部署や観光協会、旅館組合などと

の連携や情報交換も大切な要素だ。例えば、観光協会が発行するガイドマップに図書館

が掲載されている事例や、観光協会のＨＰに図書館のリンクが張ってある事例など、図

書館と他機関が連携している事例の研究を進める必要がある。

【分析】

・予想していた以上に「これから考えてみたい」「興味深いテーマだ」という傾向の反応
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が多かった。

・「観光と図書館」という比較的なじみの薄いテーマによるアンケートに対して、多くの

返信が寄せられたこと、および、そのコメントの内容などからみて、今回のアンケート

全体を通しての印象としては、「図書館のあり方に、より柔軟な発想が必要だ」という

図書館界全体の傾向が感じられた。

・「観光」も「図書館」も様々な点で変化が起こっており、これまでとは異なった発想が

求められている。そこで「観光と図書館の融合」についても、その可能性を各図書館が

検討することによって、図書館の新たなサービスを展開するためのヒントがもたらされ

ると考えられる。
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付属資料３

「観光に関連した活動に意欲的な図書館への

追加アンケート」調査結果

◎概要： 図書館アンケート（付属資料１）の結果および図書館のＨＰや各種報道などから、観

光に関連した活動に意欲的な図書館に対して、より詳しい情報を得るため、追加ア

ンケートを行った。

◎実施： 2009年11月（郵送による）

◎対象： 高知県立図書館、鳥取県立図書館、草津町立図書館

※アンケート全体についてのコメントは本論で述べた。この付属資料３では、各館の回答

コメントを掲載する。なお、各館のコメントは主旨を損なわない範囲で調整した。

問１：前回のアンケートおよび様々な報道などから、貴館では“観光”に関連した活動に意欲的

であることを知りましたが、そもそもどのような主旨（あるいは意図）で、観光に着目をされ

ていらっしゃるかについて、改めてお教えください。

【高知】

・高知県は財政状況が厳しく、県の収入を増やすために産業の振興が急務である。観光業

は高知県の特長を生かせる重要な産業である。また財政状況が厳しいため、資料費をは

じめ図書館への投資が非常に少ない。

・こうした状況をふまえ、図書館がその特長（利用者が多い、資料がある、全国的なネッ

トワークがある）を生かし、観光にも貢献して、めぐりめぐって図書館への投資の原資

を増やしたいと考えた。

【鳥取】

・図書館には、膨大な地域情報の蓄積、日常業務（資料の貸し借りや互いの所蔵する資料

に対する複写依頼等）を通じて構築された強力なネットワーク、多くの利用者など、様

々な特徴がある。観光展示はこの特徴を最大限に活用する企画として考え、図書館の受

身的なイメージを打破することを狙って実施したものである。

・また、観光情報はゴールデンウィークや夏休み等の大型の休みに合わせて情報提供がしやすく、利

用者の関心も高いこと、ポスターやパンフレット、チラシ等が比較的大量に手に入りやすく、同時

に数箇所で実施して高いＰＲ効果が狙えるという利点もある

【草津】

・草津町は観光業で成り立っており、他の産業に従事する町民はきわめて少なく、間接的、

直接的に観光に関わっている人がほとんどである。これは非常に珍しい形態を持った町

である。観光客が来草し、消費を行うことにより町は存続が可能となる。

・当館も後づけで観光に着目したというより、町民生活のため、町の存続のためには観光

客の受け入れや対応をしなければ、館の経営が成り立たたないという観点から自然と観

光客の受け入れを行い、サービスに努めている。
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問２：公共図書館は誰にでも広く開かれた施設である一方で、各自治体の財源や条例に基づ

き、“地域住民への奉仕が基本(つまり所在する自治体内の住民がサー ビスの基本的対象)”とい

う原則もあるかと思います。観光に関する活動を行っ たり観光者の図書館利用を考慮

する場合、奉仕対象のバランスについて、どのようにお考えでいらっしゃるか、お教えくだ

さい。

【高知】

・公の施設は、地方自治法上、本来利用制限はない。また観光客は、県外の人であっても

高知県にお金をもたらしてくれる。行っている観光展示は「相互交換」なので、高知県

民に対しても他地域の観光情報をひと味違った切り口から提供している。

【鳥取】

・県外の観光客の図書館利用については、現在本来の利用者への対応に支障が出る程利用が集中して

いないため、奉仕対象のバランスまで考慮する段階ではない。

・今後観光客の利用や見学が増え、本来の利用者への対応に支障が出る場合は館内で協議の上、ガイドラ

インや注意事項等を整備し、本来の利用者にも観光客にも混乱が生じないようにする措置は必要であると思われる。

【草津】

・確かに、住民をないがしろにするわけにはいかない。しかし１でも回答した背景や、

1920（大正９）年に開館した草津図書館の館則をみても、浴客（湯治客）への貸出を容

認している（これは、かなり興味深いことである）。当時の図書館は学校に併設されて

いた。蔵書も少なくスペースも狭かったが、浴客に開放することによって、江戸時代に

あった貸本屋の延長かもしれないが、当時の当局や関係者が娯楽を提供していたとみて

いいだろう。このような伝統があり、現在でも、観光客の利用や登録に関して異議は唱

えらていない。（現在の条例では、観光客の利用を促進させるものは特にない。町民以

外の登録は、館長が特別に認める場合と他の自治体と同じような規則になっている）

・また、観光地という性質上、住民の出入りが非常に頻繁であり、町民の意識も人を排除

するような閉鎖性はなく、迎えいれるような風潮がある。

問３：これまでに貴館で実施された観光に関連する活動（周知やイベント、来館者 への対応など）

のうち、主なものについて、その効果をどのように測定したり、評価をされているか、お教

えください。

【鳥取】

・新聞やニュースで取り上げられた頻度等や利用者の反応、パンフレットがどの位持って行かれたか

等も宣伝効果の参考のひとつとしているが、具体的な効果の測定や評価をどのように行うかは今後

の課題である。

【草津】

・観光に関する活動は、宮城県東松島市との観光チェンジ（2009.10）を行った。これは、

観光協会や町観光課の協力が不可欠であった。

・さらに、図書館員が研修会講師として全国の図書館を廻っており、その際には必ず草津

のパンフを配布しＰＲして、誘客している。その結果、周知先の図書館員が草津旅行に

来た際は、必ず図書館に顔を出してくれるようになった。

・効果の検証や評価は行っていない。
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問４：貴館の観光への様々な取り組みについて、行政当局や関係団体あるいは市民などか

ら、これまでどのような反響・反応があったか、主なものをお教えください。

【高知】

・関係部局、機関などからは良い評価をいただいている。アンケートを読む限り、県民か

らの評価も予想以上に高いが、ごく一部の人からは「高知県なのに、なぜ他地域の情報

か」という思いもあるようだ。

【鳥取】

・行政当局から

－観光PRの一環となり、助かる。

－観光展示と合わせて、県が「世界ジオパークネットワーク」への加盟を目指している「山陰海岸ジオ

パーク」に関する展示もお願いしたい。

・利用者から

－鳥取大学で行った鳥取県の観光展示での留学生の反応：１カ所にこれだけ資料が集まってい

ると、見入ってしまう。境港市や大山に行ったことがないので帰国するまでには行っ

てみたい（平成２１年４月２３日 日本海新聞より）

－津山市立図書館で鳥取の観光展示を設置した際に「昔ここの海岸に行ったことがある。

鳥取の海はきれいだ」と話かけられた。

【草津】

・特にない。（当たり前だと認識されているのかもしれない）

問５：地域文化の理解や情報入手、あるいは交流などのために観光者が訪問先の図書館を

利用する機会が増えるのは、図書館の活性化につながると思われますが、一方で、混雑

を招いたり、マナーの低下、館内案内やレファレンス業務の多忙化なども懸念されます。

この点について、どのようにお考えかお聞かせください。

【高知】

・観光客がとくにマナーが悪いということはない。また図書館がせっかく所蔵している地

域資料を地元の人しか使わないのでは、宝の持ち腐れになってしまう。全国のみならず

外国の方にも見ていただきたい。

【鳥取】

・予め図書館内で観光客の利用についてガイドラインや注意事項を定め、集団での利用や

館内案内を希望の場合は事前申込みをしていただく、複写を大量に取る場合は数日掛か

ることもあることを了承いただく等の注意事項を配布したり、職員が直接注意を促すこ

とによってある程度緩和されるものと思われる。

・現在も観光情報を求めて来館する観光客は時折見受けられ、本来の利用者と同様に対応

していることから、一度に数名の観光客の利用であれば、問題ないものと思われる。

【草津】

・観光客や町外者を入れることが、業務多忙につながるとは考えていない。また、マナー

の低下もない。町内、町外と分け、どちらの利用者が優れているという判断を下すこと

もない。そのような懸念をする図書館は観光サービスには不向きである。
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※問６：「コミュニケーションモデル」に対する意見
→この回答は、本論の第４章（図書館を媒介役とする「観光者と地域とのコミュニケー

ションモデル」試案）で紹介したので省略する。

問７：今後、各地の図書館でも観光を意識した様々な取り組みが盛んになることが予想されま

すが、これまで先進的に活動をされてきたご経験をふまえ、その際の課題や、今後の展

開の可能性などについてご意見があれば、ぜひお教えください。

【高知】

・今まで図書館の本来業務を損なわない範囲でやってきたが、期待が高まると負担も増え、

かえってやりにくくなっている部分も生じている。手軽な方法を考えなければならない。

そういうノウハウなどを大学からも提供していただけると力になる。

【鳥取】

・観光展示を設置する際の、相手方の図書館の理解及び協力（県立図書館では職員が相手

方の他県図書館を訪れて展示を設置することもあり、その間館内業務が手薄になる、展

示担当職員の業務が滞る等かなりの負担となっている）

・実際にどの程度観光客の誘致に貢献できたかについて、実施結果の検証が必要。

・現地の図書館に加え、観光協会や県・市の観光担当部署、博物館等の文化施設とも連携

した効果的なキャンペーン展開を模索していく。

【草津】

・観光担当部署、団体との連携や情報交換が必要であり、特に人的なつながりを重視する

ことが求められる。観光協会や役所で受けた観光者からの問い合わせで回答ができない

ものは、図書館に回すようなシステムを作ることが必要だし、逆に図書館で受けた質問

で回答ができないものは積極的に関連部署に聞くことで図書館の存在感も増す。

・収集した郷土資料の活用と発信、知られざる郷土史の理解は司書にとって不可欠である。

観光とは、観光者にとっては非日常の行動、行為であり、異世界への旅ともいえる。そ

のシチュエーションを演出するものとして、図書館での調査や司書への問い合わせが観

光者から発信される。当然、回答にはガイドブックには無い、知的欲求を満足させるレ

ベルのものが求められる。司書の雰囲気とその回答が観光者の満足度に反映する。

・司書や図書館職員はもっと自分の町のＰＲをすべきである。発信が足りないと思う。



第 Ⅱ 部
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実践のためのチェックリスト

このチェックリストは、本論の「第３章 融合の可能性についての具体的考察」をベースに、観

光と図書館を融合させるために検討すべき項目をまとめたものである。

本論におけるスタンスを引き継いで、主に図書館の視点からみたリストとなっているが、地域の

様々な立場の人々が図書館の活用を考える際にも活用することができよう。

幅広く目配りをしたつもりであるが、以下にあげた以外にも検討すべき項目はまだまだあるだろ

うし、また実施が困難であったり地域の実情にそぐわないものも含まれていると思われる。これを

土台として項目を充実させ、それぞれの地域に応じたリストを作成していただきたい。

また、チェックリストに関連して、以下についても追加の論考を行い、簡単なメモとしてまとめた。

これらも実践のための参考となれば幸いである。

●追加の論考

１ 融合の理想的なイメージについて

２ 地域の状況との関係について

３ 「意識」の問題について
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●チェックリスト

【総論として重要な項目】

□地域における観光振興やまちづくり施策の確認。

□周辺地域における観光振興やまちづくり施策の確認。それらが地域に及ぼす影響についての

分析。広域連携の動向についての確認。

□図書館の利用統計、地域の観光に関する統計など、各種統計数値の確認。必要に応じてアン

ケートなどによる実態調査の実施。

□地域内の社会教育施設の現状の確認。図書館との連携状況の確認。

□「観光と図書館の融合」という観点でみた現状の再確認。

□参考になると思われる各地の事例収集。

■図書館の設立主旨、運営計画、条例、組織、予算、管理、図書館協議会など、図書館の経営

に関する項目全般の見直し。

【本論の項目別にまとめたリスト】

Ａ 図書館の基本的な要素

Ａ－１ 資料

Ａ－１－１ 地域資料

□所蔵している地域資料の再確認。

□地域資料の目録作成。あるいは解題付きのパンフレットの作成。

□「観光者に役立つ」「地域を紹介する」という観点から必要な資料の再確認。

□地域資料の収集方針の見直し。

□地域資料の収集において、地域住民と連携する方法の検討。

□地域資料の中から、地域のエピソード、地域のお宝を発掘する作業。
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□地域住民にはよく知られているが、地域外にはあまり知られていない偉人やエピソードなどの

パネル化。

□地域史のわかりやすい年表の作成。

□地域に関連する人物、事物などをまとめた「事典」の制作。

□地域マップやガイドマップの制作。

□「地域づくりを記録し、それを地域外にも周知する」という観点からの再検討。

□地域資料の配架の工夫、館内サイン計画などの工夫。

□視聴覚資料の展示や閲覧方法の工夫。

□地域のミニコミや地方出版物との連携。コンテンツの活用についての検討。

□チラシ類や定点観測の写真など、多種多様な地域情報の収集。

□研究機関で開発された新技術や、地場産業の動向などの情報収集。

□ＨＰやメルマガ用コンテンツの情報源という観点からの見直し。

□地域資料の外国語化。

□地域住民らの自分史、歴史体験などの収集。

□視聴覚資料のコンテンツの普及の工夫

□地域内遺産の選定。

□地域の偉人やエピソードの紙芝居化。あるいはパワーポイントによる電子紙芝居化。

□「地域の新たな文化や伝統を創造する」という視点からの再活用。

Ａ－１－２ 地域テーマに沿った蔵書

□地域テーマとして重点的にコレクションしていく内容や収書方針の検討。

□地域テーマに沿った刊行物の丹念なチェックと購入。

□地域テーマをさらに関連領域に広げていくという発想。

□地域テーマをふまえた「図書目録」の制作。

□配架の工夫。専用コーナーの設置。

□地域住民を啓蒙するための積極的な周知と活用。

□地域づくりやイベント・行事などとの連携。

□地域内で注目を集めている観光資源についてチェックし、それを蔵書に反映させる。

□地域の「日本一」「世界一」「ユニークさ」などに注目したコレクションの検討。
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Ａ－１－３ コレクション・文庫

□所蔵しているコレクションや文庫について、「観光への活用」という観点からの再チェック。

□コレクションと、地域にある「碑」「像」「生家」「記念館」などとの連携。

□コレクションの展示方法の工夫。

□コレクションの解説パンフなどの用意。特に由来や地域との関わりについての説明。

□コレクションのデジタル化やＨＰなどでのアピールの工夫。

□所蔵している貴重書や初版本などの再チェック。

Ａ－１－４ 資料全体との関連

□蔵書構成において、図書館の個性を出すための工夫。

□地域の読書傾向、住民構成、産業構成、歴史や文化と蔵書の関連について再チェック。

□地域づくりや地域が目指す理念と蔵書の連携についての検討。

□地域外利用者に、図書館の個性をアピールする方法の検討。

□地域で行われている様々なツアーへの蔵書の活用。

□蔵書を活かしたガイド養成講座、観光振興講座などの実施。

□地域における別荘や長期滞在者の図書館利用の実態調査。

□「滞在型観光における利便性の提供」という観点からの再検討。

□各国語資料の提供、掲示版などの多言語化など、外国人観光客への対応強化。

□読書体験がもたらす効果（娯楽、教育、審美、脱日常など）を広くとらえて、「地域の観光資源と

の連携」という観点からの検討。

Ａ－２ サービス

Ａ－２－１ レファレンスサービス

□地域文化や観光情報に関する切り抜きやファイルの用意。

□地域文化や観光情報のレファレンス用データベースの作成。

□観光情報に関する窓口を特に用意する。

□「どこまで図書館で対応するか」「他の施設に確認すべき事項」など対応マニュアルの用意。

□観光案内所などと連携して、よく受ける質問の回答集の作成。
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□地域内の様々な場所で発生する観光に関する質問を図書館で集約。（観光協会が集約する

場合などでは、そのサポート）

□地域住民の「レファレンスサービス」活用の促進。

Ａ－２－２ イベント・行事

□地域文化に関するイベントの実施。

□地域の物産展や、地場産業と連携したイベントの実施。

□新たな地域文化の創造にむけた取り組みへの支援。

□他の地域の地域文化などを紹介したイベントの実施。

□地域のキーパーソン、地元出身の著名人などを講師とするイベントの実施。

□イベントの周知方法の工夫。

□イベントと所蔵資料との連携の工夫。

Ａ－２－３ 様々なサービスとの関連

□図書館で実施されている新たなサービスの地域外への周知を意識。

□「観光支援」という観点でのサービスの検討。

□「交流支援」という観点でのサービスの検討。

□「地場産業の地域外周知」という観点でのサービスの検討。

□学会、コンベンション、様々な集会などに対して、団体貸し出しの活用の検討。

□点字図書、大活字本などを「観光者に対する便宜提供」という観点からの見直し。

□身体の不自由な観光者に対するサービスの工夫。

□移動図書館を観光の場で活用する方法の検討。

□地域内の様々な施設における「図書コーナー」について、図書館によるサポートの実施。

□健康増進（ヘルスツーリズム）、野外活動（スポーツツーリズム）、農業支援（アグリツーリズム）な

ど、地域遺産（ヘリテージツーリズム）など、ニューツーリズムに関連したサービスの検討。

□観光者に対して、地域の名産品などを試供・提供するコーナーの設置。
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Ａ－３ 施設

Ａ－３－１ 設計やデザインの効果

□施設のユニークさをＨＰなどで積極的にアピール。

□デザインや設計意図などについて、わかりやすい解説パネルやパンフの用意。

□建物に関心を持って来場した利用者に対する案内の工夫。

□地域資料の案内や、地域テーマに沿った蔵書の紹介など、地域外からの利用者への配慮。

□館内表示の多言語化。

□マスコットキャラやディスプレイの工夫などによる、親しみやすさや地域文化の演出。

□館内の案内モニター、音声ガイドなどの活用。

Ａ－３－２ 複合施設の効果

□併設施設との運営面での様々な連携の工夫。

□併設施設間の動線の工夫。

□併設施設間で、お互いの所蔵品・所蔵資料などを紹介したり案内し合う工夫。

□併設施設を含めた包括的な見学・ツアールートの設定。

□図書館の比較的近隣にある観光関連施設・観光資源の再チェック。

□公共交通機関の運行ルートや運行時間の工夫、周辺道路や駐車場の整備など、図書館への

アクセスの改善。

□館内施設のうち、特にトイレ、ロッカー、休憩用ベンチ、自販機など観光者の利用頻度が高いと

思われるものの整備。

□館内や隣接施設における喫茶・飲食、物販コーナーなどの工夫と連携。

□朝市や物産展の実施など、図書館周辺スペースの有効活用。

□観光協会が作成するガイドマップなどにおいて、図書館の存在感をアピール。

□駅や道の駅に隣接する館などにおいて、交通機関と連携した、あるいは交通機関による利用を

意識した運営の工夫。

□案内用モニターの設置や観光ガイド系情報の充実など、「観光情報・地域情報の窓口」という

観点からの見直し。
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★その他の利便性への配慮

□開館日や開館時間の工夫。

－地域の祭りやイベントに配慮した設定。

－地域における観光者の観光行動の特性や交通機関の状況などをふまえた設定。

□観光者に対する貸し出しや返却の容易さへの配慮。

Ｂ 地域社会との関連

Ｂ－１ まちづくりとの連携

□地域振興やまちづくり施策との連携。

□まちづくりのコアとして活動している団体等との連携

□行政資料や統計などの収集と提供。

□まちづくりにおいて、図書館がはたしている役割を積極的にアピール。

□まちづくりの成功事例についての情報収集。

□「まちづくりの記録を図書館に残す」という観点での役割分担。

□地域のアニバーサリー（市政○○周年記念など）行事との連携。

□「読書指導を通じたまちづくり」のような図書館の特性を活かした活動の検討。

Ｂ－２ 様々な連携

□行政、市民団体、企業、研究機関、教育機関など、総合的な連携の見直し。

□観光協会、商工会議所、フィルムコミッションなど観光に関連する諸団体との連携。

□運輸業、宿泊業、飲食業や、土産物店、旅行代理店、集客施設など観光関連産業との連携。

□博物館、美術館、郷土資料館など社会教育施設との連携。

□地域で活躍するスポーツチーム、劇団、パフォーマンスグループなど興業系団体との連携。

□地域の祭り、行事、イベント、スポーツ大会など様々なイベントとの連携。

□地域文化や産業遺産の保存会、「戦争体験を語る会」など文化、地域史、伝統に関連する諸

団体との連携。

□読書クラブ、読書サークルなどとの連携。

□ミニコミ、地方出版社、地元ＦＭ局など、地域メディアとの連携。
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□地元の（あるいは地元出身の）著名人、文化人、キーパーソンとのネットワークづくり。

□デザイナー、プランナー、プロデューサー、コーディネイターなど、地域で創造的な活動の中核

を担っているクリエイティブクラスとのネットワークづくり。

□図書館の「本館－分館」ネットワークのより多角的な活用。

□広域連携や図書館協力、図書館同士の交流のより多角的な活用。

□姉妹都市や平素から交流がよく行われている都市との連携強化。

□地元が舞台になっている小説、ドラマ、アニメ、映画などの情報収集。

Ｂ－３ 交流の場としての図書館

□地域内交流を促進するために図書館ができることの見直し。

□地域内と地域外との交流を促進するために図書館ができることの見直し。

□図書館運営に対する地域住民の参加促進。

□「図書館友の会」など、図書館をコアとするコミュニティの形成。

□「地域文化保存会」など、図書館が先導役・媒介役となるコミュニティづくり。

□資料の提供、場の提供、ノウハウの提供などを通じて、地域住民の様々な活動のバックアップ。

□地元出身の著名人や地域のキーパーソンとのネットワークづくり。

□ボランティア活動の場としての受け入れ態勢の整備。

□定年退職者、ニート、不登校児など様々な状況の人々に対する交流の場の提供。

□図書館を遊び場として活用したり、コンサート会場にするなど、図書館に親しみを持ってもらうた

めの工夫。

□図書館員のホスピタリティの向上についての研修。

Ｃ インターネットの発達との関連

Ｃ－１ デジタル・アーカイブズによる情報提供

□所蔵資料のデジタル化について、その対象選定や優先順位、費用、方法などの検討。

□デジタル化におけるファイル形式、名前付け、キーワード設定、ビュワーなどの検討。

□デジタル化後の原資料の展示・公開方法についての検討。

□所蔵している様々な関連資料とデジタルデータとのリンク。
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□地元メデイアや諸団体などが保有するコンテンツとの連携やリンク。

□ＤＶＤ化による保存・配布・展示についての検討。

□レトロブーム、歴史ドラマなど、世間の関心の高さに応じたデジタル化の推進。

□行政機関の様々な資料のデジタル化のサポート。

□よくネットで閲覧されている資料の傾向と分析。

Ｃ－２ 情報発信の多様化

□「地域情報の発信」という観点によるＨＰの充実。

□ＨＰの閲覧のしやすさへの配慮。

□ＨＰアクセスの状況解析とその対策。

□関連するＨＰとの相互リンク、バナーなどの工夫。

□ＨＰと紙媒体による広報などとの使い分けの工夫。

□モバイル端末への情報提供、メールマガジン、ブログ、ツイッターなど、多様な情報発信の工

夫。

□静止画や動画の共有サイトの利用による周知方法の工夫。

□メールでの問い合わせに対する素早い返信、関係各部署へのＣＣなど、情報コミュニケーショ

ンへの留意。

□ネット関連技術の習得や動向への目配り。

□通信用端末や電子書籍など関連技術への目配り。

Ｃ－３ ネットコミュニティの影響

□自館がネット上で話題になっていないかの確認。

□地域の観光資源が、ネット上でどのような評判になっているかの確認。

□ネット上で話題になっている図書館や図書館関連情報のチェック。

□図書館や図書館員によるブログやメールマガジンを参考にする。

□図書館員がネットコミュニティに参加して情報を収集する。

□雑誌や新聞記事のネット上での検索、ＲＳＳの収集などにより、「観光と図書館」に関連する事

例の網羅的な収集。

□ネット接続ができる環境を提供することにより、観光者が図書館において、旅先でのブログ更新
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やＨＰ閲覧などをしやすいように便宜を図る。

Ｄ その他

Ｄ－１ 図書館への視察・見学

□視察の受け入れを、地域文化の紹介に結びつける工夫。

□視察の受け入れを、図書館以外の交流にも結びつける工夫。

□視察受け入れ後に継続的な交流を行ったり、地域の勉強会やイベントへ招待するなどの配慮。

□他館への視察（訪問）時に、その地域の様々な交流も併せて行うことへの配慮。

□見学コースの設定や配布資料、「お土産」の工夫などによる、見学者への配慮。

□他の施設・機関との連携による、視察や見学に対する地域内での総合的な対応。

□図書館と野生動物の共存。（←図書館周辺で見られる野生動物が話題になることもあるので）

Ｄ－２ 図書館とツアー

□図書館を訪問対象に組み込んだツアーの実施。

□「書庫ツアー」「一日職員」など、図書館の裏側（バックヤード）を見せるツアーの実施。

□図書館が主催者となるツアーの実施。

□図書館が協力したりバックアップするポジションによるツアーの実施。

□「スタンプラリー」など、図書館への訪問を促進する工夫。

□地域における様々な観光ツアーの創造や検討に対するサポート。
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【効果からみたチェックリスト】

１）集客効果を高めるための工夫

□図書館の個性や所蔵資料のアピール。

□サイン計画やデザインの工夫。

□ユニバーサルデザインへの配慮。

□観光者を受け入れる際の諸点についての検討。（例えば、サービスの提供範囲についての検

討、対応マニュアルの用意、見学団体の受け入れ態勢など）

２）補助効果を高めるための工夫

□地域の観光資源の再確認と、それらを理解するのに役立つ資料の提供。

□地域の観光関連団体、観光産業、集客施設などとの連携。

□地域のイベントや行事についての情報収集と連携。

□地域住民に対して、平素からの図書館の役割の周知。

３）情報発信効果を高めるための工夫

□ＨＰのコンテンツの充実。

□観光スポットなどにおける観光者への情報提供。

□観光関連団体への情報提供。

□ブログやメールマガジンなど情報発信手段の多角化。

□地域の情報拠点としての役割の強化。
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●追加の論考

１ 融合の理想的なイメージについて

本論では、「観光と図書館が融合することによって、様々な価値が創造される可能性がある」と

述べた。これをふまえつつ、両者の融合がうまく進んでいる状況の理想的なイメージを断片的に

スケッチしてみよう。

①観光者からみたイメージ

観光者は「図書館に行けば、地域の様々な情報が得られる」ということを承知するようになり、実

際に観光をしている最中に現地の図書館に行き、地域資料を読んだり、図書館員にあれこれと現

地のことを質問したりする。

また観光前の事前調査として、居住地の図書館で下調べをしたり、訪問予定地の図書館のＨＰ

をチェックしたりする。この時、現地の昔の絵はがきや古地図などをデジタルアーカイブズで閲覧

して、より多彩な情報を得ることができる。

滞在中には、現地を舞台にした小説を借りてホテルで読んだり、外国人旅行者であれば、翻訳

されたガイドブックを借りて旅行に役立てる。時間に余裕があれば、図書館で催されるイベントに

参加したり、講演会などで交流を深めたりする。

駅で列車を待つための空き時間を利用して、ふと立ち寄った図書館で現地の観光情報を得

て、思わず予定を変更して観光を楽しんだりする。

②図書館からみたイメージ

図書館は観光者も利用者として十分に意識するようになり、観光目的をはじめとする地域外か

らの様々な訪問者に役立つようなサービスの提供を心がけるようになる。

地域資料の整備を進めたり、様々な施設や団体と連携して、観光情報の収集と提供に務め、

観光者の訪問に対応する。

地域テーマに沿った図書を充実させたり、伝統文化や自然を紹介した視聴覚資料を揃えるな

どにより、所蔵資料に地域的な個性を持たせ、観光者が地域文化を理解することをサポートする。

これは地域住民にとっても自文化の確認や学習に役立つことなので、大いに歓迎される。
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また、地域の様々な情報の取材や集約、資料のデジタル化などによってＨＰのコンテンツを充

実させ、地域情報の発信を通じて地域への関心を高めて、観光者の集客に貢献する。

施設面では、観光者が訪問したり、情報を得たり、休憩などがしやすくなるように、館内の案内

や設備、開館時間などを工夫する。

③地域からみたイメージ

図書館を地域文化の維持、創造、発展の拠点、地域外への情報発信の拠点というとらえかたを

地域住民や行政、地場産業などがするようになり、図書館の持つ資料や施設やノウハウを、観光

振興やまちづくりの様々な場面で活かそうとする。

また「交流の場」という認識を持つことで、観光者の疑問に答えたり、地域についての意見や感

想を訊いたり、観光者向けのイベントを開催するなどして、地域外と地域との交流に役立てること

を考えるようになる。

さらに、地域の様々な暗黙知を形式知にするための活動を地域全体が協働して行うことにより、

地域文化に関する資料をさらに充実させていく。そのようにして制作された資料を図書館を通じて

観光者にプレゼンテーションすることで、地域の誇りを示す場として、図書館が活用されるようにな

る。

以上で述べたことを端的にまとめると、「図書館が地域の情報センターとして、観光やまちづくり

の場面で存在感を増す」と表現できよう。

もし、「“観光と図書館の融合”というテーマに興味はあるが、具体的な状況が想像しにくい」と

いう場合は、前述したようなイメージを思い浮かべながら、それぞれの地域に特有の事情を重ね

合わせて、「観光者と地域にどういう便宜を図ることができるか」という観点から発想をふくらませる

とよいと思われる。

２ 地域の状況との関係について

「観光と図書館の融合」というテーマを考える際に、図書館のおかれた地域の状況が取り組み

方にも大きく影響を与えることはいうまでもない。細かくみていけば様々なバリエーションがありうる

が、とりあえず大まかに以下３つのシチュエーションについて、その対応を考えてみよう。
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①すでに観光地として認知されている場合

この場合、地域内には観光資源もあり、観光者の出入りもあり、観光に対する基本的な意識が

地域内に存在していると考えられる。従って、図書館においても、それなりに観光者への対応をこ

れまで行ってきたと思われる。

しかし、最近は観光行動も高度化・多様化してきているため、たんに名所旧跡を見せるだけの

ものや、話題性を狙った一過性のイベントや、とってつけたような名物などは、すぐに飽きられてし

まう。地域の観光を持続可能なものにするためには、地域文化をふまえた観光のあり方につい

て、改めて見直すことが必要である。また、「体験」や「学習」といった要素を加えていくこともポイン

トになる。

図書館も、観光行動が変化しつつあるという認識に立って、改めて観光者を利用者としてとらえ

なおし、よりきめの細かいサービスを心がけていくことが大切である。

また、こうした地域では、観光協会や観光関連産業、商工会議所などがすでに観光に関するノ

ウハウを持っているので、そうしたセクターとの連携にも十分留意する必要がある。

②これから観光による地域づくりを進めていく場合

こうした地域では、まず地域全体で今後の地域のあり方を検討していく必要があるため、行政

資料、統計、地域史など、図書館が所蔵する様々な資料の活用からスタートすべきである。また

地域づくりの参考になりそうな事例の調査や資料集めにも図書館の協力が欠かせない。

特に、観光振興をする際の地域資源の見直しという点でいえば、いわゆる「地域のお宝探し」の

ためにも図書館の資料を大いに活用したい。地域資料の中に、地域ゆかりの偉人、民話やエピソ

ード、独特な風俗・習慣・食文化などの手がかりを求めたり、古地図や絵はがき、かつての雑誌の

特集記事や新聞記事の切り抜きなどもヒントになるだろう。必要があれば地域住民へヒヤリングを

行ったり、地域文化に関する調査委員会を設けることもありうる。また観光振興に関する目的意識

の共有のために、図書館で勉強会を開くといった活用方法もある。

さらに、観光者に対する地域としての受け入れ態勢の整備を進めるにあたっては、図書館のは

たす役割を再確認する必要がある。例えば議論すべきテーマとして、「図書館も観光案内所とし

ての役割を担うか」、「郷土資料館や記念館を新たに建設するか、それとも図書館がその役割を

担うか」、「図書館の設備を観光者向けに改装するか」等々が考えられる。

これは別の面からみると、その地域の観光がなにを目指すかということと表裏一体である。「新
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たな産業を促進するための観光」、「交流を重視し、リピータを確保したい観光」、「移住のきっか

けとしての体験」、「地域文化の保存と再興」、「まちづくりの結果としての観光」等々、こんにちの

観光振興は多様な目標を持つようになってきている。図書館も、そうした目標に沿って観光振興

を担う支援機関としてとらえられ、地域に貢献していくことが必要である。

③都市部の場合

「観光」というと山や海へ行ったり温泉に入るというイメージが先行しがちだが、「都市観光」も重

要な観光のひとつである。都市観光では、都市のもつ華やかさや利便性の享受という側面と、そ

の都市の歴史や文化の体感という大きく二つの側面がある。

利便性の点でいうと、図書館はその都市で開催されるイベントやコンベンションなど、いわゆる

「 MICE 」（ Meeting 、 Incentive 、 Convention 、 Exhibition ）との連携を考慮することがポイントに

なるかもしれない。図書館の持つノウハウがこうした場面で活かされれば、その都市の MICE 競争

力もアップするだろう。

歴史や文化の点でいうと、日本の都市は市街地の再開発、地名の変遷、住民の移動などによ

り、その歴史や文化を観光者が伺い知ることが難しい場合も多い。また職住分離や地域コミュニテ

ィの不在などの影響によって、地域住民の連帯意識も希薄になりがちである。そのような状況に対

して、図書館がひとつの紐帯として役割をもつことができれば、都市部の文化の保存や継承に貢

献ができるし、それは観光者にとっても有用である。

※なお、さらに考えてみると、上記の３パターン以外に、「④そもそも地域に図書館がない」という

シチュエーションについても述べておいたほうがよいだろう。この場合は当然ながら、まず図書館

の設立が必要になるが、逆にいえば、図書館がすでに存在している地域よりも、図書館の目的や

方向性を自由に設定しやすい状況であるともいえる。図書館の設立構想段階において観光との

融合を意識し、それに応じた立地条件、設計プラン、設備の導入、什器の選定、デザインの工

夫、人員配置等々を総合的に検討することが可能である。ただし、図書館が「観光施設」化しすぎ

てしまうと、地域住民の本来の利用を阻害しかねないし、観光振興が節目を迎えた時に対応がで

きなくなるおそれもある。どこまで観光を意識した図書館とするかは、地域全体の目標を十分ふま

えて検討される必要がある。
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３ 「意識」の問題について

「観光と図書館の融合」というテーマで観光関係者や図書館員などと話をしてみると、融合の実

現にあたって考慮すべき要素が多いことも実感させられる。

今回の研究では踏み込んだ分析には至らなかったが、一例をあげると、観光振興の人材育

成、図書館の予算や運営方法、地域情報の発信や受信のあり方、行政のスタンス（および首長の

リーダーシップ）、住民の参加、地場産業の動向、交通手段の変化、人口動態、等々といった様

々な要素が「観光と図書館の融合」に関与していると考えられ、しかもこれらは地域によってそれ

ぞれ事情が異なり、さらに複合的に関連し合っているので、どこが要点であるかも簡単に指摘する

ことは難しい。

このように最適なアプローチを設定しにくいテーマであるが、あえてその中で特に強調すべき

点をひとつあげるとすると、まず「意識を変えていくこと」が重要であると思われる。もう少し具体的

にいえば、「従来の“観光”や“図書館”の概念にとらわれることなく、様々な可能性を見いだしてい

こう」という意識が、両者の融合をよりスムースに進める鍵だと考えられるのである。

日本の各地で、観光について様々なアイデアが試みられ、観光のイメージも変わりつつある。

一方、図書館でも新たな試みが各地でなされているものの、図書館の一般的なイメージには、あ

まり大きな変化がないようにも感じられる。図書館員自身は図書館界のニュースや話題に敏感で

あるとしても、地域住民は図書館の動向に目配りをしているとは限らず、住民や行政の側から自

発的に図書館に対する見方が変わるということはなかなか想像しにくい。本研究に関連していえ

ば、そもそも「図書館に地域のことがわかる資料がある」、「図書館員にいろいろな質問ができる」、

「全国の図書館はどれも同じではない」といったことすら知らない人も大勢いるのである。

従って、図書館が地域で新たな役割を担おうとする場合は、図書館自身がまず平素の活動を

十分に周知しつつ、さらに自館の可能性を信じて、新たな試みに向かっていく姿勢を地域に対し

て積極的に提示し、意図を説明することによって、図書館に対する認識を変えていくことが必要に

なるだろう。「図書館は多様な能力を持っており、それを様々な場面で活用できる可能性を秘めて

いる」という認識を地域で共有することによって、「その能力や可能性を、もっと観光にも役立てて

いこう」という意識も導かれる。そして、それは観光との融合のみならず、図書館と地域とのより豊

かな関係を築くためにも有益なことではないだろうか。
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「図書館ガイドブック」的な文献のリスト

図書館は、例えば『ぶらりガイド 鎌倉』といったような観光用のガイドブックに掲載されることは

ほとんどないし、雑誌などの「ゴールデンウィークに親子で行ってみたい見学スポット」といった記

事でも対象にされることは少ない。また、各地の博物館や美術館をまとめたムック（ビジュアルを重

視した雑誌や書籍）は見かけるが、図書館を網羅したものは、ムックであれなんであれ、あまり目

にする機会がない。

しかし、実際には「図書館ガイド」的に各地の図書館を通覧できる文献も、これまでにいくつか

刊行されている。あまり知られていないと思われるこの種の文献について、観光と図書館の融合を

考察するうえでの関連資料として、以下に簡単なリストをまとめた。

「図書館は成長する有機体である」といわれるように、図書館は日々変化し続けている。従っ

て、以下の文献中に紹介されている図書館の特徴等については、すでに現状と合わない可能性

もあるので、この点にご留意いただきたい。

なお、雑誌や新聞でも「変わる図書館」とか「今、図書館が面白い」といった記事がときどきみら

れるので、それらを丹念にチェックしていくと、特徴ある活動をしている図書館を知ることができる。

【図書館ガイド的な文献】

『最新版!! 図書館マスターガイド』

（ジオカタログ キョーハンブックス 2009 ）

・東京都内の専門図書館、公立図書館を収録。付録として各都道府県の中央図書館、各政令指

定都市の中央図書館も収録。合計 542 館を掲載。

『東京ブックナビ』

（東京地図出版編集部編 東京地図出版 2009 ）

・首都圏の書店や図書館のガイドブック。個々についての解説量はあまり多くないが、網羅性に

優れている。
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『TOKYO 図書館日和』

（冨澤良子 アスペクト 2007 ）

・東京、神奈川の公共図書館や博物館・美術館に併設されている図書室などで、個性ある蔵書を

持っていたり、建物やなどを楽しめるようなものを、ビジュアル重点を置いて紹介。

『個人文庫事典 I 北海道・東北・関東編 ／ II 中部・西日本編』

（日外アソシエーツ編 2005 ）

・公共図書館、大学図書館、専門図書館等が所蔵する「個人文庫」（人物ゆかりの図書コレクショ

ン）を紹介。「個人文庫」に関する旧蔵者情報、沿革、概要、特色などを説明しつつ、図書館の

所在地や最新情報、地図なども掲載しているので、図書館ガイドとしても使える。

『おもしろ図書館であそぶ－専門図書館 142 館完全ガイドブック』

（毎日ムック・アミューズ編 毎日新聞社 2003 ）

・専門図書館をジャンル別にビジュアル満載で紹介しているほか、博物館や美術館に併設された

図書館も紹介。井上ひさしや高野文子などのエッセーも含む。

『図書館をしゃぶりつくせ（別冊宝島 EX）』

（宝島社 1993)

・全国津々浦々の個性派図書館 330 館、プロのニーズに応える専門図書館 40 館を収録。都道

府県毎の図書館の全体的な傾向についての分析もある。

『TOKYO 図書館ワンダーランド－首都圏オモシロ図書館 100 館走破』

（内藤毅 日本マンパワー出版 1992 ）

・首都圏の特色あるワクワク専門図書館、オモシロ公共図書館 100 館を紹介。

『新版改訂 全国図書館案内（上下）』

（書誌研究懇話会編 三一書房 1990 ）

・全国の公共図書館、大学図書館、専門図書館について、特色のある所蔵資料に重点を置いて

まとめたもの。付録として「地方史主要文献一覧（ 1945-1989 ）」を収録。
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【図書館訪問記など】

『図書館のある都市への旅』

（堀田穣 鹿砦社 2000 ）

・日本、ニューヨーク、アイルランド、韓国など各地を巡りながら、時に思索的になったり詩的にな

ったりしつつ訪問記をまとめたもの。

『日本図書館紀行』

（海野弘 マガジンハウス 1995 ）

・『ダカーポ』に連載された図書館を巡る紀行文をまとめたもの。紀行文であるが取材がきめ細か

いので、各図書館の特徴がよくわかる。

『図書館活用百科』

（紀田順一郎 新潮社 1981 ）

・書名は「百科」となっているが、特色ある図書館の紹介がメインの本。最後に文字通り「図書館活

用百科」の章がある。

【本屋・ブックカフェのガイド】

図書館の紹介ではないが、書店をテーマにしたものも興味深く読めるので、代表的なものを数

点紹介する。

『本屋さんに行きたい』

（矢部智子 アスペクト 2009 ）

・セレクトショップ感覚の新刊書店、おしゃれな新世代古書店、ブックカフェなど、ユニークな本屋

23 軒を紹介。

『ブックカフェものがたり』

（矢部智子, 今井京助ほか 幻戯書房 2005)
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・本が読める喫茶店、本を売っている喫茶店のガイドブック。ブックカフェを維持していくための「ブ

ックカフェ開業講座」という章もある。

『京都読書空間』

（光村推古書院 2005 ）

・街のブックカフェや書店が中心だが、図書館も一部掲載されている。本にまつわるコラムや名物

書店員の紹介なども含む。

『東京ブックストア＆ブックカフェ案内（散歩の達人ブックス）』

（交通新聞社 2003 ）

・本屋、ブックカフェのガイド。図書館の収録はないが、“私設図書館”的なカフェが多数収録され

ている。

【海外の図書館に関するもの】

『世界の図書館百科』

（藤野幸雄編著 日外アソシエーツ 2006 ）

・アメリカ議会図書館、北京国家図書館など世界各国の主要な図書館について、その概要や変

遷などを解説。「図書館百科」というタイトルであるが、図書館だけではなく、図書館に関連する

人物や図書館用語なども含め、約 3,100 項目を収録している。

『ヨーロッパの歴史的図書館』

（ヴィンフリート・レーシュブルク 国文社 1994 ）

・ヨーロッパに存在する、歴史的な姿をそのまま残している図書館について、外部や内部の写真、

コレクションの紹介などをまとめたもの。長めの序文では、ヨーロッパの図書館の発達について

まとめられている。
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【写真集】

図書館をテーマとした写真集の中で、特によく知られているものを２点ほどリストアップした。

『 Libraries 』

（ Candida Hofer Thames & Hudson 2005 ）

『 The Most Beautiful Libraries of the World 』

（ Guillaume de Laubier, Jacques Bosser Thames & Hudson 2003 ）

【「ガイド」としての作品集】

建築の分野において、「図書館」は独自の観点で検討すべき要素も多いことから、図書館だけ

に対象を絞った作品集や図面集も多く刊行されている。これらは、一般的な意味での「図書館ガ

イド」ではないが、紹介されている図書館は、建築的に優れていたり、地域のランドマーク的な役

割をはたしている場合があるので、発想を転換してみるとガイドとして利用することも可能である。

建築分野の文献のため、写真や図面、工法の説明などが記述のメインであるが、「どういう考え

方で設計されたか」「どのような工夫がなされているか」などの解説は、とても勉強になる。

これらの文献には、例えば以下などがある。

『日本図書館協会建築賞作品集－ 1985-2006 図書館空間の創造』

（日本図書館協会施設委員会図書館建築図集編集委員会編 日本図書館協会 2007 ）

『図書館建築 22 選』

（図書館計画施設研究所 東海大学出版会 1995 ）

『図書館―コミュニケーションとしての図書館 (DA 建築図集シリーズ)』

（日本建築家協会編 彰国社 1986 ）
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図書館の「新たな役割」と「観光創造」との関連性について

観光と図書館の融合が進むと、図書館も新たな役割を担うようになることが考えられる。その「新

たな役割」と北海道大学の教育理念をふまえた「観光創造」との関連性について考察を試みる。

なお、この稿は厳密な論考というより、エッセイとして読んでいただきたい。

１ 北大観光創造の教育理念について

北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院は、「国際広報メディア専攻」と「観光創造専

攻」の２つの専攻を持つ。このうち筆者が学んだ観光創造専攻（以下「北大観光創造専攻」）の教

育理念について、まず簡単に説明する。

北大観光創造専攻の教育理念は、観光創造を担う人材にとって３つの力が特に必要だとして、

①文化をデザインする力、②地域をマネジメントする力、③世界とコミュニケーションする力、をあ

げている（同専攻パンフレットより）。

これらについて、もう少し詳しく説明すると、まず、「①文化をデザインする力」とは、「地域が有

する文化資源を活性化させ、地域住民と観光者双方に満足感を提供できる能力」のことである。

より具体的にいえば、例えば、地域の固有性を発見したり、文化資源や知的財産を活用したり、

新しい文化を創造する能力である。

次に、「②地域をマネジメントする力」とは、「観光創造を基軸にして地域再生を推進する際に

重要な役割を果たす専門能力を提供できる力」のことである。例えば、観光政策の立案を行った

り、民産官学の連携を促進したり、地域再生に貢献する能力である。

三つ目の「③世界とコミュニケーションする力」とは、「世界を舞台に活躍する際に必要な国際

的コミュニケーション能力」のことである。これには、ホスピタリティの育成、異文化理解、国際協力

の推進などが含まれる。なお、ここでは「世界」と表現されているが、これを必ずしも「海外」の同義

としてのみとらえるのではなく、「地域とは異なる文化圏」と解釈することもできる。

これらは教育理念上では「力」（あるいは「能力」）と表現されているが、北大観光創造専攻にお

ける「基本的な問題意識」と考えてよい。すなわち「文化デザイン」「地域マネジメント」「異文化コミ

ュニケーション」という大きな３つのテーマが、これからの観光を拓いていくために不可欠なもので

あるという認識である。
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北大観光創造専攻においては、教育の場はもとより、フィールドワーク、研究テーマの選定、地

域との連携など様々な場面で、常にこの問題意識を根底に置いて活動が行われている。

２ 図書館の新たな役割と貢献について

さて、ここで筆者の研究に戻り、「観光と図書館の融合」という状況が進んだ場合に、図書館が

どのような役割を担うことになるかについて考察を行う。

観光と図書館が融合していくことによって、地域にとって図書館は、従来のような「本を借りたり

読んだりする場所」というだけではなく、様々な役割を持つことが期待されるが、そのうち特に重要

な貢献を３点ほどあげてみよう。

①地域文化の保存や創造への貢献

観光と図書館の関係が意識されることによって、地域文化の保存や創造に対して、図書館の持

つ役割が改めて重要視されるようになる。例えば、図書館の保存機能を観光者への展示と結び

つけたり、地域資料の活用や地域テーマに沿った蔵書の充実などが進められる。さらに地域に関

連したイベントやデジタルアーカイブズによる情報発信なども含めて、図書館運営全体のあり方

が、地域文化のデザインという観点から再評価されるようになる。

②地域づくりへの貢献

地域づくり、特に観光まちづくりにおいて、図書館の持つ資料やノウハウを活用することが必要

であると認識されるようになる。地域マネジメントを進めていく際に、（観光との融合を意識した）図

書館が、地域文化の保存や創造、地域内情報の集約、地域外への情報発信、交流の場など様

々な役割を担うことで、地域づくりに欠かせない機関となる。

③交流の場としての貢献

観光と図書館が融合していけば、図書館は地域内と地域外を結びつける交流の場になりうる。

図書館は地域文化を資料やイベント、ネットなどを通して地域外に発信する一方で、地域外から

の感想や意見を受信したり、地域住民と来訪者の出会いをもたらす。こうした異文化コミュニケー

ションは、観光振興への効果のみならず、地域の活性化に様々な点で貢献する可能性を持つ。
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３ 観光創造と図書館の新たな役割

第１節では北大観光創造専攻の教育理念を簡単に解説し、第２節では筆者の研究をふまえた

図書館の新たな役割と貢献について述べた。これをふまえて、両者の関連について考察を行っ

てみよう。

まず、「図書館が地域文化の保存や創造に貢献する」という点は、「文化デザイン」というテーマ

につながっているとみなすことができる。

こんにちの観光は、ゲストもホストも「地域」に対する意識が高まっており、どこでも見られるもの

や地域文化とかけ離れた観光専用施設や食事・土産などは敬遠される傾向にある。従って、地域

文化の保存、継承、活用、創造に図書館が貢献するならば、それは地域の観光振興にも結びつ

くのである。

次に、「図書館が地域づくりに貢献する」という点は、「地域マネジメント」というテーマにつなが

っているとみなすことができる。

従来の観光開発では、地域外からの資本投入が地域住民の参加意識とは無関係に行われる

パターンもよく見られたが、そうした開発では、経営が行き詰まって資本が引き上げられると、あと

にはなにも残らない。持続可能な観光のためには、地域による自律的な姿勢が重要であり、地域

マネジメントのあり方が事態を左右するといっても過言ではない時代になりつつある。従って、図

書館が地域づくりのサポート役として貢献することができれば、それは観光に関する地域マネジメ

ントにも結びつくのである。

三つ目の、「図書館が交流の場として貢献する」という点は、「異文化コミュニケーション」という

テーマにつながっているとみなすことができる。

そもそもゲストとホストとの間に存在する「文化ギャップ」こそ、観光の最重要テーマのひとつで

あり、ある意味で観光とは異文化を体験する行為であるといえる。また、こんにちの観光では「交

流」にも関心が高まり、訪問先の風景をただ表面的に眺めるだけではなく、現地の人々とのふれ

合いが望まれるようになってきている。日本全体でみても、海外からの観光者の誘致やクールな

日本文化の提供などにおいて、「交流」や「異文化コミュニケーション」は重要なキーワードであ

る。従って、図書館が地域の文化を訪問者に提示し、交流の場となり、観光者と地域との媒介役と

して機能することができれば、観光における異文化コミュニケーションにも結びつくのである。
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以上のように考えてみると、観光と図書館が融合することによってもたらされる図書館の新たな

役割が、北大観光創造専攻の教育理念に重なる点があるとしても、それほど無理な見方ではな

い。そして、さらにこれを敷衍すれば、「観光創造」（＝これからの観光のあり方を考え、ゲストとホ

ストが共に幸せを享受できる観光を創造していくこと）にとって、図書館が重要な役割を担う可能

性を持っているということができるのではないだろうか。冒頭でも断っておいたように、本稿は「こん

な見方もできる」というエッセイであるが、我田引水だと一蹴されるほど荒唐無稽な結論でもないと

思うのである。

なお、本稿を別の角度から眺めてみると、「これまで観光と関連性があまりないと思われてきた

施設や機関（例えば図書館）に着目し、観光との融合による将来像を想像してみると、その施設

や機関が、観光において重要な役割を担いうる可能性が示唆される」という思考スキームの一例

ととらえることができる。このように従来にない着眼点から発想することが、まさにこれからの観光を

拓いていくうえで大切な姿勢なのである。
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あとがき

研究に至る経緯について

筆者は、図書館情報大学（現・筑波大学図書館情報専門学群）で図書館学を学び、司書資格

を得たのち、縁あって日外アソシエーツという出版社に就職した。日外アソシエーツは、一般には

あまり知られていないが、参考図書や文献目録など図書館でよく使われる書籍を刊行したり、オン

ライン情報サービスや CD-ROM によるツールの提供なども行うなど、図書館が主要なお客様で

あった。従って、会社勤めをしている間も、常に図書館の動向には気を配ってきたし、個人的にも

図書館にはしばしば通っていた。

日外アソシエーツでの約 17 年間に及ぶサラリーマン生活を終えて札幌にＵターンすることに

なった際、たまたま北大に観光学に関する大学院があることを知り、そこで学んでみたいと思った

が、大学院の受験に際しては「研究計画書」の提出が必要となる。悩んだ末に、自分になじみが

ある「図書館」に着目し、「観光と図書館」という研究テーマを設定した。

ところが調べてみると、「観光と図書館」というテーマを正面から論じた研究は見あたらず、また２

年前の時点では、観光を意識した図書館の活動事例などが紹介されることも少なく、観光の分野

でも図書館の分野でも、「観光と図書館」は未開拓のテーマであることを知った。

なんとか大学院に入学することができたのち、実際に研究を進めていく過程で、様々な方々に

「観光と図書館の関連や連携の可能性などについて研究しています」と話すと、「私も観光に行っ

た先で、図書館に行くことがありますよ」と違和感なく受けとめてくれる人がいるかと思えば、「あま

り関係があるとは思えないけどなあ」という反応を示す人もいるなど、認識に相当の差があることを

改めて実感した。そうした差が生じる理由には、「観光」というもののとらえ方、その人の図書館の

利用頻度、観光まちづくりや地域おこしへの関心の有無、などいくつかの要因があることがわかっ

てきたので、論文をまとめるにあたっては、そうした点もふまえて論文の構成や用語の説明などを

見直すことが必要になった。

このような経緯により、観光学と図書館学の両分野にあまり通じていない人が読んでもわかりや

すいように配慮したつもりであるが、どれだけの成功を納めることができたかは、各位の厳しい判

断を待たねばならない。
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論文への感想など

実際に修士論文が完成したのち、多くの人に読んでみていただいたが、その感想としては、

「観光と図書館に、いろいろな接点があることがわかった」という好意的なものがある一方で、「筆

者のいう“観光と図書館の融合”が具体的にイメージできない」とか、「現実問題として、図書館が

解決しなければならない課題が多いので、“観光”にまで手を広げにくい」と現状の厳しさを指摘

するものなどがあった。あるいは、「実際の活動事例を情報共有し、お互いに研究しあうことで、メ

リットをのばし、デメリットを克服するようにしていかなければならない」といった今後の展開方法に

ついての助言なども頂戴した。これらの反応は今後の研究に活かしていきたいと思う。

また、「この論文を読んで、図書館のこれまでにない一面を知ることができた。観光に行ったら、

現地の図書館をぜひ訪問してみたいと思った」という感想が意外に多く、多少なりとも本研究に

は、図書館の活動を側面から応援する効果もあるのではと自負している。

反省やコメントなど

本論「第５章」の「４ 今後の課題について」で述べていることと重なる部分もあるが、研究につ

いての反省や、コメントを付け加えておきたい点などを、いくつか述べておく。

①仮説の検証について

本研究は、「観光と図書館の融合は、両者が抱えている課題を解決する一助になる」という仮説

をベースとしている。従って本来ならば、実際に融合を行っている事例を分析するなどにより、「こ

のとおり役に立っていた」と仮説を検証して結論をまとめるのが妥当である。しかしながら、日本に

おいて、観光と図書館の融合の試みは、まだまだ端緒についたばかりであるし、そうした状況下で

一、二の事例を取りあげても、説得力のある分析は難しいと判断した。そこで、今回は「図書館の

諸要素がどのように観光と結びつくか」という観点に主眼を置いて、できるだけ網羅的多角的に考

察することによって、今後の研究の礎になることを狙いとした。

②アンケートについて

「観光と図書館」というテーマについて、各図書館の感想や意見をアンケートで確認してみよう

と考えたが、回答しにくいテーマであるように思われたし、発送と集計に人手を割ける状況でなか

ったため、本来ならば全国の公共図書館へ発送すべきところを範囲を絞って実施した。その際、
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筆者の居住地が札幌であることから、アンケートの回答によっては実際に訪問してインタビュー取

材などをしたいと考えて、道内公共図書館については全館を対象にした。

実施した結果は回収率が７割と予想外に高く、いろいろ参考になるコメントも多く寄せられた。

「興味深いテーマだと思うので研究を頑張ってください」といった励ましや「このアンケートをヒント

として、自館の活動の新たな展開を考えてみたい」という反応には、大いに勇気づけられた。

第一回目のアンケートを行ったのちに、「前回のアンケートではこういう意見や統計結果が得ら

れたが、これについてどう思うか」といった追加アンケートや、重要なコメントを寄せていただいた

館への個別取材などを計画していたのだが、母の入院など家庭の事情などにより身辺が慌ただし

くなってしまい、こうしたフォローに着手できなかったことは残念であり、研究計画の甘さとして反省

すべき点である。

③項目の分類について

一般に図書館学において、「図書館の３要素」とは「資料」「施設」「職員」とされる。当初はこの

枠組みを用いて観光との結びつきを考察していたが、「資料」や「施設」はともかく、「職員」を「観

光」と結びつける説明や分析には、いささか無理があるようにも思われた。そこで今回の研究で

は、「職員」という要素は「サービス」や「交流」という観点でとらえることとし、本論における「図書館

の基本的な要素」としては「資料」「サービス」「施設」という項目立てとした。

図書館学に通じた方からみると、ちょっと違和感を感じられるかもしれないので、念のためお断

りしておく。

④公共図書館以外の、観光との融合の可能性について

今回の研究では図書館の範囲を公共図書館に限定したが、もちろん専門図書館や大学図書

館、学校図書館についても、観光との融合が考えられる。

専門図書館の中には、訪問者を広く歓迎する姿勢をとっているところもあるし、大学図書館も地

域への公開や公共図書館との連携が進みつつある。学校図書館では、修学旅行への活用、地

域文化や地域づくりに対する教育効果などが期待される。また動物園や博物館、美術館などに

付属する図書室の整備も、見学体験を豊かにするためにますます重要になるだろう。さらにいえ

ば、公共・専門・大学・学校という館種を越えた図書館間の交流が促進されることによって、地域

の活性化に対して総体的に貢献することも必要になる。
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このように興味深い要素をいくつも内包しており、今後取り組んでみたいテーマである。

⑤事例について

本書で紹介した事例はあくまで一例であり、リストは網羅性を目指したものではない。実際に活

動をされている図書館からは「どうしてウチの事例がリストにないのだろう」と感じられる場合もあろ

うかと思うが、ご了解をいただきたい。また事例はあくまで「参考になると思われる事例」であり、必

ずしも直接的に観光と関連があるわけではないので、誤解されないようにお願いする。

研究が最終段階に入ったため事例収集を中断した去年の秋以降も、「観光と図書館の融合」

に関連した試みが各地の図書館で行われている。自分がテーマとしているために多少ひいき目

で見ていることもあるだろうが、そうした事例を知るにつけて、「これからますます観光と図書館の

融合は盛んになるだろう」という予感を覚えるのである。

本や読書と観光との関係をめぐって

「観光と図書館」という関係性は、周辺に目を転じれば「本と交流」や「読書と旅」などに繋がっ

ている。これに関連して例えば、

－ 「 本 に 世 界 を 旅 さ せ る 」 を ス ロ ー ガ ン に し た 「 ブ ッ ク ク ロ ッ シ ン グ 」

（ http://www.bookcrossing.jp/ downloaded at 2010.5.31 ）

－人を「生きた本」としてとらえ、その語り部である本人との交流や対話を求める「リビングライブ

ラリー」（ http://living-library.jp/ downloaded at 2010.5.31 ）

－長野県伊那市高遠町による、日本初の「ブックツーリズム」として注目を集めた「ブックフェス

ティバル」（ http://www.takatobookfestival.org/index.html downloaded at 2010.5.31 ）

などの活動がみられ、発想を豊かにしていけば展開の可能性はまだまだありそうに思われる。

しかし、このような試みが行われる一方で、老舗雑誌の相次ぐ廃刊や出版物の売り上げの長期

低落傾向など、出版物を巡る状況は厳しさを増している。また、 iPad の発売などによって書籍の

電子化がいよいよ本格的に進む可能性が高まってきたり、携帯小説の普及やスマートフォンなど

様々な携帯端末による「読書行為」のあり方なども、気になるところである。さらに文字・活字文化、

読書文化の変容ばかりでなく、動画共有サイトやツイッターなどによる新たな「情報コミュニティ」の

出現なども含め、図書館がこれからの時代にどう対応すべきか、どういう役割を担うべきかについ

て、いっそうの検討が必要になってくるだろう。
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もちろんそれは観光も同じであり、現代社会の動向に様々な影響を受けながら、明るい話題と

暗い話題が混在する状況において、これからの観光がどうあるべきか、どういう観光が人々を幸せ

にするかについての検討がますます重要になっている。

とはいえ、どのような変化が訪れたとしても、本質的に変わらない部分もあるように思われる。

膨大な読書量で知られる松岡正剛は「読書は他者との交際である」と述べている（『多読術』,

筑摩書房, 2009, p.199 ）。簡潔な表現であるが、この中の「他者」や「交際」は観光においても最

重要キーワードである。読書の本質が他者に出会うことだとすれば、「読書はひとつの観光であ

る」ということもできるのではないか。

また山口昌男は、ルネサンスに関連して、次のようなことを述べている。少し長くなるが引用して

みよう。

「いわばルネサンスは、形骸化してしまった世界のモデルをなおも押しつけ、弾力性を失った神

話を強制することに異議を申し立てる精神がいつの時代にもとる姿勢の集中的表現にすぎな

いのである。この精神が平俗な日常生活を相対化するために踏み出す第一歩は<旅>に出かけ

ることである。己れをまだ汲み尽されていない価値の源泉に一歩近づけるために旅装を整える

ことである。一つの文化のダイナミズムは多かれ少なかれこうした<旅>に出かけて来た人間によ

って再生産されつづけるのである。旅、何処へ？ 自分が属する日常生活的現実のルールが

通用しない世界へ、自ら一つ一つ道標を打ち樹てて地図を作成しつつ進まなければ迷いのう

ちに果ててしまう知の未踏の地（ノーマンズ・ランド）へ、書の世界へ、自らを隠すことに知の技

術の大半を投じている秘教の世界へ、己れが継承した知的技術を破産させるような知識で満

ちているような知の領域へである。」（『本の神話学』, 中央公論社, 1977, pp.218-219 ）

このように述べて、「ルネサンスは一つの歴史の相であると共に、行為としての知の探求形式の

モデルでもある」と山口はいう。ここにもまた読書と旅の関連が示されている。

こうした例のほかにも、本や読書を観光や旅とのアナロジーで表現した文章はよく見かけるし、

「感動」「共感」「体験」「非日常」「異文化」「学習」「人格形成・成長」「余暇・レジャー」など、両者に

共通するキーワードは多く存在する。従って、観光と図書館の融合について考える際にも、インタ

ーネット化や電子化といった時代の急激な変化にただ翻弄されるのではなく、その本質や共通項

をよく見極めて、観光者（および図書館の利用者）にもたらされるものが何かを考えていくべきであ

る。
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融合と「新たな価値」について

本論の中でも述べているが、「融合」という表現を用いた背景には、たんなる観光と図書館の

「協力」、「連携」、「コラボレーション」というだけではなく、それによって「新たな価値」が創造される

という点への意識が存在している。

しかし、今後、両者の融合が各地で実践されるようになり、またそうした取り組みが持続していけ

ば、それは「新たな価値」ではもはやなくなってしまう。例えば、従来あまり利用者として意識され

ていなかった「観光者」が、当然のように利用者として意識されるようになった状況を想定してみる

と、融合が進めば進むほど「新たな」という部分は問題ではなくなる。例えていえば、パソコンがま

だ非力だった時代に、テキストのみならず画像や音声や動画が統合された環境を、ことさら「マル

チメディア」と強調されていた状況が思い出される。パソコンのパワーが強化され、ソフトの使い勝

手も向上するにつれ、やがて誰も「マルチメディア」といわなくなったように、当初は「新たな価値」

自体に注目が集まるとしても、やがてそれが一般的となった段階では、「その環境をベースにし

て、さらに展開を進めていくにはどうするか」という点に関心が移行するのは当然である。

今後、観光と図書館の融合においても、融合の結果もたらされる新たな価値や状況に対する

期待ととまどいが混在する状況がしばらくは続くと思われるが、やがて観光と図書館の融合が十

分に進んだ状況となったとき、そこには図書館が地域文化を創造する拠点としてさらに活躍がで

きる次のステージが待っていることだろう。そしてそれこそが真の「新たな価値」なのである。
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